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は
じ
め
に
―
岩
橋
武
夫
の
卒
業
論
文
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
岩
橋
武
夫
の
「
卒
業
論
文
」（
写
真
参
照
）
は
、

そ
の
表
紙
に
あ
る
よ
う
に
関
西
学
院
に
入
学
し
た
最
後
の
年
、
つ
ま

り
彼
が
英
文
科
四
年
の
時
に
執
筆
し
、
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
タ
イ
ト
ル
は
「
ミ
ル
ト
ン
の
ソ
ネ
ッ
ト
研
究
」
で
あ
る
。
執
筆
の

原
稿
用
紙
は
マ
ス
目
が
な
い
一
枚
二
十
四
行
の
「
私
立
関
西
学
院
文

学
部
」
と
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黒
色
の
ペ
ン
で
書
か
れ
て
お

り
、
岩
橋
の
妹
の
静
子
が
筆
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
卒
業

論
文
は
関
西
学
院
大
学
学
院
史
編
纂
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。

　

周
知
の
よ
う
に
岩
橋
は
失
明
の
た
め
、
早
稲
田
を
退
学
し
、
帰
阪

後
大
阪
市
立
盲
亜
学
校
で
学
び
、
熊
谷
鉄
太
郎
の
勧
め
も
あ
り
関
西

学
院
文
学
部
英
文
科
に
入
学
す
る
。
そ
の
級
友
に
寿
岳
文
章
が
お
り
、

二
人
は
お
互
い
良
き
友
と
し
て
学
院
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
岩

橋
は
日
本
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
産
み
の
親
、
視
覚
障
害
者
福
祉
の
先
駆
者
、

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
を
日
本
に
招
聘
し
た
彼
女
の
親
し
い
友
人
、
キ
リ

ス
ト
教
社
会
事
業
家
云
々
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
人
物
で
、
凡
そ
文

学
、
と
り
わ
け
ミ
ル
ト
ン
（J.M

ilton

）
の
研
究
者
と
し
て
一
般
的

に
は
余
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
況
が
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
卒
論
の
構
成
を
み
て
み
る
と
、
文
頭
に
「T

O
 

M
ILT

O
N

」
と
い
うW

.W
ordsw

orth

の
ソ
ネ
ッ
ト
が
掲
載
さ
れ
、

続
い
て
そ
の
訳
詩
、
目
次
、
序
説
と
続
く
（
四
枚
）。
序
説
か
ら
結

論
ま
で
一
一
五
枚
、
英
文
ソ
ネ
ッ
ト
（
一
〇
枚
）
が
あ
り
、
合
計

一
二
九
枚
か
ら
な
る
大
部
の
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
こ
の
卒
業
論
文

は
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
大
凡
、
六
割
を
掲
載
さ
せ
て
戴
く
が
、
全

文
が
紹
介
で
き
る
続
稿
に
お
い
て
若
干
の
解
説
を
付
す
と
し
て
、
こ

の
資
料
に
つ
き
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

岩
橋
の
卒
業
論
文
が
ミ
ル
ト
ン
研
究
史
に
い
か
ほ
ど
の
価
値
が
あ

る
か
は
、
正
直
、
専
門
外
の
私
に
は
論
究
す
る
能
力
も
資
格
も
な
い
。

し
か
し
こ
の
卒
業
論
文
は
彼
の
初
の
論
文
で
あ
り
、
筆
者
の
関
心
事
、

【
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介
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武
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卒
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論
文
「
ミ
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ソ
ネ
ッ
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研
究
」
㈠

室　

田　

保　

夫



166

岩
橋
武
夫
研
究
に
お
い
て
有
意
義
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
岩
橋
は
生

涯
、
三
〇
冊
を
超
え
る
書
物
を
刊
行
す
る
。
彼
が
ミ
ル
ト
ン
研
究
を

志
す
の
は
関
学
入
学
前
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
卒
業
論
文
に
も
、

『
パ
ラ
ダ
イ
ス 
ロ
ス
ト
』（『
失
楽
園
』）
や
『
復
楽
園
』、『
嘆
き
の

サ
ム
ソ
ン
』（『
闘
士
サ
ム
ソ
ン
』）
等
の
こ
と
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

彼
は
ミ
ル
ト
ン
研
究
を
そ
の
後
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
留
学
帰
国
後
の

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
か
ら
関
西
学
院
で
教
鞭
を
と
り
、
五
年
後

の
三
三
年
、
基
督
教
思
想
叢
書
刊
行
会
か
ら
四
五
〇
頁
を
超
す
大
部

の
『
失
楽
園
の
詩
的
形
而
上
学
』
を
上
梓
す
る
。
彼
に
と
っ
て
の
ミ

ル
ト
ン
研
究
の
一
応
の
区
切
り
で
も
あ
っ
た
。
年
齢
と
し
て
は
若
干

三
十
歳
半
ば
、
研
究
者
と
し
て
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
期
で
あ
る
。

岩
橋
は
関
学
で
英
文
学
の
研
究
と
教
育
の
傍
ら
、
視
覚
障
害
者
福
祉

の
活
動
、
賀
川
豊
彦
ら
と
共
に
神
の
国
運
動
、
講
演
活
動
と
キ
リ
ス

ト
教
伝
道
等
様
々
な
社
会
的
活
動
も
展
開
す
る
。
そ
う
し
た
彼
の
後

の
活
動
背
景
を
念
頭
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

彼
は
『
失
楽
園
の
詩
的
形
而
上
学
』
の
序
で
盲
唖
学
校
で
の
体
験

に
つ
き
、
あ
る
教
師
か
ら
「
ミ
ル
ト
ン
の
失
楽
園
は
失
明
し
て
出
来

た
も
の
で
す
。
だ
か
ら
君
だ
つ
て
、さ
う
失
望
す
る
に
は
及
ば
な
い
」

と
聞
か
さ
れ
た
時
の
印
象
は
「
永
久
に
忘
る
る
こ
と
が
出
来
な
い
」

と
回
顧
し
、
関
学
入
学
後
に
つ
き
以
下
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
暫
く
に
し
て
盲
学
校
を
退
き
、
ま
だ
専
門
学
校
で
あ
つ

た
関
西
学
院
の
神
戸
の
旧
校
舎
へ
、
妹
に
助
け
ら
れ
て
通
学
し
始

め
た
私
は
、
指
の
先
か
ら
覚
束
な
げ
な
触
感
を
頼
り
に
、
よ
く
失

楽
園
を
読
み
、『
嘆
き
の
サ
ム
ソ
ン
』
を
繙
い
た
も
の
で
あ
つ
た
。

秋
の
更
く
る
夜
さ
な
ど
、
我
を
忘
れ
て
読
み
入
つ
た
私
は
、
指
頭

に
あ
る
文
学
の
世
界
が
ミ
ル
ト
ン
の
そ
れ
か
、
自
ら
の
そ
れ
な
る

か
を
弁
別
し
能
は
ず
、
時
空
を
隔
つ
る
と
は
い
へ
、
同
じ
く
人
の

世
の
悲
哀
と
運
命
の
苦
杯
に
思
は
ず
も
涙
を
注
ぐ
の
で
あ
つ
た
。

か
う
し
て
勇
敢
に
も
自
己
の
闇
を
『
神
の
優
し
き
軛
』
と
し
て
耐

へ
、
敬
虔
な
る
忍
従
の
生
涯
を
送
つ
た
ミ
ル
ト
ン
の
霊
火
が
、
弱

い
私
を
励
ま
し
強
め
て
呉
れ
た
こ
と
は
幾
度
で
あ
つ
た
ら
う
。

　

そ
し
て
「
学
窓
の
卒
業
論
文
に
『
ミ
ル
ト
ン
の
ソ
ネ
ッ
ト
研
究
』

を
志
し
た
こ
と
も
思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
エ
ジ

ン
バ
ラ
大
学
留
学
の
動
機
の
一
つ
も
、「
故
ミ
ル
ト
ン
学
の
権
威
デ
ィ

ヴ
ッ
ド
・
マ
ッ
ソ
ン
が
同
大
学
に
伝
へ
た
遺
風
を
慕
つ
て
の
結
果
」

で
あ
っ
た
と
回
顧
し
、
母
校
の
教
室
で
ミ
ル
ト
ン
を
講
義
す
る
と
い

う
こ
と
は
「
奇
し
き
摂
理
」
で
あ
る
、
云
々
と
述
べ
て
い
る
。
ま
さ

に
ミ
ル
ト
ン
へ
の
思
い
は
彼
に
と
っ
て
人
生
の
羅
針
盤
的
存
在
で

あ
っ
た
。

　

畏
友
寿
岳
は
岩
橋
の
召
天
に
際
し
弔
辞
を
書
き
、
そ
の
中
で
「
ミ

ル
ト
ン
研
究
な
ど
で
も
、
ほ
か
に
比
類
の
な
い
仕
事
を
残
さ
せ
た

か
っ
た
。『
失
楽
園
の
詩
的
形
而
上
学
』
が
ユ
ニ
ー
ク
な
労
作
だ
け
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に
ま
た
晩
年
ま
で
ミ
ル
ト
ン
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
捨
て
な
か
っ
た

だ
け
に
、
か
わ
い
そ
う
な
気
が
す
る
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
四
年

一
〇
月
二
九
日
）
と
認
め
て
い
る
。
彼
は
一
九
四
四
年
に
関
学
を
辞

す
ま
で
、
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
。
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
仕
事
も
軌
道

に
乗
せ
、
ま
た
多
く
の
学
生
に
英
文
学
や
ミ
ル
ト
ン
を
語
り
、
と
り

わ
け
大
村
善
永
や
本
間
一
夫
、
瀬
尾
真
澄
、
高
尾
正
徳
ら
多
く
の
視

覚
障
害
学
生
の
教
育
に
も
携
わ
り
、
後
進
を
育
て
て
い
っ
た
。
加
え

て
ク
エ
ー
カ
ー
を
中
心
に
し
た
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
、
講
演
、
執
筆
活

動
等
々
、
忙
し
い
日
々
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
ミ
ル
ト
ン
研

究
は
封
印
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
寿
岳
が
述
懐
し
て
い
る
よ
う

に
、
彼
の
心
中
に
は
ミ
ル
ト
ン
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
か
か
る
点
か
ら
も
、こ
の
卒
業
論
文
は
、彼
の
人
生
に
と
っ

て
重
要
な
意
味
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

卒
業
論
文
を
紹
介
す
る
に
お
い
て
、
原
文
を
な
る
べ
く
尊
重
す
る

こ
と
に
努
め
た
。
以
下
「
凡
例
」
を
掲
げ
て
お
く
。　

　

○
旧
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
漢
字
に
改
め
た
。

　

○
文
中
の
引
用
文
は
す
べ
て
二
重
カ
ッ
コ
『　

』"　

"

と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
ま
ま
、
起
こ
し
て
い
る
。

　

○
句
読
点
や
文
中
の
ル
ビ
は
原
文
の
ま
ま
に
起
こ
し
た
。

　

○
送
り
仮
名
や
当
時
の
仮
名
づ
か
い
表
現
も
あ
り
、
原
文
通
り
と

し
て
い
る
が
、
明
確
な
誤
り
の
漢
字
な
ど
は
訂
正
し
た
。

　

○
曖
昧
且
つ
不
明
な
用
語
に
つ
い
て
は
「
マ
マ
」
と
傍
注
し
た
。

　

○
外
国
人
名
の
性
と
名
の
間
、
地
名
等
は
半
角
空
け
た
。

　

○
英
文
ソ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
岩
橋
の
卒
業
論
文
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
性
を
を
尊
重
し
、
疑
問
の
あ
る
英
語
を
中
心
に
、
該
当
す

る
箇
所
に
ル
ビ
（
マ
マ
）
を
付
し
、
後
述
す
るD

.M
asson

の

著
書
を
参
考
に
、
英
詩
の
末
尾
に
修
正
若
く
は
そ
の
相
違
を

※
印
で
も
っ
て
指
摘
し
た
。
従
っ
て
ソ
ネ
ッ
ト
の
タ
イ
ト
ル
、

行
の
形
式
、
文
字
の
大
小
、
ピ
リ
オ
ド
、
カ
ン
マ
、
コ
ロ
ン
、

セ
ミ
コ
ロ
ン
、
ア
ポ
ス
ト
ロ
フ
ィ
、
ハ
イ
フ
ン
等
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
彼
の
卒
論
に
訂
正
し
て
い
な
い
。
但
しæ

等

の
合
字
や
欠
落
し
て
い
る
英
語
等
は
参
考
程
度
に
指
摘
し
た
。

参
照
に
し
た
の
はD

avid M
asson

の
著
書T

he poetical 
w

orks of John M
ilton, London : M

acm
illan, 1917

、
で

あ
る
。　
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卒
業
論
文

　

ミ
ル
ト
ン
の
ソ
ネ
ッ
ト
研
究　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

英
文
学
科
四
年
生　

岩
橋
武
夫

　
　
　
　

T
O

  M
ILT

O
N

　
　
　

　
　

M
ilton! thou should'st be living at this hour マ

マ!

　
　

England hath need of thee; she is a fen 

　
　

O
f stagnant w

aters; altar sw
ord and pen,

　
　

Fireside, the heroic w
ealth of he マ

マll and bow
er,

　
　

H
ave forfeited their ancient English dow

er

　
　

O
f inw

ard happiness. W
e are selfish m

en;

　
　

O

マ
マ

h raise us up, return to us again,

　
　

A
nd give us m

anners, virtue,freedom
, pow

er.

　
　

T
hy soul w

as like a star, and dw
elt apart;  

　
　

T
hou hadst a voice w

hose sound w
as like the sea;

　
　

Pure w

マ
マ

a the naked heavens, m
ajestic,free,

　
　

So didst thou travel on life's com
m

on w
ay

　
　

In cheerful god

マ
マ

likeness:,and yet thy heart

　
　

T
he low

liest duties on herself did lay.

　
　

                    　
　
　
　
　
　
　

 W
.W

ord マ
マw

orth 

　
　
　
　

※W
.W

ordsw
orth

の
ソ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、The com

plete poetical w
orks of W

illam
 W

ordsw
orth/W

ith an 　
　
　

　
　
　
　
　

introduction by John M
orley,London M

acm
illan 1889

（p.181

）
を
参
照
し
た
。  
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※
１
行
目　

hour! 

は hour: 

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

※
４
行
目　

hell

→hall  

　
　
　
　

※
７
行
目　

O
h

はO
h!

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

※
11
行
目　

w
a

→as

　
　
　
　

※
13
行
目　

godlikeness

→godliness 

　
　
　
　

※
15
行
目  W

ordw
orth

→W
ordsw

orth 

　
　

ミ
ル
ト
ン
よ
、
お
身
は
今
の
時
に
あ
り
て
な
ほ
生
く
べ
し
、

　
　

英
国
は
お
身
を
要
す
、
彼
女
は
よ
ど
め
る
水
の
沼
な
り
、

　
　

そ
が
古
き
イ
ギ
リ
ス
の
、
内
在
せ
る
幸
福
の
特
質
を
失
ひ
は
て
つ
る
、

　
　

剣つ
る
ぎ

に
筆
、
炉ろ

辺へ
ん

、
は
た
館や
か
た

、
四あ
ず
ま
や阿
の
す
ば
ら
し
き
富
を
変
ぜ
か
し
、

　
　

我
等
は
利
我
の
輩や
か
ら

な
り
、

　
　

お
ゝ
我
等
を
高
く
あ
げ
よ
、
再
び
我
等
に
戻
り
き
て

　
　

作
法
、
徳
操
、
自
由
、
力
を
こ
そ
あ
た
へ
か
し
、

　
　

お
身
が
霊た
ま

は
星
の
ご
と
く
に
て
彼あ
な
た方
に
ぞ
住
む
、

　
　

お
身
は
海
の
ご
と
響
き
よ
す
る
声
を
持
ち

　
　

は
だ
か
な
る
厳お
ご
そ

け
く
自
由
の

　
　

大
空
に
似
て
清
や
け
し
、

　
　

そ
を
ゆ
え
に
人
生
の
常
道
を
喜
ば
し
き
神
々
し
さ
に
て

　
　

旅
ゆ
く
も
お
身
が
心
は
、

　
　

彼
女
の
上
に
す
ぐ
れ
て
謙
遜
な
る
義
務
を
ぞ
よ
こ
た
ふ
。
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序
説

　

ミ
ル
ト
ン
の
詩
作
中
に
あ
っ
て
ソ
ネ
ッ
ト
が
如
何
な
る
地
位
と
関
係
を
持
っ
て
ゐ
る
か
、
そ
れ
が
又
英
文
学
の
見
地
か
ら
見
て
、
何

辺
に
ま
で
研
究
さ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
を
論
じ
や
う
と
す
る
の
が
、
此
の
論
文
の
目
的
で
あ
る
。
序
説
と
し
て
此
処
に
本
研

究
に
必
要
な
る
範
囲
に
於
て
、
詩
人
の
伝
記
並
び
に
そ
の
時
代
を
略
述
す
る
は
強
ち
徒
労
な
事
で
あ
る
ま
い
。

　

ミ
ル
ト
ン
は
千
六
百
八
年
十
二
月
九
日
、
ロ
ン
ド
ン 

ブ
レ
ッ
ド 

ス
ト
リ
ー
ト
の
ス
プ
レ
ッ
ド 

イ
ー
グ
ル
に
生
れ
、
千
六
百
七
十
四

年
十
一
月
八
日
の
安
息
日
に
ジ
ェ
ー
ウ
ヰ
ン 

ス
ト
リ
ー
ト
即
ち
現
今
の
ア
ー
テ
ィ
レ
リ
ー
ウ
オ
ー
ク
、
バ
ン
ヒ
ル 

フ
ィ
ー
ル
ド
に

於
て
死
ん
だ
。
そ
の
六
十
六
年
間
の
ラ
イ
フ
を
ど
の
批
評
家
も
三
つ
の
時
代
に
区
別
し
取
り
扱
っ
て
居
る
。
第
一
期
は
千
六
百
八
年

よ
り
千
六
百
三
十
八
年
に
至
る
期
間
に
し
て
、
準
備
時
代
或
ひ
は
此
の
時
代
の
末
期
即
ち
千
六
百
三
十
二
年
か
ら
千
六
百
三
十
八
年

に
懸
け
た
七
年
間
の
ホ
ー
ト
ン
生
活
を
以
て
代
表
さ
れ
て
居
る
場
合
も
あ
る
。
第
二
期
は
千
六
百
三
十
九
年
か
ら
千
六
百
六
十
年
の

期
間
に
し
て
、
此
れ
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
論
争
の
時
代
、
或
ひ
は
政
治
的
実
際
活
動
の
時
代
と
も
名
付
け
得
ら
れ
る
。
第
三
期
は

千
六
百
六
十
一
年
か
ら
千
六
百
七
十
四
年
に
亙
る
期
間
に
し
て
、
エ
ピ
ッ
ク
の
完
成
さ
れ
た
詩
的
時
代
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
期

　

ミ
ル
ト
ン
の
父
は
矢
張
り
ジ
ョ
ン 

ミ
ル
ト
ン
と
云
ひ
ピ
ュ
リ
タ
ン
で
そ
の
職
は
ス
ク
ラ
イ
ブ
ナ
ー
で
あ
り
音
楽
を
長
じ
、
当
時
に

於
て
重
じ
ら
れ
た
作
曲
数
編
を
残
し
た
。
そ
の
祖
父
及
び
祖
先
は
代
々
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
州
の
郷
士
で
あ
っ
た
。
ミ
ル
ト
ン
は
当
時

有
名
な
教
育
家
と
し
て
知
ら
れ
た
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー 

ギ
ル
の
校
長
た
る
セ
ン
ト 

ポ
ー
ル
ス 

ス
ク
ー
ル
に
学
び
、
家
庭
教
師
と
し
て
は

以
前
牧
師
補
で
あ
り
、
後
の
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
至
る
詩
人
の
内
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
せ
る
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
ト
マ
ス 

ヤ
ン
グ
が
採
用
さ
れ
て
居
た
。
十
五
に
し
て
ダ
ビ
デ
の
詩
編
の
英
訳
を
試
み
、
フ
ェ
ー
ヤ
ー
フ
ァ
ク
ス
の
タ
ッ
ソ
ー
（
千
六
百
年
）
及

び
、
パ
ー
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
の
ド
ゥ
バ
ル
タ
ス
（
千
六
百
五
年
）
と
を
読
ん
だ
。
此
の
間
、
ギ
ル
の
息
子
な
る
ヤ
ン
グ
と
深
交
あ
り
、
共

に
手
を
携
へ
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
の
ツ
リ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ヂ
に
学
び
て
後
、
大
学
に
入
り
千
六
百
三
十
二
年
そ
の
過
程
を
終
了
し
た
。

在
学
中
ミ
ル
ト
ン
が
レ
デ
ィ
ー
オ
ブ
ク
ラ
イ
ス
ト
と
渾あ
だ

名な

さ
れ
た
事
は
広
知
の
事
実
に
し
て
、
二
十
才
の
時
す
で
に
ギ
ル
に
対
し
ケ
ン
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ブ
リ
ッ
チ
の
学
風
狭
隘
に
し
宗
教
的
傾
向
ま
た
捕
は
れ
学
生
の
学
問
に
忠
実
な
ら
ざ
る
事
の
慷
慨
を
漏
ら
せ
る
程
で
あ
っ
た
。
卒
業
後

は
職
業
又
は
実
社
会
的
煩
鎖
か
ら
逃
れ
ん
と
す
る
傾
向
多
く
千
六
百
三
十
二
年
ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
の
或
る
友
に
斯
く
の
如
く
書
い
た
。『
夜

の
時
が
過
ぎ
て
行
く
事
を
戒
む
る
善
き
番
人
、
そ
ん
な
風
に
私
は
己
が
生
涯
を
呼
び
求
め
た
い
。
仮
令
ま
だ
朦
朧
と
し
て
人
類
に
対
し

何
等
奉
仕
を
な
さ
な
い
と
は
云
ひ
な
が
ら
。
そ
う
し
て
又
基
督
が
総
て
の
者
に
働
く
事
を
命
ず
る
日
が
ほ
ど
近
い
事
を
。
私
は
己
自
身

に
何
処
と
な
く
疑
ひ
深
い
。
そ
う
し
て
行
き
暮
れ
た
或
る
寂
し
さ
を
も
自
己
の
裡
に
明
亮
に
見
付
け
る
。』

　

ホ
ー
ト
ン
は
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
を
去
る
十
七
哩
の
地
に
位
し
、
ウ
ヰ
ン
ザ
の
塔
を
眺
め
得
る
牧
場
に
富
ん
だ
水
や
林
の
麗
は
し
い
場

所
で
あ
る
。
ミ
ル
ト
ン
の
七
年
間
の
閑
雅
な
生
活
は
此
処
で
送
ら
れ
た
の
で
、
詩
人
自
身
の
口
を
借
れ
ば
『
多
く
の
研
究
と
共
に
瞑
想

的
な
年と
し
ど
し々

、』
と
あ
る
。
そ
れ
は
又
宗
教
や
社
会
的
智
識
の
探
求
に
も
費
さ
れ
た
。
千
六
百
三
十
七
年
に
は
次
の
如
き
文
意
が
親
友
ダ

イ
オ
ー
デ
テ
ィ
ー
へ
の
手
紙
の
一
部
に
窺
は
れ
る
。『
貴
下
は
小
生
が
何
で
あ
る
か
と
云
ふ
事
に
関
し
て
、又
は
小
生
が
何
を
考
へ
つ
ゝ

あ
る
か
に
付
い
て
、
多
く
の
質
問
を
発
せ
ら
れ
る
だ
ら
う
。
不
死
の
神
の
助
を
持
っ
て
居
る
の
に
何
故
と
。
あ
ゝ
そ
の
言
葉
を
許
し
て

下
さ
い
。
小
生
は
唯
そ
れ
を
貴
下
の
耳
に
囁
く
。
そ
う
で
す
。
小
生
は
飛
翔
の
為
に
己
が
翼
を
養
ひ
つ
ゝ
あ
る
ん
で
す
。』
斯
か
る
環

境
に
於
て
、
ラ
レ
グ
ロ
ー
、
イ
ル
ペ
ン
セ
ロ
ソ
ー
、
ア
ー
カ
デ
ス
、
コ
マ
ス
、
リ
シ
ダ
ス
等
の
詩
作
が
産
れ
出
で
た
。
千
六
百
三
十
七

年
の
四
月
に
は
そ
の
母
を
失
ひ
、
記
録
に
よ
る
と
当
時
流
行
の
疫
病
と
共
に
非
常
に
侘
し
い
人
生
が
詩
人
の
周
囲
に
あ
っ
た
事
を
知
り

得
る
。
ミ
ル
ト
ン
は
善
く
母
親
の
墓
畔
に
行
っ
て
逍
遙
し
瞑
想
し
た
と
あ
る
。
そ
の
翌
年
の
春
、十
五
ケ
月
間
の
外
遊
を
試
み
、パ
リ
ー

に
あ
っ
て
は
グ
ロ
チ
ア
ム
に
邂
逅
し
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
学
界
を
も
訪
れ
、
ロ
ー
マ
に
至
っ
て
は
バ
ー
ベ
リ
ニ
ー
宮
殿
に
於
て
当
時

隠
れ
な
き
名
声
を
歌
は
れ
て
居
た
レ
オ
ノ
ラ 

バ
ロ
ニ
ー
の
声
楽
を
聞
き
、
そ
の
音
楽
の
敏
感
な
魂
を
い
た
く
動
か
し
、
ラ
テ
ン
語
の

エ
ピ
グ
ラ
ム
三
篇
を
捧
げ
な
ど
し
、
又
マ
ン
ソ
ー
を
も
訪
れ
た
。
時
に
英
国
に
あ
っ
て
は
革
命
の
内
乱
勃
発
し
、
そ
れ
を
聞
く
や
『
私

は
外
国
の
地
に
あ
っ
て
己
自
身
の
平
安
を
楽
し
む
事
を
恥
づ
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
故
国
の
人
心
が
自
由
に
対
し
て
奮
戦
し
つ
ゝ
あ
る
の

に
』
と
叫
び
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
を
経
て
急
遽
皈
国
の
途
に
上
っ
た
。
そ
れ
は
丁
度
千
六
百
三
十
九
年
の
暖
い
南
の
春
が
来
た
頃
で
あ
っ

た
。
は
し
な
く
も
ミ
ル
ト
ン
は
長な
が
ね
ん年
誰
と
も
逢
ふ
事
を
得
ず
監
禁
さ
れ
て
居
た
ガ
リ
レ
オ
が
、
ギ
オ
イ
エ
ラ
の
ビ
ラ
ー
に
許
さ
れ
連
れ

行
か
れ
る
の
好
機
に
再
会
し
面
会
す
る
事
が
出
来
た
。
ロ
ー
マ
の
強
権
に
対
し
、
捕
は
れ
た
過
去
の
智
識
に
対
し
、
徹
底
的
な
反
抗
を
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試
み
た
星
学
者
も
、
今
は
歳と
し

老
ひ
て
剰
へ
盲
目
の
苦
悩
を
呻
吟
し
て
居
た
が
、
さ
れ
ば
と
云
っ
て
内
に
燃
ゆ
る
霊
火
は
壮
年
を
偲
ば
せ

て
居
た
。
此
の
奇
遇
が
若
い
ミ
ル
ト
ン
を
捕
へ
て
仕
舞
っ
た
。
そ
う
し
て
其
処
か
ら
後
年
己
が
盲
目
の
運
命
に
対
し
、
誤
れ
る
教
会
主

義
に
対
し
、
エ
ク
レ
ヂ
ア
ス
テ
ィ
カ
ル
な
感
激
と
反
抗
の
力
を
握
り
得
や
う
と
は
不
思
議
な
運
命
の
業
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
期

　

千
六
百
三
十
九
年
八
月
イ
タ
リ
ヤ
か
ら
皈
国
す
る
と
、
フ
リ
ー
ト 

ス
ト
リ
ー
ト
の
郊
外
に
当
る
セ
ン
ト
ブ
ラ
イ
デ
ス
の
チ
ャ
ー
チ

ヤ
ー
ド
に
あ
る
裁
縫
師
ラ
ッ
セ
ル
の
家
に
寄
寓
し
、
次
に
ア
ル
ダ
ー
ス 

ゲ
ー
ト
に
あ
る
小さ
さ

や
か
な
己
が
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
に
移
り
住

み
二
人
の
甥
を
教
育
し
た
。
此
処
に
当
時
の
英
国
の
国
情
を
略
記
し
や
う
。

　

抑
々
民
権
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
時
代
頗
る
蹂
躙
さ
れ
て
あ
っ
た
が
、
女
王
の
政
治
の
善
ろ
し
き
を
得
た
為
、
人
民
は
信
頼
し
て
此
れ
に
反

抗
し
な
か
っ
た
。
女
王
の
次
に
ジ
ェ
ー
ム
ス
一
世
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
よ
り
迎
へ
ら
れ
て
王
位
を
即
き
、
ス
チ
ゥ
ア
ル
ト
朝
を
開
く
と

王
権
神
授
説
を
抱
き
憲
法
を
守
ら
ず
暴
政
を
恣
に
し
た
の
で
度
々
議
会
と
衝
突
し
た
。
子
、
カ
ロ
ロ
一
世
ま
た
同
説
を
固
執
し
、
十
一

年
間
議
会
を
召
集
せ
ず
、
濫
り
に
人
民
を
禁
錮
し
た
り
租
税
を
増
課
し
た
り
権
利
請
願
を
無
視
し
た
り
し
て
暴
行
多
き
ゆ
ゑ
、
人
民
は

そ
の
専
制
を
厭
ひ
、
故
国
を
去
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
移
住
す
る
者
も
多
く
な
っ
た
。
千
六
百
四
十
年
、
王
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
征
費
に
窮

し
て
、
や
む
な
く
議
会
を
召
集
し
た
が
、
議
会
は
王
を
攻
撃
し
て
そ
の
要
求
に
応
じ
な
か
っ
た
か
ら
、
王
は
兵
力
で
有
力
議
員
を
逮
捕

し
や
う
と
し
失
敗
し
た
。
千
六
百
四
十
二
年
王
は
北
方
に
て
兵
を
挙
げ
遂
に
八
年
の
内
乱
を
起
さ
し
た
。
此
の
時
、
議
会
党
に
名
将
オ

リ
バ
ー 

ク
ロ
ム
エ
ル
が
出
て
、
千
六
百
四
十
五
年
王
党
を
ネ
ー
ス
ビ
ー
に
破
っ
た
。
当
時
議
会
党
は
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
、
イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ト
の
二
派
に
分
れ
、
前
者
は
立
憲
王
政
を
、
後
者
は
共
和
政
を
主
張
し
て
居
た
が
、
ク
ロ
ム
エ
ル
は
兵
力
で
プ
レ
ス
ビ
テ
リ

ア
ン
党
を
議
会
よ
り
追
ひ
、
次
い
で
国
民
の
公
敵
と
し
て
王
を
死
刑
に
処
し
王
政
の
廃
止
を
宣
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。
マ
ー
ク 

パ
チ

ソ
ン
が
そ
の
研
究
に
於
て
述
べ
て
居
る
如
く
、『
ミ
ル
ト
ン
は
団
体
の
流
行
、
宗
教
の
憎
悪
と
云
っ
た
誤
れ
る
熱
狂
の
雰
意マ
マ

気
を
呼
吸

し
な
が
ら
、
己
が
プ
ロ
ー
ズ 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
先
頭
的
短
歌
の
中
に
赫
熱
と
燃
ゆ
る
光
輝
の
焰
を
緩
和
し
つ
ゝ
あ
っ
た
。』
の
で
あ
る
。

　

此
の
期
間
は
詩
人
ラ
イ
フ
と
し
て
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
ミ
ル
ト
ン
は
己
が
詩
的
才
能
を
教
会
制
度
の
攻
撃
や
、
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政
治
、
宗
教
に
対
す
る
論
争
で
犠
牲
に
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
事
を
決
し
て
忘
れ
て
は
居
な
か
っ
た
。
然
し
な
が
ら
此
の
期
間
が
二
十
年
に
余

り
続
く
と
は
予
想
さ
え
つ
か
な
か
っ
た
。
エ
ピ
ッ
ク
の
熱
情
と
共
に
、
内
に
あ
っ
た
批
評
的
才
能
も
同
程
度
の
熱
情
を
以
て
詩
人
を
動

か
し
て
居
た
の
で
あ
る
。チ
ャ
ー
チ 

ピ
ュ
リ
タ
ン
か
ら
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
に
、そ
れ
か
ら
ロ
イ
ヤ
リ
ス
ト
と
し
て
、或
い
は
イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ト
と
し
て
、
ク
ロ
ム
エ
ル
派
と
し
て
、
或
ひ
は
オ
リ
ベ
リ
ア
ン
と
し
て
目
ま
ぐ
る
し
く
論
争
の
渦
中
に
突
入
し
て
行
っ
た
。

斯
く
態
度
を
異
に
し
た
所
以
は
、
ミ
ル
ト
ン
が
飽
迄
自
由
の
愛
好
者
で
あ
り
、
新
し
い
制
度
の
も
と
に
於
け
る
新
し
い
エ
ル
サ
レ
ム
を

夢
想
す
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
心
に
抱
い
て
ゐ
た
か
ら
で
、
換
言
す
れ
ば
政
治
的
諸
説
の
中
へ
、
ベ
ー
コ
ン
の
理
智
の
世
界
に
於
て
説
き
し

も
の
を
実
現
す
る
に
あ
っ
た
。
飽
迄
も
本
質
的
も
変
ら
な
い
真
理
、
即
ち
自
由
を
愛
し
ア
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ト
と
し
て
真
の
人
間
で
あ
り
、

真
の
耶
蘇
信
者
で
あ
ら
う
と
す
る
努
力
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
総
数
は
二
十
五
種
で
、
そ
の
種
題
は
明
亮
に

露
骨
に
現
は
さ
れ
て
居
る
。
内う
ち

二
十
一
は
英
語
で
四
は
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
。
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
過
半
以
上
は
教
会
若
し
く

は
エ
ク
レ
ジ
ア
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
る
。

　

此
の
間
、
家
庭
生
活
に
あ
っ
て
も
色
々
な
変
化
を
見
た
。
千
六
百
四
十
三
年
の
夏
に
は
一ひ
と
つ
き月
の
小
旅
行
を
田
舎
に
試
み
、
そ
の
理
由

は
定
か
で
は
な
い
が
、
兎
に
か
く
メ
リ
ー 

ポ
ー
エ
ル
を
連
れ
戻
り
第
一
の
妻
と
し
た
。
然
る
に
夫
婦
間
は
面
白
く
な
く
妻
は
郷
里
に

逃
げ
皈
っ
た
が
、
年
を
経
て
そ
の
嘆
願
を
許
し
再
度
共
同
生
活
を
営
み
、
剰
へ
そ
の
家
族
迄
引
き
受
け
ア
ル
ダ
ー
ス
ゲ
ー
ト
の
家
に
て

は
手て

狭ぜ
ま

を
感
ず
る
に
至
り
、
バ
ビ
カ
ン
に
移
り
住
み
、
の
ち
千
六
百
四
十
七
年
の
ミ
カ
エ
ル
マ
ス
に
は
ハ
イ
ホ
ー
ル
ボ
ー
ン
に
移
住
し

た
。
然
し
て
千
六
百
四
十
九
年
一
月
三
十
日
、
王
が
倒
さ
れ
る
や
同
年
三
月
十
三
日
に
ク
ロ
ム
エ
ル
の
執
政
す
る
外
務
省
よ
り
ラ
テ
ン

語
の
セ
ク
レ
タ
リ
ー
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
遂
に
就
任
し
再
び
居
を
ペ
テ
ィ
ー 

フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
へ
移
す
に
至
っ
た
。

以
後
九
年
間
の
生
活
（
千
六
百
五
十
一
年
か
ら
千
六
百
六
十
年
）
を
其
処
に
て
送
っ
た
。
千
六
百
五
十
二
年
の
夏
、
妻
メ
リ
ー
は
第

四
児
を
産
ま
ん
と
し
て
死
に
、
ミ
ル
ト
ン
は
千
六
百
五
十
六
年
第
二
の
妻
を
娶
る
迄
、
残
さ
れ
た
三
人
の
女
児
を
育
て
ゝ
来
た
。
第
二

の
妻
は
カ
セ
リ
ン 

ウ
ッ
ド
コ
ッ
ク
と
云
ひ
、
此
れ
も
僅
か
十
五
ケ
月
の
生
活
を
共
に
し
た
丈
で
産
褥
に
死
し
、
再
び
孤
独
の
生
活
に

己
を
見
出
し
た
。
此
れ
に
先
立
つ
千
六
百
四
十
九
年
頃
よ
り
誤
り
な
い
シ
ン
プ
ト
ム
が
詩
人
の
眼
を
脅
威
し
は
じ
め
、
五
十
年
に
は
早
、

左
眼
が
全
く
失
明
し
医
師
の
警
告
が
あ
っ
た
の
に
拘
は
ら
ず
、
読
書
と
論
争
の
執
筆
に
右
眼
の
視
力
を
も
消
尽
し
、
終
に
四
十
三
才
、
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即
ち
千
六
百
五
十
二
年
の
初
め
に
全
く
暗
黒
の
中
に
閉
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
期

　

此
の
期
間
に
は
偉
大
な
る
詩
、
か
の
パ
ラ
ダ
イ
ス 

ロ
ス
ト
、
パ
ラ
ダ
イ
ス 

リ
ゲ
イ
ン
ド
、
及
び
サ
ム
ソ
ン 

ア
ゴ
ニ
ス
テ
ス
の

三
部
作
が
、
最
後
の
孤
独
な
失
意
の
中
よ
り
失
明
と
友
な
き
苦
し
み
を
通
し
て
、
生
れ
出
で
た
の
で
あ
る
。
歴
史
的
に
観
察
せ
ば
、

千
六
百
五
十
八
年
五
月
三
日
に
ク
ロ
ム
エ
ル
死
し
、
引
い
て
そ
の
武
断
的
共
和
政
府
も
倒
れ
、
後
二
年
王
政
復
古
し
故
王
の
子
カ
ロ
ロ

二
世
迎
立
さ
れ
た
が
、
素
行
放
逸
に
し
て
憲
法
を
重
ん
ぜ
ず
、
民
権
を
圧
し
旧
教
を
復
活
さ
せ
や
う
と
し
た
。
故
に
議
会
は
審
査
律
及

び
人
身
保
護
律
を
議
決
し
て
反
抗
し
た
。
王
の
死
後
、
弟
ジ
ェ
ー
ム
ス
二
世
が
立
っ
た
。
此
の
王
政
復
古
の
乱
を
友
人
等
が
ス
ミ
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
千
六
百
六
十
年
の
五
月
よ
り
八
月
ま
で
匿か
く
ま

っ
た
。
以
後
許
さ
れ
て
ジ
ェ
ー
ウ
ヰ
ン 

ス
ト
リ
ー
ト
の
家
に
余
生
を
送

り
、
此
処
に
て
諸
種
の
大
作
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
此
れ
に
先
だ
つ
千
六
百
六
十
三
年
に
は
第
三
の
妻
と
し
て
エ
リ
ザ
ベ
ス 

ミ
ン

シ
ャ
ル
が
迎
へ
ら
れ
て
居
る
。　

　

然
ら
ば
ソ
ネ
ッ
ト
は
ど
の
期
間
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
主
と
し
て
第
二
期
を
中
心
と
し
た
第
一
期
末
を
含
む

二
十
八
年
間
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で
、
セ
ン
ツ
ベ
リ
ー
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
英
文
学
史
の
中
に
あ
っ
て
述
べ
て
居
る
が
如
く
、
詩
人
と
し

て
見
た
る
ミ
ル
ト
ン
の
暗
黒
時
代
を
点
綴
す
る
美
し
い
星
の
輝
き
に
も
譬
へ
得
る
も
の
で
、
散
文
的
な
論
争
の
真た
だ
な
か中

に
あ
っ
て
折
節
に

詠
ま
れ
た
此
等
の
ソ
ネ
ッ
ト
は
、
詩
人
の
実
生
活
を
窺
ふ
栞
と
し
て
も
興
味
深
く
、
又
第
一
期
に
於
け
る
ミ
ル
ト
ン
の
詩
的
素
質
が
如

何
や
う
に
し
て
第
三
期
の
偉
大
な
る
完
成
を
見
る
に
至
っ
た
か
を
知
ら
う
と
す
る
場
合
に
も
、
是
非
と
も
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

参
考
書
目
録

　
　
　

チ
ェ
ン
バ
ー
の
『
英
文
学
史
』

　
　
　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
の
『
英
文
学
史
』
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テ
ェ
ー
ン
の
『
英
文
学
史
』

　
　
　
『
マ
ン 

オ
ブ 

レ
タ
ー
ス
』
の
中
マ
ー
ク 

パ
チ
ソ
ン
の
『
ミ
ル
ト
ン
研
究
』

　
　
　

ジ
ョ
ン 

ベ
イ
レ
ー
の
『
ミ
ル
ト
ン
論
』

　
　
　

マ
コ
ー
レ
ー
の
『
ミ
ル
ト
ン
論
』

　
　
　

セ
ン
ツ
ベ
リ
ー
の
『
リ
テ
ラ
リ
ー
テ
イ
ス
ト
第
二
巻
』

　
　
　

セ
ン
ツ
ベ
リ
ー
の
『
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー
』

　
　
　

マ
ー
ク 

パ
チ
ソ
ン
の
『
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ 

ソ
ネ
ッ
ト
』

　
　
　

ベ
リ
テ
ィ
ー
の
『
ソ
ネ
ッ
ト
註
解
』

　
　
　

ブ
ル
ッ
ク
の
『
ミ
ル
ト
ン
』

　
　
　

ロ
ー
レ
ー
の
『
ミ
ル
ト
ン
研
究
』

　
　
　

ワ
ー
ド
の
『
ザ
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ　

ポ
エ
ッ
ツ
』
の
『
ミ
ル
ト
ン
論
（
パ
チ
ソ
ン
）』

　
　
　

マ
ッ
ソ
ン
編
『
ミ
ル
ト
ン
の
詩
集
』（
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
付
き
に
て
旧
版
を
選
ば
ず
千
九
百
十
七
年
版
を
選
ぶ
）

　
　
　

ベ
ク
テ
ル
の
『
ギ
リ
シ
ャ
神
話
辞
書
』

            　
　
　
　
　
　

緒
論

　

ベ
イ
レ
ー
の
言
葉
を
借
れ
ば
『
ミ
ル
ト
ン
の
ソ
ネ
ッ
ト
に
対
し
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
は
そ
の
不
朽
な
る
詩
句
の
中
に
於
て
満
足
す
べ
き
称

賛
を
与
へ
て
居
る
と
共
に
、
立
派
な
る
批
評
家
が
そ
れ
に
付
き
考
へ
且
つ
学
べ
る
総
て
の
讃
辞
は
、
マ
ー
ク
パ
チ
ソ
ン
の
学
者
的
な
著

述
の
中
に
抱
含
さ
れ
て
お
る
。』
の
如
く
、
或
ひ
は
セ
ン
ツ
ベ
リ
ー
が
『
ダ
ビ
ッ
ド 
マ
ッ
ソ
ン
に
次
ぐ
ミ
ル
ト
ン
の
完
全
な
る
研
究
者
』

の
言
の
如
く
、
以
て
如
何
に
ミ
ル
ト
ン
の
批
評
家
と
し
て
パ
チ
ソ
ン
が
重
要
で
あ
る
か
を
窺
ひ
知
る
事
が
出
来
る
。
此
処
に
先
づ
そ
の

パ
チ
ソ
ン
の
至
り
つ
く
せ
る
研
究
中
に
あ
っ
て
取
り
扱
は
れ
た
る
ソ
ネ
ッ
ト
の
性
質
を
歴
史
的
に
小
述
し
、
次
い
で
ソ
ネ
ッ
ト
の
形
式
、

本
質
を
論
じ
以
て
緒
論
と
し
た
い
。
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歴
史
的

　

英
文
学
に
於
て
最
初
ソ
ネ
ッ
ト
が
現
れ
た
の
は
、
普
通
ト
ッ
テ
ル
ス 

ミ
セ
レ
ニ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
書
巻か
ん

中
で
あ
っ
た
。
概

書
は
千
五
百
五
十
七
年
に
そ
の
タ
イ
ト
ル
と
し"Songes and sonettes w

ritten by the ryght H
onorable lorde H

enry 

H
ow

ard late Early of Surrey and other "　

を
有
し
ロ
ン
ド
ン
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
六
十
種
ほ
ど
の
短
詩
が
ソ
ネ
ッ

テ
ス
、（sonettes
）
と
云
ふ
名
称
の
も
と
に
集
め
ら
れ
て
あ
る
が
、
其
等
は
十
六
行
か
ら
或
ひ
は
十
一
行
か
ら
成
り
立
ち
、
又
韻
脚

も
無
統
一
に
し
て
、
一
行
の
長
さ
も
多
様
で
整
っ
て
居
な
か
っ
た
。
然
し
て
此
等
は
ペ
ト
ラ
ー
ク
の
典
型
を
模
倣
し
や
う
と
す
る
最
初

の
努
力
で
あ
っ
た
。
早
く
よ
り
ラ
テ
ン
及
び
イ
タ
リ
ヤ
の
詩
文
の
学
徒
と
し
て
の
サ
ー
レ
ー
は
、
韻
律
的
に
排
列
さ
れ
調
和
よ
く
計
画

さ
れ
た
イ
タ
リ
ヤ
の
サ
ウ
ン
ド
の
チ
ャ
ー
ム
に
対
し
、
全
く
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
然
し
な
が
ら
詩
文
の
問
題
は
単
に
言

葉
の
メ
ロ
デ
ィ
ア
ス
な
排
列
に
止
ま
ら
ず
し
て
、
サ
ー
レ
ー
が
発
見
せ
る
如
き
構
文
法
的
な
順
序
の
結
合
を
伴
ふ
リ
ズ
ム
の
排
列
で
あ

る
。
サ
ー
レ
ー
は
此
の
意
味
に
於
て
、
サ
ウ
ン
ド
と
セ
ン
ス
と
を
結
合
せ
ん
と
試
み
た
最
初
の
人
で
あ
る
。
実
に
英
文
作
詞
の
生
命
は

此
の
サ
ウ
ン
ド
と
セ
ン
ス
の
バ
ラ
ン
ス 

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
上
に
懸
か
っ
て
居
た
。
仏
文
詩
に
あ
っ
て
は
此
の
変
化
が
完
全
に
一
時
代
に

達
成
さ
れ
た
が
、
英
国
に
あ
っ
て
は
同
様
の
過
程
が
徐
々
に
成
熟
し
ゆ
く
言
葉
の
関
係
上
、
一
世
紀
を
要
し
、
然
も
尚
緩
慢
な
進
化
し

か
示
さ
な
か
っ
た
。
サ
ー
レ
ー
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
此
の
進
歩
は
或
る
批
評
家
の
一
団
を
し
て
、
彼
が
新
作
韻
法
の
発
明
者
で
あ
る

が
如
く
記
述
せ
し
め
た
ほ
ど
で
あ
る
。
此
の
シ
ス
テ
ム
を
ノ
ッ
ト
博
士
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
反
対
な
る
メ
ト
リ
カ
ル
な
も
の
と
名
付
け
て

ゐ
る
。
即
ち
前
者
は
チ
ョ
ー
サ
ー
や
サ
ー
レ
ー
以
前
の
他
の
詩
人
達
の
メ
ソ
ー
ド
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
計
画
は
単
な
る
ペ
ト

ラ
ー
ク
の
ソ
ネ
ッ
ト
の
模
倣
に
非
ず
し
て
、
そ
の
形
式
が
真
実
な
又
高
尚
な
情
緒
の
輸マ
マ

動
物
と
し
、
適
当
な
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
観
念

か
ら
出
発
し
て
居
る
。
斯
く
し
て
此
の
新あ
ら
た

な
る
一
形
式
は
大
小
の
各
詩
人
に
採
用
さ
れ
、
以
後
五
十
年
即
ち
千
五
百
五
十
七
年
、
か

の
ト
ッ
ト
ル
ス 

ミ
セ
レ
ニ
ー
の
頃
に
は
各
種
の
変
化
が
そ
の
上
に
加
へ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
此
処
に
注
意
す
べ
き
は
ソ
ネ
ッ
ト
の
歴

史
を
研
究
す
る
に
当
り
、
単
に
形
式
上
よ
り
論
じ
て
十
四
行
詩
に
限
定
す
る
事
は
誤
り
で
あ
る
。
譬
へ
ば
ワ
ッ
ト
ソ
ン
の
ヘ
カ
ト
ム
ペ

シ
ャ
は
各
節
十
八
行
よ
り
成
り
立
っ
て
ゐ
る
が
、
か
の
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
の
そ
の
行
数
に
於
て
正
し
き
と
は
云
へ
、
他
の
諸
点
に
於
て
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難
点
の
多
い
ソ
ネ
ッ
ト
と
同
様
、
試
験
的
な
も
の
と
見
て
差
し
支
へ
な
い
の
で
あ
る
。

　

完
全
な
る
ソ
ネ
ッ
ト
の
制
作
は
困
難
事
に
し
て
、
サ
ー
レ
ー
で
す
ら
美
し
い
趣
味
と
そ
の
鍛
錬
さ
れ
た
耳
を
持
っ
て
居
る
に
拘
は
ら

ず
、
多
く
の
制
作
中
に
あ
っ
て
二
三
回
し
か
成
功
を
見
せ
て
居
な
い
。
然
も
そ
の
中
の
最
良
な
る
も
の
は
、
単
な
る
ペ
ト
ラ
ー
ク
の
訳

詩
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
斯
く
し
て
ソ
ネ
ッ
ト
は
、シ
ド
ニ
ー 

ダ
ニ
エ
ル
、リ
チ
ャ
ー
ド 

リ
ン
チ
、コ
ン
ス
テ
ー
ブ
ル
、セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー

等
を
経
て
発
達
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
此
等
の
詩
人
も
サ
ー
レ
ー
と
同
じ
く
成
功
を
み
せ
る
事
は
稀
で
あ
っ
た
。
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー

ス 

ソ
ネ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
か
の
優
秀
な
る
詩
の
連
続
も
本
質
的
に
観
察
す
る
場
合
に
は
、
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
な
る
が
故
に

そ
の
真
価
以
上
の
価
値
を
与
へ
ら
れ
て
居
る
厭
ひ
が
あ
る
。
今
、
行
数
よ
り
見
る
に
そ
は
正
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
他
に
避
難
す
べ
き

点
も
多
い
。
そ
の
一
つ
は
、
各
ソ
ネ
ッ
ト
が
個
々
別
々
に
存
在
せ
ず
し
て
前
後
の
関
係
を
辿
り
、
始
め
て
印
象
を
完
全
に
し
得
る
訳
で
、

即
ち
個
性
を
失
ひ
恰
も
詩
の
一
ス
タ
ン
ザ
で
あ
る
如
く
な
っ
て
居
る
事
で
あ
る
。
そ
の
二
は
言
葉
の
打
ち
の
め
し
難
い
金
属
に
対
す

る
ミ
ー
ニ
ン
グ
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
の
争
闘
に
あ
っ
て
、
し
ば
し
ば
降
伏
し
た
詩
人
を
指
し
示
し
て
居
る
事
で
あ
る
。
百
五
十
四
に
余
る

ソ
ネ
ッ
ト
の
中
に
あ
っ
て
、
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
が
己
が
武
器
の
マ
ス
タ
ー
と
し
て
成
功
を
修
め
得
た
の
は
極
く
小
数
に
す
ぎ
な
い
。
そ

の
成
功
せ
る
も
の
に
あ
っ
て
明
亮
に
個
性
が
発
揮
さ
れ
無
双
の
勝
利
を
飾
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
元
来
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー

が
ソ
ネ
ッ
ト
の
形
式
を
採
用
し
た
事
は
不
幸
で
あ
っ
た
。
此
の
形
式
中
に
於
て
そ
の
放
逸
せ
る
力
は
窒
息
す
る
の
余
儀
無
き
に
至
っ
た
。

セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
に
は
も
っ
と
自
由
が
要
せ
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
自
由
で
あ
る
時
に
の
み
、
他
の
如
何
な
る
英
詩
人
も
及
ば
な
い
雄
弁

を
語
り
得
た
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
に
し
て
、
ソ
ネ
ッ
ト
の
狭
い
限
界
に
あ
っ
て
は
、
短
縮
さ
れ
簡
結マ
マ

に
抽
象
す
る
事
が
要
求
さ
れ

て
ゐ
る
。
故
に
水
の
如
く
自
由
な
る
思
索
者
に
反
し
、
豊ゆ
た
か

な
る
空
想
或
ひ
は
強
大
な
る
理
智
を
持
て
る
者
に
取
っ
て
は
、
限
界
の
束

縛
が
反
対
の
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
斯
か
る
者
に
あ
っ
て
は
、
力
は
統
一
さ
れ
大
な
る
束
縛
に
服
従
し
な
が
ら
も
そ
の
中
に
あ
っ
て

己
が
個
性
を
完
全
な
に
表
現
し
得
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
は
全
く
古
典
的
統
一
に
無
智
で
あ
っ
た
が
、
又
ソ
ネ
ッ

ト
の
確
立
さ
れ
た
法
則
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
或
ひ
は
些
細
な
法
則
に
囚
は
れ
な
か
っ
た
と
云
ふ
弁
解
が
此
処
に
生
じ
得
る
か

も
知
れ
ん
が
、
詳
細
に
研
究
せ
ば
、
当
時
流
行
せ
る
新
工
夫
に
富
め
る
と
は
云
へ
正
統
な
ら
ざ
る
ダ
ニ
エ
ル
の
メ
ト
リ
カ
ル 

ア
レ
ン

ヂ
メ
ン
ト
を
採
用
し
、
更
に
善
き
形
式
が
存
在
せ
る
や
否
や
に
対
し
些い
さ
さ
か少
も
疑
惑
を
起
さ
な
か
っ
た
事
が
明
亮
で
あ
る
。
故
に
セ
ー
ク
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ス
ピ
ヤ
ー
の
ソ
ネ
ッ
ト
は
ダ
ニ
エ
ル
の
如
く
七
つ
の
韻
脚
を
有
し
オ
ク
タ
ー
ブ
と
セ
ス
テ
ッ
ト
に
分
解
し
あ
た
は
ず
し
て
、
各
四
行
三

節
カ
プ
レ
ッ
ト
に
結
句
さ
れ
て
居
る
。
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
ス 

ソ
ネ
ッ
ト（
千
六
百
九
年
）と
ミ
ル
ト
ン
の
最
初
の
試
み（
千
六
百
三
十
一

年
）
と
の
間
に
最
も
注
意
す
べ
き
ソ
ネ
ッ
ト
が
作
ら
れ
て
、
そ
れ
は
ウ
ヰ
リ
ア
ム 

ド
ラ
モ
ン
ズ 

ポ
エ
ム
ス
（
千
六
百
十
六
年
）
の
中

に
抱
含
さ
れ
て
居
る
。
然
し
て
そ
の
影
響
が
仮
令
直
接
字
句
や
表
現
の
模
倣
な
く
と
も
、
ミ
ル
ト
ン
に
影
響
せ
し
事
は
疑
ふ
余
地
が
な

い
。
故
に
ド
ラ
モ
ン
ド
と
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
と
の
比
較
し
て
み
る
に
、
そ
の
間
ソ
ネ
ッ
ト
が
如
何
な
る
も
の
を
要
求
し
つ
ゝ
あ
る
か
を

明
亮
に
知
る
事
が
出
来
る
。
即
ち
単
純
性
及
び
表
現
さ
れ
ん
と
す
る
感
情
の
直
接
輸
導
及
び
曖
昧
な
る
言
葉
に
よ
っ
て
漏
ら
さ
れ
た
錯

綜
せ
る
思
想
の
回
避
等
、
此
等
は
ド
ラ
モ
ン
ド
が
避
け
や
う
と
努
力
し
た
も
の
で
、
約
言
す
れ
ば
ド
ラ
モ
ン
ド
は
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
式

の
ソ
ネ
ッ
ト
を
否
定
し
た
ペ
ト
ラ
ー
ク
の
模
倣
者
で
あ
っ
た
。
然
し
ミ
ル
ト
ン
は
模
倣
者
の
模
倣
で
は
な
か
っ
た
。
ミ
ル
ト
ン
の
ソ

ネ
ッ
ト
史
に
於
け
る
顕
著
な
る
所
以
は
、
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
の
偉
大
な
る
名
を
も
の
と
も
せ
ず
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
時
代
の
欠
点
か
ら
そ

の
形
式
を
開
放
し
た
事
で
あ
る
。
即
ち
内
容
中
に
誤
り
用
ひ
ら
れ
た
奇
智
の
欠
点
、
他
は
形
式
中
に
誤
り
採
用
さ
れ
た
韻
脚
の
欠
点
で

あ
る
。
ミ
ル
ト
ン
は
ソ
ネ
ッ
ト
を
感
情
の
詩
と
し
、
工
夫
の
詩
と
し
て
は
肯
定
し
な
か
っ
た
。
然
し
て
メ
ト
リ
カ
ル
な
構
造
は
、
決
し

て
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
式
の
各
四
行
三
節
カ
プ
レ
ッ
ト
で
終
っ
て
居
る
形
式
で
は
達
し
得
ら
れ
な
い
と
観
察
し
、
己
が
詩
的
才
能
を
ダ
ン

テ
、
ペ
ト
ラ
ー
ク
等
の
イ
タ
リ
ヤ
学
派
に
専
ら
注
い
だ
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
ば
と
云
っ
て
イ
タ
リ
ヤ
派
の
規
則
を
窮
々
と
厳
守
し
た
訳

で
も
な
く
、
真
の
努
力
は
英
国
式
な
ソ
ネ
ッ
ト
の
形
式
を
確
立
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
。
故
に
ミ
ル
ト
ン
の
作
品
中
に
あ
っ
て
は
、
純

イ
タ
リ
ヤ
式
の
と
韻
脚
或
ひ
は
休
止
に
於
て
動や
や

そ
の
規
則
を
無
視
せ
る
も
の
と
が
あ
り
、
此
れ
が
自
意
識
的
に
か
又
は
形
式
統
御
不
完

全
な
る
に
よ
り
な
さ
れ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
は
ミ
ル
ト
ン
が
古
き
規
則
の
束
縛
さ
れ
つ
ゝ
尚
其
処
に
自
由
な
る
己
が
独

想
を
挟
さ
し
ば
さ

ま
ん
と
す
る
努
力
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
事
が
近
時
明
亮
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
然
も
此
の
方
面
に
於
け
る
価
値
以
上
に
ミ

ル
ト
ン
の
功
績
は
そ
の
詩
材
に
あ
っ
た
。
此
処
に
始
め
て
ソ
ネ
ッ
ト
が
オ
ッ
ド
若
し
く
は
エ
レ
ジ
ー
よ
り
異
れ
る
も
の
と
し
、
一
つ
の

独
立
せ
る
情
緒
の
み
の
表
現
と
な
っ
た
。
試
み
に
ミ
ル
ト
ン
の
ソ
ネ
ッ
ト
を
見
る
に
、
全
体
の
思
想
若
し
く
は
感
情
を
捕
へ
ん
が
為
に

相
連
続
せ
る
二
三
の
も
の
を
読
む
必
要
は
更
に
無
い
の
で
あ
る
。
各
ソ
ネ
ッ
ト
は
完
全
な
る
一
小
詩
に
し
て
、
思
想
を
理
解
す
る
に
十

分
な
る
説
明
と
画
像
と
を
有
し
、決
し
て
長
詩
の
断
片
即
ち
一
ス
タ
ン
ザ
に
す
ぎ
な
い
が
如
き
有
名
無
実
な
も
の
で
は
な
い
。ペ
ト
ラ
ー
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ク
の
ビ
タ 

イ 

モ
ル
テ
に
於
い
て
は
各
ソ
ネ
ッ
ト
が
他
の
助
け
な
く
独
立
し
得
る
と
は
云
へ
、
尚
総
て
の
も
の
が
同
一
な
る
感
情
を
伝

へ
相
互
に
一
楽
調
の
バ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
如
き
関
係
を
示
す
厭
ひ
あ
る
に
反
し
、
ミ
ル
ト
ン
の
そ
れ
は
各
自
独
立
を
示
す
は
勿

論
、
全
体
と
し
て
一
種
題
を
の
み
目
的
と
は
せ
ず
、
そ
の
詩
的
情
緒
は
種
々
異
り
二
十
八
年
間
の
実
生
活
を
通
し
た
偶
感
、
歓
喜
、
激
怒
、

悲
哀
、
懊
悩
の
率
直
な
表
現
で
あ
る
。
故
に
各
々
は
明
亮
な
人
格
個
性
の
発
露
を
な
し
、
此
れ
が
ミ
ル
ト
ン
の
ソ
ネ
ッ
ト
を
し
て
偉
大

た
ら
し
め
る
所
以
で
あ
る
。
各
人
物
事
物
或
ひ
は
事
実
は
、
生
涯
の
或
る
期
間
に
詩
人
を
刺
激
し
、
或
る
時
は
魂
の
奥
底
で
、
或
る
時

は
感
情
の
表
面
に
於
て
、
常
に
真
実
に
力
強
く
動
い
て
居
た
も
の
の
み
で
あ
る
。
其
処
に
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
時
代
の
ソ
ネ
ッ
ト
が
持
っ

て
居
た
幽ゆ
う

雅
な
技
巧
や
飾
り
気
は
全
く
姿
を
隠
し
て
、
男
ら
し
い
果
敢
的
な
単
純
さ
が
満
ち
て
居
る
。
ミ
ル
ト
ン
は
最
初
の
出
発
に
於

て
時
代
の
風
潮
な
る
虚
栄
的
な
趣
味
に
危
く
も
落
ち
入
ら
ん
と
し
、
青
年
期
の
作
ソ
ネ
ッ
ト
第
一
を
残
せ
る
ほ
か
は
、
単
一
に
正
道
を

踏
み
、
決
し
て
再
び
そ
の
誤
り
を
繰
り
返
さ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

規
則
の
由
来

　

ソ
ネ
ッ
ト
の
規
則
は
使
用
や
慣
習
に
の
み
よ
り
作
ら
れ
て
権
威
を
持
つ
に
至
っ
た
か
、
若
し
く
は
形
式
そ
の
も
の
の
中
に
規
則
を

含
み
得
る
理
由
と
可
能
性
を
持
っ
て
居
た
か
の
問
題
が
先
づ
最
初
に
起
っ
て
来
る
。
此
の
説
明
を
簡
単
に
す
れ
ば
両
者
と
も
規
則
を
あ

ら
し
め
た
理
由
で
あ
る
。
恰
も
詩
歌
が
散
文
と
異
っ
て
自
然
に
言
葉
の
選
択
が
メ
ト
リ
カ
ル
な
法
則
に
従
ふ
如
く
、
或
ひ
は
誰
が
英

国
の
ミ
ー
タ
ー
を
作
っ
た
か
と
云
ふ
問
に
答
へ
ら
れ
ぬ
如
く
、
誰
が
ソ
ネ
ッ
ト
の
行
数
や
韻
脚
を
制
定
し
た
か
は
答
へ
得
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
現
今
韻
脚
な
き
も
の
や
、
十
一
行
の
ソ
ネ
ッ
ト
を
書
く
詩
人
が
あ
ら
う
か
。
昔
ス
ペ
ン
サ
ー
が
ブ
ラ
ン
ク
バ
ー

ス
で
作
り
、
或
ひ
は
ア
ン
ト
ニ
オ 

ダ 

テ
ン
ポ
ー
が
（
千
三
百
三
十
二
年
）
如
何
に
そ
れ
に
就
い
て
論
じ
や
う
と
、
ソ
ネ
ッ
ト
の
進
化

は
当
然
辿
る
べ
き
道
を
辿
っ
て
来
た
の
で
、
最
も
根
本
的
な
十
四
行
及
び
韻
脚
の
必
要
は
そ
の
性
質
と
し
形
式
と
し
て
肯
定
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
法
律
が
権
威
あ
る
の
は
唯
そ
の
も
と
に
あ
っ
て
生
き
る
人
の
共
同
一
致
に
も
と
づ
く
場
合
に
限
ら
れ
て
居
る
如

く
、
ゲ
ー
ム
の
規
則
が
遊
戯
者
の
約
束
に
よ
っ
て
有
効
で
あ
る
如
く
、
ソ
ネ
ッ
ト
の
規
則
も
其
処
に
一
の
根
拠
を
有
し
て
居
る
の
で
あ

る
。
即
ち
此
の
意
味
に
於
て
は
慣
習
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
と
云
っ
て
全
然
そ
う
で
は
な
く
一
方
に
於
て
、
物
の
性
質
そ
の
も
の
か
ら
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の
発
生
、
即
ち
時
の
ア
イ
リ
ア
か
ら
理
由
あ
っ
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
称

　

ソ
ネ
ッ
ト
は
イ
タ
リ
ヤ
のsanetto

か
ら
き
た
も
の
で
古
き
イ
タ
リ
ヤ
のsonare　

即
ち
器
楽
に
合
せ
弾
ず
る
の
意
味
が
あ
っ
た
。

当
時
イ
タ
リ
ヤ
で
は
バ
ラ
タ
、
ソ
ネ
ッ
ト
ー
、
キ
ャ
ン
ゾ
ー
ン
の
三
形
式
は
明
亮
に
区
別
さ
れ
て
あ
り
、
ギ
ャ
ン
ゾ
ー
ン
は
唯
歌
詞
と

し
、
ソ
ネ
ッ
ト
ー
は
器
楽
の
伴
奏
を
伴
ふ
も
の
と
し
、
バ
ラ
タ
は
舞
踊
を
伴
ふ
も
の
と
し
て
で
あ
っ
た
。
然
し
此
の
三
者
は
ダ
ン
テ
の

時
代
に
至
り
現
今
の
英
文
学
に
於
け
る
と
同
様
、
唯
三
つ
の
異
れ
る
詩
の
形
式
を
現
す
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
然
し
て
此
等
の
三
者
中

バ
ラ
ッ
ド
及
び
ソ
ン
グ
は
曖
昧
に
定
義
さ
れ
て
、
唯
ソ
ネ
ッ
ト
の
み
が
最
も
厳
格
に
理
解
さ
れ
、
他
の
い
づ
れ
の
詩
形
よ
り
も
英
文
学

に
あ
っ
て
は
繊
細
に
容
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

形
式

　

大
別
し
て
ソ
ネ
ッ
ト
は
イ
レ
ギ
ラ
ー
と
レ
ギ
ラ
ー
の
二
と
な
す
事
が
出
来
る
。
前
者
は
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
等
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ

た
各
四
行
三
節
カ
プ
レ
ッ
ト
で
結
句
さ
れ
た
も
の
、
後
者
は
ミ
ル
ト
ン
の
形
式
で
あ
る
。 

前
者
の
ラ
イ
ム
は
そ
の
数
種
々
な
れ
ど

も
、
特
に
顕
著
な
る
は
ス
ペ
ン
サ
ー
に
現
れ
た
五
の
即
ち
Ａ
―
第
一
、三
、
行
、
Ｂ
―
第
二
、四
、五
、七
、
行
、
Ｃ
―
第
六
、八
、九
、

十
一
、
行
、
Ｄ
―
第
十
、十
二
、
行
、
Ｅ
―
第
十
三
、十
四
、
行
の
韻
脚
及
び
、
更
に
滑
か
な
響
を
持
つ
は
七
韻
脚
、
即
ち
Ａ
―
第
一
、

三
、
行
、
Ｂ
―
第
二
、四
、
行
、
Ｃ
―
第
五
、七
、
行
、
Ｄ
―
第
六
、八
、
行
、
Ｅ
―
第
九
、
第
十
一
、
行
、
Ｆ
―
第
十
、十
二
、
行
、
Ｇ

―
第
十
三
、十
四
、
行
、
に
し
て
此
れ
は
フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ム
の
名
さ
へ
あ
り
。
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
の
有
名
な
も
の
は
皆
此
の
形
式
に
よ
っ

た
も
の
で
、
そ
の
長
さ
は
十
四
行
の
限
ら
れ
ビ
ー
ト
若
し
く
は
メ
ト
リ
カ
ル 
ア
ク
セ
ン
ト
は
五
に
限
ら
れ
、
各
行
は
相
韻
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
。
後
者
レ
ギ
ラ
ー
な
も
の
は
そ
の
韻
の
性
質
よ
り
全
体
が
二
つ
の
組
織
に
分
た
れ
る
。
最
初
の
八
行
及
び
残
り
の
六
行
が
此

れ
で
あ
る
。
前
者
を
オ
ク
タ
ー
ブ
と
云
ひ
、
後
者
を
セ
ス
テ
ッ
ト
と
云
ふ
。
然
し
て
前
者
は
更
に
二
つ
の
ク
ォ
ー
ト
レ
イ
ン
に
、
後
者

は
二
つ
の
タ
ー
セ
ッ
ト
に
分
た
れ
る
。
オ
ク
タ
ー
ブ
は
二
つ
の
韻
脚
を
有
し
第
一
、四
、五
、八
は
第
二
、三
、六
、七
、
と
相
韻
し
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
ク
ォ
ー
ト
レ
イ
ン
の
排
列
は
斯
く
現
す
事
が
出
来
る
。A

B

、BA

、A
B

、BA

、
セ
ス
テ
ッ
ト
は
又
二
及
び
三

の
ラ
イ
ム
を
有
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
現
せ
ばEG

かCD

　

CD

かCD
E

、CD
E

で
あ
る
。
タ
ー
セ
ッ
ト
の
ラ
イ
ム
は
同
じ
子

音
の
結
合
か
ら
成
り
立
っ
て
は
な
ら
な
い
。
又
ク
ォ
ー
ト
レ
イ
ン
に
於
け
る
と
同
様
、
同
じ
母
音
の
相
韻
か
ら
成
り
立
っ
て
も
な
ら
な

い
。
譬
へ
ば
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
の
ソ
ネ
ッ
ト
五
十
五
の
如
き
でEnm

i-ty

とPosteri-ty

が
タ
ー
セ
ッ
ト
に
於
て
ク
ォ
ー
ト
レ
イ
ン
の

M
ason-ry

とM
em

o-ry

に
従
ふ
て
居
る
が
、
此
れ
は
大
な
る
誤
り
で
あ
る
。
又
ソ
ネ
ッ
ト
は
韻
脚
の
性
質
上
タ
ー
セ
ッ
ト
に
於
て

ク
ォ
ー
ト
レ
イ
ン
に
於
け
る
相
韻
の
反
復
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
譬
へ
ば
セ
ス
テ
ッ
ト
のCD

C

、CD
C

の
相
韻
は
許
す
こ
と
が
出

来
な
い
。
と
云
ふ
の
はD

C
、CD

は
す
で
に
二
度
ク
ォ
ー
ト
レ
イ
ン
に
於
て
反
復
さ
れ
た
形
で
あ
る
か
ら
。
又
ダ
ブ
ル
ラ
イ
ム
は
イ

タ
リ
ヤ
に
あ
っ
て
必
要
な
る
規
則
で
あ
る
が
、
英
国
に
あ
っ
て
は
国
語
の
性
質
上
そ
れ
が
禁
じ
ら
れ
て
居
る
。
更
に
最
後
の
二
行
は
互

ひ
に
相
韻
し
て
は
な
ら
な
い
。即
ち
ソ
ネ
ッ
ト
の
構
造
と
し
て
思
想
及
び
ミ
ー
タ
ー
の
連
続
性
が
必
要
で
あ
る
故
に
、最
後
の
カ
プ
レ
ッ

ト
が
互
ひ
に
相
韻
す
る
場
合
に
は
そ
れ
が
独
立
と
な
り
、
情
緒
の
波
を
急
激
に
抑
圧
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詩
財

　

ソ
ネ
ッ
ト
も
他
の
芸
術
作
品
と
同
様
、
そ
の
統
一
を
有
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
一
つ
の
思
想
若
し
く
は
感
情
を
表
現
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
、
此
れ
で
あ
る
。
然
し
て
此
の
思
想
情
緒
は
ソ
ネ
ッ
ト
の
最
初
の
部
分
、
厳
密
に
云
へ
ば
最
初
の
ク
ォ
ー
ト
レ
イ
ン
に
始

め
ら
れ
、
第
二
の
ク
ォ
ー
ト
レ
イ
ン
に
あ
っ
て
完
全
の
そ
の
な
に
な
る
か
を
理
解
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
発
展
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し

て
後
、
小
林
止
が
行
は
れ
次
の
セ
ス
テ
ッ
ト
の
発
展
す
る
準
備
と
せ
ら
れ
る
。
次
に
最
初
の
タ
ー
セ
ッ
ト
が
始
ま
る
や
思
想
及
び
情
緒

は
再
び
起
こ
り
、
然
も
そ
れ
が
結
論
へ
と
運
び
行
か
れ
、
第
二
の
タ
ー
セ
ッ
ト
即
ち
結
論
に
あ
っ
て
は
今
迄
の
も
の
を
総
て
静
か
な
る

感
情
若
し
く
は
思
想
の
結
末
と
し
て
結
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
な
が
ら
完
成
の
意
味
を
現
は
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要
は
あ
れ
ど
、
エ

ピ
グ
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
点
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
此
の
点
に
於
て
ソ
ネ
ッ
ト
が
明
亮
に
エ
ピ
グ
ラ
ム
と
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら

重
要
で
あ
る
。
エ
ピ
グ
ラ
ム
に
あ
っ
て
は
此
の
結
句
が
総
て
で
あ
り
、
そ
れ
に
先
立
つ
も
の
は
三
段
論
法
に
於
け
る
前
提
の
関
係
に
し

か
す
ぎ
な
い
が
、
ソ
ネ
ッ
ト
に
あ
っ
て
は
全
く
趣
を
異
に
し
、
エ
ン
フ
ァ
シ
ス
は
殆
ど
一
様
に
置
か
れ
、
徐
々
に
総
て
が
発
展
し
急
激



【資料紹介】岩橋武夫の卒業論文「ミルトンのソネット研究」（一）

183

な
結
末
な
ど
は
避
け
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
又
、
斯
か
る
狭
き
十
四
行
の
限
界
に
あ
っ
て
は
、
必
然
的
に
言
葉
の
制
限
が
加
へ
ら
る
。

即
ち
分
詞
、
助
動
詞
、
又
は
普
通
一
般
の
形
容
詩マ
マ

は
特
種
な
効
果
を
生
ず
る
場
合
の
ほ
か
重
複
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
又
曖
昧
な
繊
細

に
流
れ
た
行
は
最
も
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
云
ふ
の
は
聴
者
の
心
理
が
一
度
斯
か
る
困マ
マ

乱
に
落
ち
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
恢
復
す
る

に
十
分
な
余
地
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
故
に
か
の
英
国
に
あ
っ
て
、
千
五
百
七
十
五
年
作
詞
法
に
対
し
二
つ
の
規
則
を
与
へ
や
う
と
し

た
ジ
ョ
ー
ジ 
ギ
ャ
ス
コ
イ
ン
が
警
告
す
る
最
初
の
も
の
は
実
に
此
の
曖
昧
に
あ
っ
た
。
此
の
根
拠
に
基
い
て
ソ
ネ
ッ
ト
に
要
求
さ
る

べ
き
は
、
明
快
な
る
画
像
及
び
熱
烈
な
感
情
及
び
抽
象
的
で
な
い
率
直
な
具
体
的
な
言
語
で
あ
る
。
斯
く
述
べ
来
た
っ
た
ソ
ネ
ッ
ト
の

法
則
は
そ
の
理
想
的
な
る
も
の
で
あ
る
と
は
云
へ
、
実
際
作
詞
於
て
は
往
々
そ
の
一
部
を
無
視
せ
ら
れ
を
る
場
合
も
少
く
な
い
。
兎
に

か
く
以
上
の
略
述
に
よ
っ
て
ミ
ル
ト
ン
の
ソ
ネ
ッ
ト
を
研
究
す
る
に
必
要
な
る
予
備
智
識
は
大
半
終
了
し
た
事
と
思
ふ
。
故
に
以
下
章

を
追
ふ
て
本
論
に
這
入
り
、
時
代
及
び
内
容
に
従
っ
て
二
十
四
の
ソ
ネ
ッ
ト
を
論
評
し
た
い
。

　

第
一
章　

ソ
ネ
ッ
ト
一
（
夜
鶯
に
よ
せ
て
）

　
　
　
　

SO
N

N
ET

　

1.　

　
　

O
 nightingale

マ
マ! that on yon bloom

y spray

　
　

W
arblest at eve, w

hen all the w
oods are still;

　
　

T
hou w

ith fresh hope the lover's heart dost fill,

　
　

W
hile the jolly hours lead on propitious M

ay.

　
　

T
hy p マ

マiquid notes that close the eye of day,

　
　

First heard before the shallow
 cuckoo's bill,

　
　

Portend success in love. O

マ
マ! if Jobe's w

ill

　
　

H
ove linked that am

orous pow
er to thy soft lay,
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N
ow

 tim
ely sing, ere the rude bird of hate

　
　

Foretell m
y hopeless doom

 in som
e grove nigh;

　
　

A
s thou from

 year to year hast sung too late

　
　

For m
y relief, yet hadst no reason w

hy;

　
　

W
eather the M

use or Love call thee his m
ate,

　
　

Both thi マ
マm

 I serve, and of their train am
 I.

　
　
　
　

※
１
行
目　

nightingale!

の!

が
な
い

　
　
　
　

※
５
行
目　

piquid 
→liquid

　
　
　
　

※
７
行
目　

O
!

の!

が
な
い

　
　
　
　

※
14
行
目thim

→them

　
　

　
　

お
ゝ
夜
鶯
、
向
ふ
の
紫
に
匂
ふ
茂
み
に

　
　

森
中
が
沈
ま
り
か
へ
っ
た
時
夕
べ
を
歌
ふ
、

　
　

お
身
は
爽
か
な
望
み
を
も
て
恋
人
の
胸
を
一
杯
に
す
る

　
　

あ
の
心
地
よ
い
時
が
吉
祥
の
五
月
を
引
き
連
れ
て
来
る
ま
に

　
　

が
さ
が
さ
し
た
杜ほ
と
と
ぎ
す鵑

の
歌
の
前
の
最
初
に
き
く

　
　

太ひ陽
の
目
を
と
ざ
す
お
身
が
流
麗
の
調
べ
は
恋
の
成
功
を
予
言
し
て
い
る
。

　
　

あ
ゝ
若
し
ジ
ュ
ピ
タ
ー
の
神
心
が
あ
の
愛
の
力
を
お
身
の
優
し
い
歌
に
寄
せ
る
な
ら
ば　

　
　

お
身
す
ら
そ
の
ゆ
ゑ
を
知
ら
ず
年と
し
ど
し々

私
の
慰
め
に
と
り

　
　

お
そ
す
ぎ
て
歌
ひ
が
ち
と
は
云
へ
、
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し
か
し
今
は
丁
度
よ
い
時
だ
、
運
命
の
荒
々
し
い
鳥
が

　
　

私
の
望
み
な
き
さ
だ
め
を
其
処
い
ら
の
茂
み
で

　
　

告
げ
知
ら
せ
る
前
に
う
た
っ
て
く
れ
、

　
　

さ
す
れ
ば
ミ
ュ
ー
ズ
と
愛
の
神
の
い
づ
れ
が
お
身
を
そ
の
夫つ

ま婦
に
定
め
る
だ
ら
う

　
　

そ
の
二
人
に
こ
そ
私
は
仕
へ
ま
た
そ
の
従
者
で
も
あ
る
。　

　

此
の
詩
題
『
夜
鶯
に
寄
せ
て
』
は
ミ
ル
ト
ン
自
身
の
監
修
に
な
る
千
六
百
四
十
五
年
及
び
七
十
三
年
の
原
版
に
は
現
れ
て
ゐ
な
い
。

パ
チ
ソ
ン
に
よ
る
と
此
の
詩
と
『
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
墓
碑
銘
』
と
は
、
ミ
ル
ト
ン
が
未
だ
従
来
の
慣
習
及
び
モ
デ
ル
と
し
た
イ
タ
リ
ヤ

風
の
奇コ
ン
セ
ツ想
使テ
ィ
ズ
ム用
の
策
略
か
ら
全
然
脱
却
し
得
な
い
も
の
で
、
後
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
意
識
が
確
実
に
目
覚
め
て
以
来
、
決
し
て
再
び
斯
か

る
空
疎
な
度
に
過
ぎ
た
新
工
夫
を
齎も
た
ら

せ
や
う
と
す
る
如
き
誤
り
に
は
落
ち
入
ら
な
か
っ
た
と
あ
る
。
此
の
作
は
年
代
不
明
で
マ
ッ
ソ

ン
も
ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
時
代
か
ホ
ー
ト
ン
時
代
の
い
づ
れ
か
で
あ
る
と
は
書
い
て
居
る
が
、
確
な
と
こ
ろ
は
解
ら
な
い
。
パ
チ
ソ
ン
は
多

分
前
者
即
ち
二
十
二
才
の
折
（
千
六
百
三
十
年
）
だ
ら
う
と
論
じ
て
居
る
。
兎
に
か
く
作
意
は
春
が
遣
っ
て
来
て
友
な
き
青
年
の
胸
に

は
青
春
の
血
潮
と
共
に
色
々
な
思
ひ
が
湧
き
上
り
、
見
知
の
恋
情
が
高
ま
り
そ
の
胸
を
抱
き
な
が
ら
夜
鶯
の
歌
を
聞
き
、
空
想
を
走
ら

せ
て
居
る
事
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
然
も
そ
の
う
ち
に
は
杜
鵑
が
鳴
く
前
に
鶯
の
歌
を
聞
い
た
者
は
、
一
年
と
立
た
ぬ
間
に
恋
人
に

愛
情
を
訴
へ
ら
れ
る
と
云
ふ
迷
信
的
な
伝
説
が
巧た
く
み妙
に
織
り
込
ま
れ
て
あ
る
。
元
来
英
国
に
あ
っ
て
は
夜
鶯
は
四
月
の
中
頃
以
前
に
先

づ
雄
鳥
が
渡
っ
て
来
て
歌
ひ
出
し
、
そ
れ
に
十
日
と
は
遅
れ
ず
雌
鳥
の
従
っ
て
来
る
の
が
習
慣
で
あ
る
。

　　
　

鶯
は
夏
の
戸
口
に
歌
ひ
出
で

　
　

結み
の
り実
の
日
の
茂
み
に
そ
の
笛
を
止
む
、

　
と
セ
ー
ク
ピ
ヤ
ー
も
ソ
ネ
ッ
ト
百
二
に
歌
っ
て
居
る
。
此
の
時
分
杜
鵑
も
相
前
後
し
て
歌
ひ
出
す
の
で
あ
る
か
ら
、
其
処
に
興
味
あ
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る
占
ひ
染
み
た
迷
信
が
作
ら
れ
た
も
の
に
違
ひ
な
い
。
古
詩
に
あ
っ
て
杜
鵑
は
セ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
書
か
れ
て
あ
り
、

可
憐
な
夜
鶯
と
対
象
さ
れ
て
尚
興
味
を
誘
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
此
の
鳥
に
関
す
る
詩
人
達
の
考
へ
方
が
変
化

し
て
行
っ
た
模
様
で
あ
る
。　

　

此
の
詩
は
用
語
に
於
て
も
問
題
多
く
、
先
づ
最
初
に
感
投
詞O

を
用
ひ
書
き
出
し
て
あ
る
の
が
批
評
家
の
論
議
を
醸
す
ら
し
い
。

日
本
人
と
し
て
然
も
浅
学
な
私
は
此
の
辺
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
心
持
は
解
ら
な
い
に
し
て
も
、
文
法
家
が
名
付
け
る
呼
び
か
け
の
印
に
し

か
役
立
っ
て
ゐ
な
い
や
う
な
気
が
す
る
。
パ
チ
ソ
ン
も
理
由
は
な
い
が
何
人
に
も
一
種
の
傲
慢
の
感
を
与
へ
る
と
書
い
て
居
る
。
然
し

ウマ

マワ
ズ
ワ
ー
ス
も
此
れ
を
真
似
た
。

　
　
　
　
　

　
　

お
ゝ
夜
鶯
、
ま
こ
と
や
お
身
は

　
　

焰
な
す
心
臓
を
持
つ
生い
き
も
の物

、

一
行
目
にBloom

y spray 

と
あ
る
が
此
の
形
容
詞
のBloom

y

も
名
詞
のspray 

も
共
に
又
問
題
で
あ
る
。Bloom

y 

は
ア
ン
グ

ロ
サ
ク
ソ
ン
のBlosm

ラ
テ
ン
のflos

の
意
が
短
縮
さ
れ
た
も
の
で
、
今
『
光
を
以
て
覆
は
れ
て
居
る
』
と
云
ふ
本
来
の
意
味
で
読

ま
う
と
す
れ
ば
、
英
国
の
四
月
の
気
候
に
は
相
応
し
か
ら
ぬ
趣
が
あ
る
。
花
の
開
く
の
は
も
っ
と
後
の
季
節
で
あ
る
か
ら
此
の
場
合

Bloom
y 

は
比
喩
的
な
意
味
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
蕾
が
出
る
前
に
液
汁
が
紫
の
光
沢
を
樹
皮
に
与
へ
、
恰
も
粉
が
吹

い
た
感
を
な
す
の
で
、
マ
シ
ュ
ー 

ア
ー
ノ
ル
ド
も"T

hyrsis"

の
二
百
十
一
頁
に
此
う
歌
っ
て
居
る
。

　　
　

小こ

ば葉
は
ま
る
で
春
の
や
う
に
柔
か
い
と
は
云
へ

　
　

柴
林
や
茨
の
上
に
優
し
い
紫
の
色
を
吹
き
か
け
る
。

次
にSpray 

だ
が
此
れ
は
夜
鶯
の
羽
を
休
む
べ
き
所
で
は
な
い
。
チ
ョ
ー
サ
ー
の"Sir thom

as"
ス
タ
ン
ザ
の
十
に
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山
鳩
は
小
枝
の
上
に　

　
　

高
々
と
ほ
が
ら
か
に
歌
ふ
、

と
あ
る
が
、
ミ
ル
ト
ン
の
夜
鶯
を
同
じ
小
枝
の
上
に
想
像
す
る
の
は
奇
異
な
感
が
あ
る
。
元
来Spray

はSprig

で
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ

ン
のSprec
に
独
逸
のSpreiten, Spreizen

に
相
当
す
る
が
故
に
、小
枝
を
意
味
す
る
。
と
こ
ろ
が
十
八
世
紀
の
詩
的
用
語
中
に
あ
っ

て
、
此
の
語
は
茂
み
全
体
、
或
ひ
は
そ
の
一
部
の
代
用
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
マ
ッ
ソ
ン
のIsis

の
四
十
七
に
そ
れ
が
現
れ

て
居
る
。

　
　

あ
ゝ
私
は
向
ふ
の
橅
の
茂
み
を
善
く
覚
え
て
居
る
、

　
　

そ
こ
で
ア
デ
ィ
ソ
ン
が
そ
の
琢
磨
し
た
歌
を
最
初
に
歌
っ
た
。                         

だ
か
ら
私
は"Bloom

y spray"

を
『
紫
匂
ふ
茂
み
』
と
訳
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
さ
て
此
の
詩
に
現
れ
た
夜
鶯
が
一
見
し
て
詩
的
な

も
の
で
あ
る
と
は
云
へ
、
実
際
的
な
も
の
で
な
い
と
云
ふ
悪
く
云
へ
ば
書
物
的
な
難
点
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
此
の
際
少
し
く
ミ
ル
ト
ン

の
自
然
観
に
就
き
小
述
し
て
み
た
い
。
マ
ッ
ソ
ン
が
ラ
レ
グ
ロ
ー
、
イ
ル 

ぺ
ン
セ
ロ
ソ
ー
の
序
論
に
同
じ
題
目
を
次
の
如
く
論
じ
て

居
る
。『
然
し
此
等
の
詩
が
或
一
つ
更
に
云
へ
ば
そ
の
詩
が
書
か
れ
た
場
所
の
風
景
の
描
写
を
抱
含
し
て
居
る
と
想
像
す
る
の
は
詩
の

誤
れ
る
観
念
、
或
ひ
は
過
酷
な
観
念
と
も
云
ふ
を
得
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
場
所
（
即
ち
我
々
は
ホ
ー
ト
ン
で
あ
る
と
考
へ
る
）
は
そ
の

影
響
を
詩
中
に
持
っ
て
ゐ
る
事
は
確
で
あ
ら
う
が
、
然
し
な
が
ら
詩
人
の
目
的
は
決
し
て
実
際
上
の
風
物
の
記
述
で
は
な
く
し
て
二
つ

の
情
緒
を
表
明
し
、
然
も
各
々
の
情
緒
を
し
て
あ
る
が
如
く
動
か
す
事
に
依
り
、
境
遇
と
そ
れ
に
類
似
せ
る
或
ひ
は
そ
れ
の
営マ
マ

養
物
と

も
見
な
さ
る
べ
き
付
属
物
の
中
に
あ
っ
て
果は
た

さ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
風
物
は
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
な
も
の
で
、
各
種
類
の
場
所
よ
り

の
折
衷
的
の
回
想
が
一
つ
の
理
想
的
な
る
風
物
に
混
融
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。』
又
パ
チ
ソ
ン
は
次
の
如
く
書
い
て
居
る
。『
ミ
ル
ト
ン

の
自
然
観
は
か
の
科
学
的
自
然
主
義
者
の
如
き
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
細
密
な
る
観
察
者
の
態
度
で
も
な
い
。
そ
れ
は
飽
迄
も
事
物
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の
分
析
の
為
に
そ
の
全
体
的
印
象
を
非
常
に
力
強
く
感
ず
る
詩
人
の
態
度
で
あ
る
。』
故
に
ミ
ル
ト
ン
の
描
写
は
時
代
が
ク
ラ
シ
カ
ル

で
あ
っ
た
事
も
念
頭
に
於
て
考
へ
る
必
要
が
あ
る
と
は
云
へ
、
仔
細
に
検
査
す
れ
ば
朦
朧
と
は
し
て
居
る
が
多
く
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
含

ん
で
居
る
。
然
し
な
が
ら
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
―
は
対
象
物
そ
れ
自
身
に
対
す
る
鋭
い
内
省
の
要
素
に
乏
し
き
な
が
ら
、
真
実
な
る
観

察
者
の
魂
に
於
け
る
情
緒
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
斯
か
る
故
に
表
現
さ
れ
て
あ
る
自
然
は
、
動や
や

形
を
異
に
さ
れ
色
彩
を
変
化
さ

れ
あ
り
と
云
へ
ど
も
決
し
て
そ
れ
自
身
の
本
質
を
失
ひ
を
ら
ず
、
返マ
マ

っ
て
そ
の
特
色
を
鮮
明
に
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
が
至
当
で
あ
る
。

此
の
点
に
関
し
て
は
テ
イ
ン
も
論
じ
て
ゐ
る
。
今
実
例
を
あ
げ
て
説
明
す
る
に
足
る
充
分
の
余
白
を
有
し
な
い
が
、
若
し
斯
か
る
見

地
か
ら
し
て
パ
ラ
ダ
イ
ス 
リ
ゲ
イ
ン
ド
の
四
百
四
十
一
行
及
び
、
ア
ー
カ
デ
ス
の
八
十
九
行
及
び
、
パ
ラ
ダ
イ
ス 

ロ
ス
ト
の
第
一
巻

六
百
十
三
行
及
び
、
ラ
レ
グ
ロ
ー
の
雲
雀
の
描
写
を
見
る
時
に
は
、
容
易
に
肯
定
さ
れ
得
る
訳
で
あ
る
。 

　

再
び
此
の
詩
の
用
語
に
戻
っ
て
第
四
行
目
のT

he jolly hours lead O
n 

…
…
…
の
句
を
見
る
にjolly

はhours

の
エ
ピ
セ
ッ
ト

と
し
て
は
普
通
で
な
い
と
批
評
家
は
論
じ
て
居
る
。
然
し
ス
ペ
ン
サ
ー
の
フ
ェ
ヤ
リ
ー 

ク
イ
ー
ン
のCanto of m

utabilitie 

の
七
に

月つ
き
づ
き々

を
次
の
や
う
に
歌
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　
　

　
　

爽
か
な　

弥
生
、
麗
は
し
の
五さ
つ
き月
、

　
　

水
無
月
は
心
地
よ
し
。

此
の
場
合jolly 

は"T
hat w

hich pleases, is agreeable to the eye or otherw
ise ;" 

の
意
味
で
あ
る
。
兎
に
角
ミ
ル
ト
ンjolly 

hours

を
春
の
先
駆
と
し
て
書
い
て
居
る
の
で
、
パ
ラ
ダ
イ
ス
ロ
ス
ト
の
四
巻
二
百
六
十
四
行
に
永
遠
の
春
を
次
の
如
く
歌
っ
て
ゐ
る

が
、
そ
の
辺
と
相
符
合
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　

そ
の
ま
に
宇
宙
の
牧
神
は
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美
の
女
神
、
時
の
神
と
踊
の
う
ち
に
手
を
取
り
交
は
し

　
　

永と
こ
と
は遠

の
春
を
導
き
連
れ
て
く
る
。

要
す
る
に
此
の
ソ
ネ
ッ
ト
は
チ
ョ
ー
サ
ー
の
詩
『
杜
鵑
と
夜
鶯
』
の
中
の
数
行
を
発
展
さ
せ
た
も
の
と
見
る
事
が
出
来
る
。

　
　

さ
れ
ど
わ
れ
過
ぎ
し
夜
、
目
覚
め
て
よ
こ
た
は
れ
る
時
、

　
　

い
か
に
愛
人
は
し
る
し
を
も
ち

　
　

そ
は
彼
等
の
間
に
て
荒あ
ら

く
れ
し
杜
鵑
の

　
　

歌
に
優
り
夜
鶯
を
聞
く
は
よ
か
ら
ん
て
ふ
な
べ
て
の
物
語
な
り
し
を
思
へ
り
。                    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
―
―
（
杜
鵑
と
夜
鶯
よ
り
）

                                                         

後
年
ア
ル
フ
レ
ッ
ド 

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
も
同
様
の
題
目
に
就
い
て
歌
っ
て
居
る
が
、
此
の
場
合
、
最
早
杜
鵑
は
陰
鬱
な
凶
兆
の
印し
る
し

、
或

ひ
は
セ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
は
用
ひ
ら
れ
て
は
ゐ
ず
、
夜
鶯
が
悲
し
み
を
歌
ふ
に
反
し
此
れ
は
喜
び
の
調
べ
を
歌
ふ
も

の
と
さ
れ
て
居
る
。
此
の
辺
は
詩
人
及
び
詩
の
歴
史
の
興
味
深
い
変
遷
推
移
の
跡
と
も
云
ふ
を
得
べ
き
で
あ
る
。
ミ
ル
ト
ン
は
此
の
ソ

ネ
ッ
ト
以
外
に
そ
の
試
作
中
に
あ
っ
て
、
し
ば
し
ば
夜
鶯
を
歌
っ
た
。
イ
ル 

ペ
ン
セ
ロ
ソ
ー
中
に
も
、
或
ひ
は
パ
ラ
ダ
イ
ス 

ロ
ス
ト

中
に
も
、
流
麗
の
筆
致
を
訪
ね
あ
て
る
事
は
容
易
で
あ
る
。
譬
へ
ば
パ
ラ
ダ
イ
ス 

ロ
ス
ト
第
四
巻
六
百
二
行
に
、

　
　

目
覚
め
て
居
る
も
の
は
た
だ
夜
鶯
ば
か
り

　
　

彼
女
は
夜
中
そ
の
愛
の
歌
を
歌
ふ
。

尚
五
巻
三
十
八
行
に
も
、
夜
の
夢
を
微
睡
ん
で
ゐ
る
イ
ブ
の
耳
も
と
に
セ
イ
タ
ン
の
言
葉
を
以
て
此
う
囁
か
し
て
ゐ
る
。
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今
は
や
目
覚
め
て
は
恋
の
荷
の
妙
な
る
歌
の
調
べ
を
寄
す
る

　
　

あ
の
夜
を
歌
ふ
鳥
の
音
に
破
ら
る
ゝ
以
外
、

　
　

楽
し
や
か
な
る
時
刻
は
涼
冷
と
沈し
じ
ま黙

な
る
に

　
　

イ
ブ
よ
、
汝な
れ

は
い
か
な
れ
ば
と
て
眠
る
や
。

　

第
二
章　

ソ
ネ
ッ
ト
二
（
無
題
）　　
　
　
　

 

         　

SO
N

N
ET

 2.         

　
　

H
ow

 soon hath tim
e, the subtle thief of youth,

　
　

Stolen on his w
ing m

y three and tw
entieth year!

　
　

M
y hasting days fly on w

ith full caf マ
マeer,

　
　

But m
y late spring no bud or blossom

 shew
e マ

マth.

　
　

Perhaps m
y sem

blance m
ight deceive the truth,

　
　

T
hat I to m

anhood

マ
マ

 arrived so near,

　
　

A
nd inw

ard ripeness doth m
uch less appear,

　
　

T
hat som

e m
ore tim

ely happy spirits indu

マ
マ

eth.

　
　

Y
et be it less or m

ore or soon or slow
,

　
　

It shall be

マ
マ

 in strictest m
en マ

マsure even

　
　

T
o that sam

e lot how
ever m

ean or high,

　
　

T
ow

ard w
hich tim

e leads m
e and the w

ill of heaven.

　
　

A
ll is, if I have t

マ
マ

he grace to use it so,
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A
s ever in m

y great taskm
aster's eye. 

　
　
　
　

※
３
行
目　

cafeer

→career

（
卒
論
に
はcafeer 

のf

に
訂
正
の
マ
ー
ク
あ
り
）

　
　
　
　

※
４
行
目　

shew
eth

→shew
'th　

　
　
　
　

※
６
行
目　

m
anhood

とarrived

の
間
にam

が
入
っ
て
い
る

　
　
　
　

※
８
行
目　

indueth

→endu'th 

  　
　
　

※
10
行
目  be
とin

の
間
にstill

が
入
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

m
ensure

→m
easure

（
卒
論
に
はm

ensure

のn

に
訂
正
の
マ
ー
ク
あ
り
）

　
　
　
　

※
13
行
目  have
とgrace

の
間
にthe

が
入
っ
て
い
な
い

      

　
　

あ
の
青
春
の
さ
か
し
き
盗
賊
な
る
時
が
、
こ
は
ま
た
如
何
に
早
く

　
　

わ
が
二
十
三
の
年と

し齢
を
そ
の
翼
も
て
奪
ひ
さ
れ
る
こ
と
ぞ
。

　
　

過
ぎ
ゆ
く
日
は
め
ま
ぐ
る
し
く
走
り
飛
べ
ど

　
　

わ
が
晩お
そ
は
る春

は
や
蕾
を
開
く
に
よ
し
な
し
、

　
　

わ
れ
殆
ど
一ひ
と
り人
だ
ち
の
男
と
な
れ
り
と
云
ふ
に

　
　

相
応
し
き
年
配
の
魂
を
飾
る
て
ふ

　
　

中
な
る
結み
の
り実
お
も
て
に
名
残
よ
り
止と
ど

め
得
ぬ
は

　
　

定
め
し
わ
が
容
貌
の
ま
こ
と
を
誤
り
伝
ふ
る
に
や
た
が
ひ
な
し
、

　
　

そ
れ
そ
の
表あ
ら
は
れ現
、
い
か
に
小
、
大
な
る
も
、
速す
み
やか
ま
た
遅
き
と
云
ふ
も

　
　

卑い
や
し
き賤

と
高た
か
き貴

を
問
は
ず
、
わ
れ
と
天
意
を

　
　

時
の
導
き
ゆ
く
か
の
等
し
き
宿
世
に
は
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た
が
ひ
な
き
量は
か
り

に
か
け
て
変
り
な
く
同
じ
定
め
と
は
な
ら
ん
。

　
　

そ
を
ゆ
ゑ
に
若
し
用
ふ
べ
き
恵
を
も
た
ば

　
　

永
遠
わ
が
偉
大
な
る
創
り
主
の
ま
な
ぬ
ち
に
あ
る
が
ご
と
総
て
こ
そ
あ
ら
ん
。

　　

此
の
ソ
ネ
ッ
ト
は
広
く
一
般
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
千
六
百
三
十
一
年
の
十
二
月
に
作
ら
れ
た
が
、
誕
生
日
が
同
月
九
日
で
あ

る
以
上
、当
日
に
詠
ま
れ
た
と
考
へ
る
事
は
妥
当
を
欠
い
て
居
な
い
。『
二
十
三
の
年と

し齢
を
迎
へ
て
』
は
此
の
詩
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
が
、

千
六
百
四
十
五
年
及
び
千
六
百
七
十
三
年
の
詩
集
に
は
現
れ
て
居
な
い
。
で
此
処
に
は
無
題
と
書
い
た
訳
で
あ
る
。
此
の
詩
は
或
る

友
人
に
送
っ
た
書
簡
の
末
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
書
簡
は
前
日
そ
の
友
と
職
業
に
就
い
て
論
議
し
た
折
、
た
ま
た
ま
英

国
教
会
の
任
命
を
受
く
べ
き
か
否
か
の
実
際
問
題
と
な
り
、
同
友
人
よ
り
活
社
会
に
突
入
す
べ
き
を
勧
告
さ
れ
た
の
に
対
す
る
ミ
ル

ト
ン
の
気
品
あ
る
応
答
で
あ
っ
た
。
す
で
に
序
説
に
於
て
述
べ
し
如
く
此
の
時
代
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
の
学
校
生
活
を
正
に
終
へ
ん
と

す
る
際
の
将
来
に
対
す
る
深
い
決
意
と
熟
考
の
時
に
し
て
、
人
生
、
職
業
、
及
び
自
己
の
使
命
に
対
す
る
悶
と
希
望
が
相
半
ば
し
存

在
し
て
居
る
事
が
解
る
の
で
あ
る
。
そ
の
手
紙
の
主
要
部
分
に
此
う
書
い
て
あ
る
。『
瞑
想
の
限
り
な
い
歓
喜
に
非
ず
し
て 

至
上
命
令

の
考
察
、
即
ち
常
人
が
為
す
如
き
早
速
の
服
従
と
云
っ
た
風
の
挙
に
は
出
で
づ
し
て
、
反
対
に
神
聖
な
尊
敬
ま
た
は
宗
教
的
な
忠
告

に
ま
っ
て
、
如
何
に
よ
く
そ
れ
を
忍
従
す
べ
き
か
を
私
は
離
れ
て
遠
く
か
ら
考
慮
い
た
し
た
い
。
斯
く
て
遅
く
な
る
な
ど
の
考
を
捨

て
去
り
、
人
生
に
対
す
る
更
に
適
当
な
る
便
益
を
得
ん
と
す
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
申
す
は
使
用
人
の
総
て
に
賃
金
を
支
払
は
ん
と
、

あ
の
葡
萄
園
の
主
人
が
遣
っ
て
来
る
折
に
は
、
最
後
に
雇
は
れ
た
者
と
て
同
じ
や
う
に
し
何
も
失
ふ
と
こ
ろ
が
無
い
と
信
ず
る
か
ら
で

あ
る
。
と
は
云
へ
貴
下
は
私
の
中
に
自
己
に
関
す
る
疑
惑
、
或
る
行
き
暮
れ
た
徴
候
が
潜
ん
で
居
る
事
を
御
掠
察
下
さ
れ
を
る
と
思
ふ
。

私
は
己
が
或
る
暗
い
思
想
、
そ
れ
は
適
当
し
た
理
由
で
来
た
の
で
あ
る
が
、
曾
て
お
話
し
た
ペ
ト
ラ
―
ク
風
の
ス
タ
ン
ザ
に
作
り
あ

げ
て
、
甚
だ
厚
顔
の
至
り
で
は
あ
る
が
お
贈
り
申
す
次
第
で
す
。』
此
の
次
に
ソ
ネ
ッ
ト
が
書
き
記
さ
れ
て
あ
る
。
パ
チ
ソ
ン
は
此
れ

を
以
て
実
生
活
に
対
す
る
智
的
学
究
的
生
活
の
気
高
い
証
拠
で
あ
る
と
見
做
し
て
居
る
が
、
然
し
ミ
ル
ト
ン
は
己
が
立
場
を
根
本
的

に
そ
の
土
台
の
上
に
は
打
ち
立
て
ず
し
て
、
出
世
間
の
遅
き
所
以
を
更
に
善
く
人
生
に
適
合
さ
せ
得
る
や
う
作
ら
ん
と
の
、
所
謂
ユ
ー
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テ
リ
テ
ニ
ア
ン
の
立
場
に
立
ち
を
れ
り
と
批
評
し
て
ゐ
る
が
、
此
れ
は
余
り
文
字
に
囚
は
れ
た
厭
ひ
が
な
か
ら
う
か
。
ミ
ル
ト
ン
を
偉

大
な
る
詩
人
と
し
て
考
へ
る
余
り
、
些
少
の
一
点
に
ま
で
完
全
し
た
天
才
の
統
一
の
閃
を
求
め
や
う
と
す
る
の
は
無
理
か
ら
ぬ
事
な
が

ら
、
我
等
は
も
っ
と
リ
ア
ル
に
観
察
し
や
う
で
は
な
い
か
。
欠
点
は
欠
点
と
し
、
弱
点
は
弱
点
と
し
、
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
も
そ
の
儘
受

け
入
れ
や
う
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
て
其
等
を
以
て
天
才
も
矢
張
り
我
等
と
同
じ
く
地
上
を
歩
ん
だ
人
で
あ
る
と
云
ふ
確
信
に
燃
え
、

そ
の
偉
大
な
る
事
業
に
嘆
美
の
眼
を
向
け
や
う
で
は
な
い
か
。
故
に
此
処
に
あ
っ
て
も
ミ
ル
ト
ン
を
唯
二
十
三
才
の
青
年
と
し
て
考
へ

た
い
。
余
り
そ
の
名
に
よ
っ
て
光
輪
を
逸
早
く
想
像
す
る
は
反
っ
て
偉
大
を
害そ
こ

ね
る
事
に
な
る
。
兎
に
角
此
の
詩
は
ミ
ル
ト
ン
が
抱
い

て
居
た
大
な
る
生
涯
の
事
業
、
あ
の
詩
人
た
ら
ん
と
す
る
事
に
対
す
る
最
初
の
自
己
告
白
で
あ
る
と
云
は
れ
る
。
然
も
そ
れ
が
動
も
す

る
と
移
り
易
い
青
春
時
の
怪
疑
と
空
想
に
よ
っ
て
取
り
巻
か
れ
て
居
た
と
云
ひ
得
る
事
が
出
来
る
。
斯
く
し
て
此
の
事
業
に
対
す
る
準

備
と
云
っ
て
よ
い
の
か
、
真
実
な
る
創
作
気
分
の
来
た
る
を
待
っ
て
居
た
と
云
ふ
の
か
、
彼
が
偉
大
な
る
エ
ピ
ッ
ク
を
書
く
に
至
る
ま

で
に
は
、
す
で
に
此
の
詩
以
来
三
十
年
の
年
月
を
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
は
、
徒
い
た
づ
ら

に
書
く
事
を
以
て
能
事
至
れ
り
と
心
得
た

当
時
及
び
そ
れ
に
次
ぐ
時
代
の
模
倣
詩
人
輩
に
と
っ
て
、
正
に
頂
門
の
一
針
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

　

用
語
法
の
上
に
於
て
第
一
行
目
に
あ
る"Subtle thief" 

及
び
第
二
行
目
の"Stolen

…
…
…
…
…on his w

ing"

等
は
ポ
ー
フ
に
よ
っ

て
そ
の
儘
模
倣
さ
れ
て
あ
る
。
五
行
目
の"M

y sem
blance 

…
…
…"

の
句
は
後
年
デ
フ
ェ
ン
シ
オ 

セ
ク
ン
ダ
の
中
に
あ
っ
て
、
す

で
に
四
十
才
の
折
で
す
ら
十
才
許
り
若
く
常
に
見
ら
れ
た
と
自
ら
記
し
を
る
に
も
、
又
ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
時
代
に
ザ 

レ
デ
ィ
ー 

オ
ブ 

ク
ラ
イ
ス
ッ
と
渾
名
さ
れ
し
に
照
ら
し
見
る
も
、
如
何
に
容
貌
が
若
々
し
く
麗
は
し
か
っ
た
か
を
語
っ
て
居
る
。
そ
の
二
十
一
才
の

姿
は
オ
ニ
ス
ロ
ー
の
肖
像
と
し
て
名
を
伝
へ
て
居
る
が
、
現
存
し
て
居
な
い
さ
う
で
あ
る
。
唯
こ
れ
を
版
に
刻
し
て
ニ
ュ
ー
ト
ン
の

千
七
百
四
十
七
年
版
の
ミ
ル
ト
ン
に
出
て
居
る
が
、
そ
は
極
め
て
貧
し
く
何
等
真
の
風
貌
を
伝
へ
て
は
居
な
い
。
此
の
ソ
ネ
ッ
ト
に
次

ぐ
第
三
よ
り
第
七
に
至
る
ソ
ネ
ッ
ト
は
イ
タ
リ
ヤ
語
に
て
音
楽
伴
奏
を
持
て
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
処
に
は
研
究
の
範
囲
外
に
あ
る
ゆ

ゑ
除
外
し
た
訳
で
あ
る
。
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第
三
章　

ソ
ネ
ッ
ト　

八
（
無
題
）

　
　
　
　

SO
N

N
ET

 8.

　
　

Captain, or colonel, or knight in arm
s,

　
　

W
hose chance o マ

マf these defenceless doors m
ay seize,

　
　

If deed of honour did thee ever please,

　
　

Guard them
, and him

 w
ithin protect from

 harm
s.

　
　

H
e can requite thee, for he know

s the charm
s

　
　

T
hat call fam

e on such gentle acts as these,

　
　

A
nd he can spread thy nam

e o'er lands and seas

　
　

W
hatever clim

e the sun's bright circle w
arm

s.

　
　

Lift not thy spear against the M
use's bow

er;

　
　

T
he great Em

e マ
マthian conqueror bid spare

　
　

T
he house of Pindarus, w

hen tem
ple and tow

er

　
　

W
ent to the ground; and the repear マ

マted air

　
　

O
f sad Electra's poet had the pow

er

　
　

T
o save the A

thenian w
alls from

 ruin bare.

　
　
　
　

※
２
行
目　

of 

→ on

　
　
　
　

※
10
行
目　

Em
ethian

→Em
athian

　
　
　
　

※
12
行
目　

repearted

→repeated
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汝
の
好
機
を
こ
の
守
り
な
き
家
々
の
上
に
捕
は
ま
ほ
し

　
　

大
尉
、
大
佐
、
よ
ろ
へ
る
騎
士
よ
、

　
　

若
し
も
永
遠
武
勲
を
よ
ろ
こ
ぶ
な
ら
ば

　
　

守
れ
、
彼
を
な
そ
こ
な
ひ
そ
、

　
　

か
か
る
優
し
き
行
為
に
名
声
を
与
へ
得
る
奇く

し
き
力
を
こ
そ

　
　

彼
は
知
る
ゆ
ゑ
に
汝な
れ

に
報
ひ

　
　

汝な

が
名
を
海う
み
や
ま山
は
る
け
く
輝
く
日
輪
の
光
輪
が
暖
む
る

　
　

い
か
な
ら
ん
国
に
ま
で
も
撒
き
散
ら
す
を
得
べ
し
。

　
　

あ
げ
る
な
か
れ
、
汝な

が
槍
を
死
神
の
隠
家
さ
し
て
、

　
　

寺
院
ま
た
塔
の
崩
壊
さ
れ
る
に
際
し
て
も

　
　

か
の
偉
大
な
る
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ヤ
の
征
服
者
は

　
　

ピ
ニ
ダ
ラ
ス
家
の
救
は
れ
ん
こ
と
を
命
じ
ぬ
。

　
　

ま
た
か
の
エ
レ
ク
ト
ラ
の
悲
し
き
詩
人
が
繰
り
返
せ
る
歌
の
音ね

は

　
　

ア
デ
ン
ス
の
城
壁
を
無
惨
の
廃
墟
よ
り
救
ふ
力
を
こ
そ
持
ち
ゐ
た
れ
ば
な
り
。

　

此
の
詩
は
マ
ッ
ソ
ン
の
意
見
に
従
ふ
と
、タ
イ
ト
ル
を"O

n his dare w
hen the city expected an assault."

と
し
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ

チ
の
遺
稿
中
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
筆
記
者
の
手
に
な
っ
た
も
の
ら
し
く
、
ミ
ル
ト
ン
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
、"W

hen the assault 

w
as intended to the city."

と
訂
正
し
た
。
然
し
千
六
百
四
十
五
年
及
び
千
六
百
七
十
三
年
の
雨
詩
集
に
は
、
此
の
ソ
ネ
ッ
ト
は
無

題
と
な
っ
て
居
る
。
マ
ッ
ソ
ン
に
よ
る
と
前
記
の
中
、
後
者
の
タ
イ
ト
ル
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
の
原
稿
で
は
ミ
ル
ト
ン
自
身
の
手
に
な
っ

て
居
る
と
あ
る
が
、
パ
チ
ソ
ン
の
意
見
を
綜
合
し
て
考
へ
る
と
こ
ろ
、
此
の
ソ
ネ
ッ
ト
の
原
稿
は
二
種
あ
る
ら
し
く
思
は
れ
る
の
で
あ

る
。
兎
に
角
此
の
詩
は
千
六
百
四
十
二
年
十
一
月
に
書
か
れ
た
の
は
明
亮
な
事
実
に
し
て
、
ミ
ル
ト
ン
は
年
す
で
に
三
十
四
の
壮
年
で
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あ
っ
た
。
彼
は
ア
ニ
テ
ィ 

エ
ピ
ス
コ
ー
パ
ル
の
激
烈
不
撓
な
パ
ン
フ
レ
ッ
テ
ィ
ア
ー
と
し
、
又
議
会
党
員
と
し
て
衆
目
を
集
め
た
第

二
期
の
真
中
に
乗
り
出
さ
う
と
し
て
居
た
。
家
庭
的
に
見
れ
ば
ア
ル
ダ
ー
ス
ゲ
ー
ト
に
居
を
構
へ
て
二
人
の
甥
を
教
育
し
て
居
た
の

も
此
の
時
分
で
あ
る
。
元
来
シ
ビ
ル 

ウ
オ
ア
ー
は
序
説
に
述
べ
し
如
く
英
国
の
歴
史
中
に
あ
っ
て
最
も
興
味
深
い
一
時
期
を
画
し
て

居
る
も
の
に
し
て
、
保
守
的
な
中
庸
を
貴
ぶ
紳
士
風
な
英
国
の
国
民
性
か
ら
押
し
量
る
と
、
全
く
別
の
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
ほ

ど
の
熱
狂
と
急
進
思
想
が
跳
躍
し
、
そ
れ
を
彩い
ろ
ど色
る
に
清
教
徒
の
宗
教
的
色
彩
を
以
て
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
今
左
に
マ
ッ
ソ
ン
の

文
を
再
録
し
て
み
や
う
。『
最
初
の
戦
争
的
行
為
が
終
れ
る
後
、
若い
く
ば
く干

も
な
く
し
て
千
六
百
四
十
二
年
の
十
月
二
十
三
日
、
エ
ッ
ジ
ヒ

ル
の
勝
敗
を
決
し
か
ね
た
戦
役
の
あ
と
を
受
け
て
、
王
党
の
軍
は
中
原
か
ら
テ
ー
ム
ス
の
谷
に
添
ふ
て
、
王
及
び
皇
太
子
に
指
揮
さ

れ
遮
二
無
二
進
軍
し
来
た
り
、
ホ
ン
ス
ロ
ー
や
ブ
レ
ン
ト
ホ
ー
ド
の
附
近
に
ま
で
至
り
、
ロ
ン
ド
ン
を
恐
威
し
た
。
然
も
更
に
突
進

し
て
ロ
ン
ド
ン
市
民
及
び
議
会
軍
を
一
撃
の
下も
と

に
粉
砕
せ
ん
勢
ま
で
示
し
た
。
そ
れ
は
丁
度
十
一
月
十
二
日
の
金
曜
日
に
手
の
届
く

時
で
あ
っ
た
。
明
く
る
十
三
日
に
は
襲
撃
が
予
期
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
の
街
中
に
は
甚
大
な
興
奮
が
伝
は
っ
た
。
街
の
通
り
通
り
は
ぶ
っ

ち
が
ひ
に
鎖
が
引
か
れ
、
家
々
は
堅
く
戸
を
閉
す
な
ど
物
々
し
い
光
景
と
な
っ
た
が
、
然
し
そ
れ
は
十
三
日
の
夜
ま
で
続
か
ず
し
て
、

王
軍
の
退
却
に
よ
り
街
の
秩
序
を
旧
体
に
復
す
事
を
得
た
。』
此
の
王
軍
の
退
却
が
斯
く
も
急
に
行
は
れ
た
の
は
、
そ
の
糧
道
が
意
に

任
せ
な
か
っ
た
の
と
、
良
将
を
得
な
か
っ
た
と
に
基き
い
ん因
す
る
ら
し
い
。
斯
く
て
ロ
ン
ド
ン
は
救
は
れ
王
軍
は
コ
ロ
ン
ブ
ル
ッ
ク
の
方

へ
退
却
し
去
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
明
亮
な
絵
画
的
叙
述
は
当
時
戦
の
場
に
あ
っ
て
親
し
く
目
撃
し
た
と
云
ふ
、
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ッ

ク
の
書
に
残
さ
れ
て
居
る
。
此
の
ソ
ネ
ッ
ト
の
中
に
ミ
ル
ト
ン
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
及
び
史
的
の
伝
説
を
挿
し
挟
ん
で
全
体
を
ク
ラ
シ
ッ

ク
な
匂
ひ
に
包
ま
う
と
し
て
居
る
。
さ
て
此
の
詩
が
空
想
的
な
人
物
に
捧
げ
ら
れ
た
か
、或
ひ
は
ア
ル
ダ
ー
ス 

ゲ
ー
ト
の
防
備
に
当
っ

た
士
官
に
与
へ
ら
れ
た
も
の
か
は
明
亮
で
な
い
が
、
我
等
が
着
目
の
主
点
は
其
処
に
非
ず
し
て
、
全
体
が
現
す
思
想
と
感
情
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
我
等
は
此
の
古
典
の
雰
囲
気
と
音
楽
の
中
に
あ
っ
て
、
当
時
の
歴
史
的
背
景
と
そ
れ
を
強
烈
に
感
じ
た
詩
人
の
心

境
と
を
呼
び
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
の
ロ
ガ
ー
ス
が
此
の
詩
を
寫
し
取
り
、『
カ
ン
パ
グ
ナ 

オ
ブ 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
』
中
に
あ
っ
て
、

ミ
ル
ト
ン
を
此
う
歌
っ
て
ゐ
る
の
も
相
応
し
い
思
ひ
出
草ぐ
さ

で
あ
る
。
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し
か
る
と
き 

ほ
ど
な
く

　
　

ガ
レ
リ
オ
は
己
が
迎
へ
し
客
に
つ
き
思
へ
ら
く
、

　
　

わ
が
名
を
海う
み
や
ま山
の
彼
方
に
撒
き
ち
ら
す

　
　

そ
の
人
の
手
を
ば
今
か
た
く
取
り
を
れ
る
な
り
と
、

こ
は
此
の
ソ
ネ
ッ
ト
の
五
六
七
行
の
模
倣
で
あ
る
。

　

十
行
目
のEm

ethian
は
マ
セ
ド
ニ
ア
ン
の
意
味
に
し
て
、
復
楽
園
の
三
巻
二
百
五
十
行
に
も
同
様
の
意
味
で
用
ひ
ら
れ
て
あ
る
。

今
此
の
ソ
ネ
ッ
ト
に
使
用
さ
れ
た
歴
史
的
古
事
の
説
明
を
簡
単
に
試
み
れ
ば
、
紀
元
前
三
百
三
十
三
年
に
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
帝
が
セ

ベ
ス
の
街
を
攻
略
し
た
時
、
伝
説
に
よ
る
と
詩
人
ピ
ィ
ン
ナ
ー
の
家
の
み
は
災
禍
の
難
を
許
さ
れ
た
と
あ
る
。
す
で
に
ミ
ル
ト
ン
の
時

代
に
あ
っ
て
は
ト
マ
ス 

マ
ジ
ス
タ
ー
の
ビ
タ 

パ
ン
ダ
リ
が
流
行
の
書
と
し
て
読
ま
れ
て
居
た
が
、
そ
の
書
に
あ
っ
て
は
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
の
代
り
に
、ラ
セ
デ
モ
ニ
ア
ン
ス
が
詩
人
の
家
を
救
っ
た
と
な
っ
て
居
る
。パ
チ
ソ
ン
は
此
の
書
が
確
に
ミ
ル
ト
ン
の
悩
中
に
あ
っ

て
最
初
の
詩
題
を
作
っ
た
と
云
っ
て
居
る
。
十
三
行
目
のElectra

は
ユ
ー
リ
ピ
デ
ス
が
紀
元
前
四
百
十
五
年
か
ら
四
百
十
三
年
に
懸

け
て
書
い
た
悲
劇
で
、
そ
の
中
に
現
れ
る
娘
デ
ラ
ホ
ラ
は
ホ
ー
マ
ー
以
外
ミ
ル
ト
ン
の
心
に
深
い
感
銘
を
残
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る

ら
し
い
。
一
千
七
百
八
十
九
年
ジ
ュ
ッ
ド
レ
ル
の
手
に
あ
っ
た
ポ
ー
ラ
ス 

ス
テ
ハ
ナ
ス
の
版
に
な
る
ユ
ー
リ
ピ
デ
ス
の
テ
キ
ス
ト
の

欄
外
に
は
、
ミ
ル
ト
ン
の
概
博
な
ギ
リ
シ
ャ
語
の
智
識
を
偲
ば
せ
得
る
書
き
入
れ
の
跡
が
あ
る
さ
う
で
あ
る
。
最
後
の
詩
句
は
次
の
如

き
伝
説
に
よ
る
。
即
ち
ラ
セ
デ
モ
ニ
ア
ン
ス
が
紀
元
前
四
百
四
年
ア
ゼ
ン
ス
に
攻
め
入
ら
う
と
し
た
時
に
開
い
た
評
議
の
折
柄
、
寄よ
せ
て手

の
者
の
意
見
区ま
ち
ま
ち々

に
し
て
、
或
者
は
此
の
街
を
荒
廃
に
化
せ
し
め
羊
の
牧
場
に
し
や
う
と
さ
へ
提
言
し
、
さ
て
は
諸
将
が
盃
を
あ
げ
て

前
祝
ひ
と
な
す
に
至
っ
た
。
そ
の
酒
宴
酣
た
け
な
わ

な
る
時
、
一
人
の
ホ
ー
シ
ス
人
が
立
ち
上
が
っ
て
か
の
エ
レ
ク
ト
ラ
の
合
唱
歌
の
完マ
マ

頭
を

歌
ひ
初
め
た
。
そ
の
詩
句
は
次
の
や
う
に
始
ま
っ
て
ゐ
る
。『
お
ゝ
ア
ガ
メ
ン
の
娘
よ
。
わ
れ
は
来
た
れ
り
…
…
…
』　

此
の
詩
の
朗
吟

に
よ
り
一
座
の
者
は
斯
か
る
気
高
き
詩
人
を
出
だ
せ
る
ア
ゼ
ン
ス
の
街
を
滅
ぼ
す
に
は
忍
び
ず
と
し
て
、
軍
を
修
め
退
い
た
と
、
ブ
ル

タ
ー
ク
の
物
語
が
伝
へ
て
居
る
。
こ
は
歴
史
的
根
拠
の
薄
い
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
麗
は
し
い
伝
説
で
あ
る
。
然
も
此
の
事
あ
っ
て
以
来
、



198

十
七
年
も
立
た
ぬ
う
ち
に
歴
史
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
帝
の
武
断
的
統
一
を
教
へ
、
詩
の
都
、
思
想
の
国
土
と
し
て
栄
え
た
ア
ゼ
ン
ス

の
街
も
落
ち
入
り
、
六
千
の
市
民
は
凶
刃
の
も
と
に
倒
れ
、
三
万
の
市
民
は
奴
隷
に
売
ら
れ
た
と
記
し
て
あ
る
は
、
正
に
美
と
現
実
の

痛
む
べ
き
争
闘
の
跡
と
見
做
し
得
る
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
兎
に
角
歴
史
上
の
根
拠
如い
か
ん何

は
別
問
題
と
し
て
、
巧た
く
み妙

に
斯
か
る
文
学

上
の
伝
説
、
挿
話
を
捕
へ
来
た
っ
て
、
己
が
環
境
の
写
実
を
的
確
な
ら
し
め
る
解
明
者
と
し
た
点
は
、
驚
く
べ
き
ミ
ル
ト
ン
の
技
巧
で

あ
る
。

　

第
四
章　

ソ
ネ
ッ
ト　

九
（
淑
女
を
歌
へ
る
）

　
　
　
　

SO
N

N
ET

 9.

　
　
　
　

T
o a lady.

　
　

Lady マ
マ! that in the prim

e of earliest youth

　
　

W
isely hast shunned the broad w

ay and the green,

　
　

A
nd w

ith those few
 art em

inently seen,

　
　

T
hat labour up the hill of heavenly truth,

　
　

T
he better part w

ith M
ary and w

ith Ruth

　
　

Chosen thou hast, and they that overw
een,

　
　

A
nd at thy grow

ing virtues fret their spleen,

　
　

N
o anger find in thee but pity and ruth.

　
　

T
hy care is fixed, and zealously attends

　
　

T
o fill thy odorous lam

p w
ith deeds of light,

　
　

A
nd hope that reaps not sham

e; therefore be sure,
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T
hou, w

hen the bridegroom
 w

ith his feastful friends
　
　

Passes to bliss at the m
id hour of night,

　
　

H
ast gained thy entrance, virgin w

ise and pure.

　
　
　
　

※
１
行
目　

Lady!

の!

が
な
い　

　
　

淑
女
よ
、
い
と
は
や
き
青
春
の
真
盛
り
に

　
　

賢さ
か

し
く
も
か
の
広
き
道
、
緑
な
す
地
を
避
け
て
は

　
　

天
な
る
真
理
の
岡
を

　
　

励
み
つ
登
り
行
く
此
等
め
だ
ち
て
見
ゆ
る
数
す
く
な
き
者
等
と

　
　

お
身
は
マ
リ
ヤ
、
ル
ツ
の
善
き
分
け
ま
へ
を
選
べ
り
。

　
　

か
く
て
も
や
誇
り
や
け
く
し
て
お
身
が
栄
え
ゆ
く
徳
操
に
、

　
　

面
白
か
ら
ぬ
心
の
剱つ
る
ぎ

を
磨
ぐ
輩
と
て
も

　
　

お
身
が
う
ち
に
は
憐あ
わ

れ
み
と
情な
さ
け

の
ほ
か

　
　

い
か
な
ら
ん
怒
の
影
を
も
た
づ
ね
得
じ
、

　
　

ま
こ
と
や
お
身
が
心こ
こ
ろ
づ
か労
ひ
は
至
り
つ
く
し
つ
、
匂
ひ
髙
き
燈
籠
に

　
　

恥
を
来
た
ら
せ
得
ぬ
光
は
た
希
望
の
業わ
ざ

も
て
油
み
た
さ
め
や
と
心
し
て
待
ち
か
ま
ふ
、

　
　

さ
こ
そ
あ
ら
め
花
婿
宴う
た
げ

の
友
を
伴
ひ
て
は

　
　

真
夜
中
よ
ろ
こ
び
に
入
ら
ん
と
す
る
と
き

　
　

必
ず
や
お
身
は
入
る
を
得
ん
、
あ
ゝ
賢さ
か

し
く
清
ら
げ
な
る
乙
女
。

　

此
の
詩
は
千
六
百
四
十
四
年
、
三
十
六
才
の
作
で
あ
る
。
す
で
に
ラ
イ
フ
の
研
究
に
於
て
述
べ
た
如
く
、
此
の
前
年
の
夏
理
由
定
か
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な
ら
ず
と
は
云
へ
（
一
説
に
は
父
の
借
し
つ
け
た
金
銭
を
徴
収
せ
ん
と
し
て
）
田
舎
に
小
旅
行
を
試
み
、負
債
関
係
の
あ
っ
た
リ
チ
ャ
ー

ド 
ポ
ー
エ
ル
の
娘
メ
リ
ー
を
迎
へ
戻
っ
て
、
ア
ル
ダ
ー
ス 

ゲ
ー
ト
の
家
に
お
き
結
婚
の
祭
典
を
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
の
家

庭
生
活
は
相
和
せ
ず
し
て
、
妻
は
夫
の
学
究
的
生
活
を
理
解
せ
ず
徒
い
た
づ
ら

に
鹿
つ
い
読
書
振
り
や
理
性
的
な
言
動
を
掻
き
口
説
き
、
夫
は

又
う
ら
若
い
花
嫁
の
希
望
や
空
想
を
度
外
視
し
た
の
で
あ
っ
た
。
故
に
結
婚
後
若い
く
ば
く干

も
な
く
メ
リ
ー
は
次
の
ミ
カ
エ
ル
マ
ス
に
立
ち
皈

る
と
約
束
し
て
家
を
出
た
き
り
郷
里
へ
逃
げ
戻
り
、
以
後
千
六
百
四
十
五
年
九
月
バ
ビ
カ
ン
に
於
て
彼
の
足
下
に
平
伏
し
寛
容
を
乞
ひ

求
む
る
に
至
る
迄
、
長
い
間
家
を
外
に
し
て
居
た
。
故
に
此
の
詩
は
妻
の
家
出
中
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
當
時
に
於
け
る
ミ
ル

ト
ン
の
一
面
を
現
せ
る
も
の
と
し
興
味
深
い
の
で
あ
る
。
兎
に
角
こ
れ
は
女
を
歌
っ
た
三
つ
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ 

ソ
ネ
ッ
ト
の
一
つ

で
あ
る
が
、
此
の
中
に
歌
は
れ
て
居
る
女
が
何な
に
び
と人

で
あ
る
か
は
歴
史
上
の
根
拠
を
欠
い
て
居
る
。
然
し
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
記
す
と
こ
ろ
に

よ
れ
ば
、
妻
に
捨
て
ら
れ
た
ミ
ル
ト
ン
が
憧
れ
て
結
婚
し
や
う
と
ま
で
考
へ
た
若
き
デ
ー
ビ
ス
婦
人
で
あ
る
と
か
。
即
ち
此
の
詩
に
称

揚
さ
れ
て
あ
る
婦
人
の
美
德
は
、
詩
人
が
己
が
妻
の
中
に
求
め
て
遂
に
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
。

　

此
処
に
一
言
し
て
を
き
た
い
の
は
本
研
究
の
方
針
と
し
て
、
な
る
べ
く
本
論
に
あ
っ
て
は
専
ら
作
品
そ
の
も
の
の
解
明
と
背
景
の
説

明
に
努
め
、
動や
や

主
観
的
な
批
評
や
詩
的
価
値
の
問
題
は
結
論
に
於
て
余
白
の
許
す
場
合
、
論
及
す
る
事
に
し
た
い
の
で
あ
る
。
が
今
少

し
く
批
評
を
試
む
れ
ば
、
此
の
詩
の
用
語
及
び
思
想
、
感
情
は
極
め
て
有
り
ふ
れ
た
卑
近
な
も
の
許
り
で
あ
る
と
は
云
へ
、
全
体
が
持

つ
効
果
は
可
成
り
強
い
も
の
で
あ
る
。
此
の
点
は
パ
チ
ソ
ン
も
力
説
す
る
と
こ
ろ
で
『
此
の
ソ
ネ
ッ
ト
は
ミ
ル
ト
ン
の
ソ
ネ
ッ
ト
に
関

し
て
一
般
が
称
へ
て
居
る
以
上
に
或
る
も
の
を
例
証
し
、
詩
の
セ
オ
リ
ー
を
暗
黙
の
中
に
示
し
て
居
る
。』
と
書
い
て
居
る
。
即
ち
真

実
な
経
験
の
暴
露
と
し
て
価
値
が
あ
り
尊
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
若
し
近
代
的
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
以
て
云
ひ
現
せ
ば
、
ミ
ル
ト
ン
の
態
度

は
印
象
的
主
観
描
写
法
で
あ
る
。
特
に
そ
れ
が
ソ
ネ
ッ
ト
に
於
て
明
亮
で
あ
る
。
然
し
ア
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
の
多
い
点
は
飽
迄
古
典
的
色

彩
を
免
れ
得
な
い
。
そ
れ
に
加
へ
て
余
り
に
概
博
す
ぎ
た
詩
人
の
智
力
が
現
れ
す
ぎ
て
居
る
厭
ひ
が
あ
る
。
斯
か
る
印
象
は
我
等
が
失

楽
園
の
大
作
を
讀
む
時
に
も
感
じ
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
ら
う
か
。

　

さ
て
此
の
詩
全
体
は
非
常
に
聖
書
気
分
を
濃
厚
に
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
マ
リ
ヤ
、
ル
ツ
及
び
、
匂
ひ
高
き
灯
籠
等
、
中
に
も

十
二
行
の
花
婿
の
比
喩
の
如
き
は
有
名
な
新
約
の
寓
話
で
あ
る
。
譬
へ
ば
二
行
目
の
『
広
き
道
』
の
如
き
は
マ
タ
イ
傳
七
章
十
三
節
の
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『
狭
き
門
よ
り
入
れ
。
滅
び
に
至
る
門
は
大
き
く
、
そ
の
道
は
広
く
そ
れ
よ
り
入
る
も
の
多
し
。』
よ
り
、
又
十
一
行
目
のH

ope that 

reaps not sham
e

は
ロ
ー
マ
書
五
章
五
節
の
『
希
望
は
恥
を
来
た
ら
せ
ず
、
我
等
に
た
ま
ひ
た
る
聖
霊
に
よ
り
て
神
の
愛
我
等
の
心

に
注
げ
ば
な
り
。』
よ
り
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
五
行
目
と
八
行
目
が"ruth"

で
相
韻
し
て
ゐ
る
の
は
、
近
代
英
国
作
韻
法
で
は
最
も

忌
み
厭
ふ
と
こ
ろ
で
、
特
に
ソ
ネ
ッ
ト
の
如
き
厳
格
な
形
式
中
に
あ
っ
て
は
尚
更
で
あ
る
が
、
古
代
に
あ
っ
て
は
許
さ
れ
て
を
り
、
ド

ラ
イ
デ
ン
、
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
、
及
び
ダ
ン
テ
す
ら
『
新
生
』
に
於
て
用
ひ
て
居
る
。
二
行
目
に
戻
っ
て"the green"

の
吟
味
に
移

る
が
、
何
故
に
ミ
ル
ト
ン
が
誤
れ
る
悪
し
き
道
を
そ
う
呼
ん
だ
の
か
は
解
ら
な
い
。
イ
ル 

ペ
ン
セ
ロ
ソ
ー
の
六
十
六
行
に
も
『
乾
け

る
柔
か
に
刈
り
取
ら
れ
し
緑
の
草
地
の
上
を
歩
む
は
楽
し
』
と
あ
り
、
又
ラ
レ
グ
ロ
ー
五
十
八
行
に
あ
っ
て
も
歌
は
れ
て
居
る
。
シ
ェ

レ
ー
も
そ
の
ソ
ネ
ッ
ト
中
に
於
て
『
人
生
の
緑
な
す
樂
し
き
道
を
斯
か
る
速
や
け
き
足
も
て
踏
み
つ
け
よ
。』
と
書
い
て
居
る
。
六
行

目
の"overw

een"

は
ミ
ル
ト
ン
の
好
ん
で
用
ひ
た
字
句
の
一
つ
で
、
ト
ッ
ド
は
失
楽
園
の
十
巻
八
百
七
十
八
行
及
び
復
楽
園
の
一
巻

百
四
十
七
行
及
び
散
文
作
品（
千
六
百
九
十
八
年
版
）の
一
巻
百
四
十
一
頁
二
巻
百
十
五
頁
に
も
同
じ
用
語
が
あ
る
事
を
指
摘
し
て
居
る
。

　

第
五
章　

ソ
ネ
ッ
ト　

十
（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト 
レ
イ
夫
人
へ
）

　
　
　
　

SO
N

N
ET

 10.

　
　
　
　

T
o the lady M

argaret Ley.

　
　

D
aughter to that good Earl, once president

　
　

O
f England's coun

マ
マ

sil, and her treasury,

　
　

W
ho lived in both unstained w

ith gold or fee,

　
　

A
nd left them

 both, m
ore in him

self content,

　
　

T
ill the sad breaking of that parliam

ent

　
　

Broke him
, as that dishonest victory
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A
t Cha

マ
マ

eronea, fatal to liberty,　
　

　
　

K
illed w

ith report that old m
an e

マ
マ

poquent.

　
　

T
hough later born than to have know

n the days,

　
　

W
herein your father flourished, yet by you,

　
　

M
adam

, m
ethinks I see him

 living yet;

　
　

So w
ell your w

ords his noble virtued praise,

　
　

T
hat all both judge you to relate them

 true,

　
　

A
nd to posse

マ
マ

s them
, honour

マ
マ

d M
argaret.

　
　
　
　

※
２
行
目　

counsil
→council

　
　
　
　

※
７
行
目　

Chaeronea
→Chæ

ronea 

　
　
　
　

※
８
行
目　

epoquent

→eloquent

　
　
　
　

※
14
行
目 posses 

→ possess 

　
　
　
　
　
　
　
　

 honourd

→honoured

　
　

曾
て
は
英
国
参
事
会
の
議
長
ま
た
大
蔵
卿
と
、

　
　

黄
金
と
捧
給
の
穢
れ
な
く
し
て
官
界
に
生
き
、

　
　

然
も
そ
れ
ら
を
己
が
満
足
の
う
ち
に
打
ち
捨
て

　
　

悲
し
む
べ
き
議
会
解
散
後
は

　
　

自
由
の
致
命
傷
た
る
か
の
ケ
ロ
ー
ニ
ア
の
恥
多
き
勝
利
が

　
　

年と
し

老
へ
る
雄
辨
の
人
を
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そ
の
報
知
も
て
落
命
せ
し
め
し
ご
と
、

　
　

遂
に
命
に
ま
で
か
ゝ
は
る
に
至
れ
る
、
善
き
伯
爵
の
娘
よ
。

　
　

お
身
は
父
の
と
き
め
き
し
日
を
知
ら
ん
に
は
よ
し
な
く

　
　

遅
き
生
れ
な
り
と
は
云
へ
、
お
身
に
よ
り

　
　

夫
人
よ
、
わ
れ
な
ほ
亡
き
人
の
生
け
る
を
見
る
が
如
き
心
地
す
、

　
　

か
く
て
も
や
お
身
が
言
葉
は
か
の
人
の
気
髙
き
徳
を
あ
が
め
、

　
　

そ
を
お
身
を
品
さ
だ
む
る
諸も
ろ
び
と人
が
真ま
こ
と実
な
り
と
語
り

　
　

か
つ
所
有
す
る
に
至
れ
る
貴
む
べ
き
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
よ
。

　

此
の
頭か
し
ら
が書

き
は
千
六
百
四
十
五
年
及
び
千
六
百
七
十
三
年
の
版
に
は
現
れ
て
居
な
い
。
作
詞
は
千
六
百
四
十
四
年
か
ら
五
年
に
懸
け

た
間
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
ソ
ネ
ッ
ト
「
九
」
と
同
じ
く
妻
の
家
出
中
で
あ
る
ら
し
い
。
ミ
ル
ト
ン
は
そ
の
独
身
の
淋
し
い
生
活
に

あ
っ
て
、
折
節
此
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト 

レ
イ
を
訪
れ
る
事
を
重
な
る
慰
め
と
し
て
居
た
ら
し
く
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
も
そ
れ
を
力
説
し
、
時

刻
も
夜
だ
っ
た
と
書
き
残
し
て
居
る
。
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト 
レ
イ
は
賢さ
か

し
い
才
気
煥
発
と
云
っ
た
風
の
性
質
で
、ミ
ル
ト
ン
は
此
の
ソ
ネ
ッ

ト
の
最
末
に
歌
っ
て
居
る
如
く
非
常
に
尊
敬
し
て
居
た
。
そ
の
夫
た
る
キ
ァ
プ
テ
ン 

ホ
ブ
ソ
ン
も
又
行
き
と
ど
い
た
好
神
士
で
、
ミ

ル
ト
ン
と
の
交
情
を
い
た
く
喜
ん
で
居
た
。
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
父
は
千
五
百
五
十
二
年
に
生
れ
た
ゼ
ー
ム
ス 

レ
イ
と
云
ひ
、
ミ
ル
ト

ン
の
歌
へ
る
如
く
千
六
百
二
十
二
年
に
は
大
蔵
卿
に
、
二
十
八
年
に
は
参
事
会
議
長
に
進
み
、
又
同
年
に
は
マ
ー
ル
ボ
ー
の
伯
爵
と
な

り
、
千
六
百
二
十
九
年
に
没
し
た
。
時
に
七
十
七
才
で
あ
っ
た
。
一
族
の
者
は
そ
の
死
因
を
宮
廷
に
採
用
さ
れ
た
政
策
に
対
す
る
失
意

と
、
一
つ
に
は
新
議
会
の
急
激
な
解
散
の
爲
に
早
め
ら
れ
た
と
信
じ
て
居
る
。
此
の
辺
の
委
し
い
消
息
は
、
ク
ラ
レ
ン
ド
の
歴
史
に
現

れ
て
居
る
。

　

用
語
と
し
て
は
六
行
目
に"dishonest"

が
あ
る
が
、
こ
は
註
釈
を
見
る
と
ラ
テ
ン
語
の"inhonestus"

の
意
味
で
辞
書
を
引
く
と
、

"disgrace,sham
e"

と
訳
が
与
へ
ら
れ
て
あ
る
。
だ
か
ら
私
は
『
恥
多
き
勝
利
』
と
訳
し
て
み
た
。
七
行
目
の"Chaeronea"

は
紀
元
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前
三
百
三
十
八
年
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
爲
に
ア
ゼ
ン
ス
と
テ
べ
ス
の
連
合
軍
が
破
ら
れ
た
と
云
ふ
古
戦
場
で
あ
る
。
此
れ
に

続
い
た
九
行
目
の"O

ld m
an eloquent"

は
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
指
す
も
の
に
し
て
、
九
十
九
才
の
折
ケ
ロ
ー
ニ
ア
の
敗
戰
の
報
が
ア

ゼ
ン
ス
に
達
し
た
の
ち
四
日
に
し
て
死
ん
だ
と
云
ふ
伝
説
を
、
此
れ
も
千
六
百
二
十
九
年
三
月
十
日
の
議
会
解
散
後
四
日
に
し
て
死
ん

だ
ゼ
ー
ム
ス 
レ
イ
と
比
較
し
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
此
の
ソ
ネ
ッ
ト
は
第
九
と
同
じ
く
妻
に
捨
て
ら
れ
た
ミ
ル
ト
ン
の
胸
中
に
往

来
せ
る
感
情
の
反
響
と
見
る
場
合
に
非
常
な
興
味
を
感
ず
る
の
で
、
特
に
そ
の
間
離
婚
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
第
一
が
す
で
に
出
版
さ
れ

て
居
た
事
を
思
ひ
合
せ
る
時
尚
更
で
あ
る
。
剛
健
で
非
常
に
理
智
的
な
ミ
ル
ト
ン
の
中
に
も
異
性
に
對
す
る
熱
愛
が
奥
深
く
に
潜
ん
で

居
て
、
そ
れ
が
己
の
妻
に
よ
っ
て
満
足
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
暁
、
此
等
の
ソ
ネ
ッ
ト
に
歌
は
れ
た
二
人
の
女
性
に
注
が
れ
た
の
は
、
実

に
深
い
感
銘
を
覚
え
ず
に
は
を
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
我
等
は
此
等
の
詩
の
男
性
的
な
率
直
で
鹿
つ
い
表
現
の
中
に
豊ゆ
た
か

な
人
間
味

や
愛
情
、
涙
と
云
っ
た
も
の
を
訪
ね
あ
て
や
う
で
は
な
い
か
。

　

第
六
章　

ソ
ネ
ッ
ト　

十
一
（
わ
れ
或
る
論
文
を
書
け
る
に
侮
蔑
伴
ひ
た
れ
ば
そ
れ
を
歌
ふ
。）

　
　
　
　
　

ソ
ネ
ッ
ト　

十
二
（
同
じ
題
目
に
て
）

            SO
N

N
ET

 11.

            O
n the detraction w

hich follow
ed upon m

y w
riting certain treatises.

　
　

A
 book w

as w
rit of late called 'T

etrach

マ
マ

rdon, '

　
　

A
nd w

oven close, both m
atter, form

, and style;

　
　

T
he subject new

; it w
alked the tow

n a w
hile,

　
　

N
um

bering good intellects; now
 seldom

 pored on.

　
　

Cries the stall-reader,'Bless us ! w
hat a w

ord on

　
　

A
 tit マ

マ

tle-page is this ! '; and som
e in file
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Stand spelling false, w
hile one m

ight w
alk to m

ile-
　
　

End green. W
hy is it harder, sirs, than Gordon,

　
　

Colkitto, o

マ
マf M

acdonnel, o

マ
マf Gallasp?

　
　

T
hose rugged nam

es to our like m
ouths grow

 sleek,

　
　

T
hat w

ould have m
ade quintilian stare and gasp.

　
　

T
hy age like ours, o soul of Sir John Cheek,

　
　

H
ated not Learning w

orse than toad or asp,

　
　

W
hen thou taughte マ

マst Cam
bridge and king Edw

ard Greek.

　
　
　
　

※
１
行
目　

T
etrachrdon

→T
etrachordon

　
　
　
　

※
６
行
目　

tittle

→title

　
　
　
　

※
９
行
目　

of

→or

（
二
カ
所
）

　
　
　
　

※
14
行
目　

taughtest 

→ taught'st            

　
　
　
　

SO
N

N
ET

 12.

　
　
　
　

O
n the sam

e.

　
　

I did but prom
pt the a

マ
マ

fe to quit their clogs 

　
　

By the know
n rules of ancient liberty,

　
　

W
hen straight a barb マ

マrous noice environs m
e

　
　

O
f ow

ls and cuckoos, asses, apes, and dogs:

　
　

A
s w

hen those hinds that w
ere transform

ed to frogs 

　
　

Railed at Latona's tw
inborn progeny,



206

　
　

W
hich after held the sun and m

oon in fee.
　
　

But this is got by casting pearl to hogs;

　
　

T
hat baw

l for freedom
 in their senseless m

ood,

　
　

A
nd still revolt w

hen truth w
ould set them

 free.

　
　

Licence they m
ean w

hen they cry liberty;

　
　

For w
ho loves that, m

ust first be w
ise and good;

　
　

But from
 that m

ark how
 far they rove w

e see,

　
　

For all this w
aste of w

ealth, and loss of blood.

　
　
　
　

※
１
行
目　

afe

→age

　
　
　
　

※
３
行
目　

barb マ
マrous

→barbarous

　
　

先
頃
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
ン
と
呼
ば
れ
し
書
物
に
か
ゝ
れ
し
に

　
　

材
料
、
形
式
、
文
体
し
っ
く
り
と
織
り
な
さ
れ

　
　

そ
の
主
題
ま
た
新
し
く
し
て
優
れ
た
る
智
者
を
集
め
つ

　
　

し
ば
し
が
ほ
ど
は
街
に
喧
し
か
り
し
が
、
今
や
見
る
も
の
も
な
し
、

　
　

愚
鈍
な
る
読
者
は
叫
び
て
曰
く
、『
あ
ゝ
恵
み
を
。
こ
れ
は
ま
た
何
と
云
ふ
言
葉
が
表
題
の
扉
に
あ
る
こ
と
ぞ
』
と
、

　
　

し
か
も
或
者
は
一
哩
な
る
草
原
を

　
　

歩
み
得
ん
ま
に
偽
の
文
字
を
綴
り
つ
ゝ
並
び
た
ち
ぬ
。

　
　

そ
も
諸
君
、
何
の
ゆ
ゑ
を
以
て
概
書
が
ゴ
ル
ド
ン
、
コ
ル
キ
ッ
ト
ー
、
マ
ケ
ド
ネ
ル
、

　
　

さ
て
は
ガ
ラ
ス
プ
よ
り
も
頑
強
な
る
や
。
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さ
あ
れ
呆
れ
し
眼ま
な
ざ
し差
、
大お
お
ぐ
ち口
を
開
か
ん
や
も
は
か
ら
れ
ざ
る
此
等
の
荒
き
名
も
、

　
　

我
等
が
輩
の
口
に
か
か
ら
ん
か
。
滑な
め
ら

か
な
も
の
と
こ
そ
な
れ
。

　
　

お
ゝ
、
サ
ー 

ジ
ョ
ン 

チ
ー
ク
の
霊
よ
、
我
等
の
時
代
の
ご
と
汝な

が

　
　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
、
さ
て
は
主
、
エ
ド
ワ
ー
ド
に
ギ
リ
シ
ャ
語
を
教
へ
し
か
の
時
代
も
、

　
　

学
問
を
蟇
、
毒
蛇
よ
り
悪
し
き
と
て
憎
悪
は
せ
ざ
り
し
も
の
を
。

                           

              

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
○
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　

わ
れ
た
だ
憶
す
る
と
こ
ろ
な
く
人
も
知
る
古
き
自
由
の
法
則
も
て

　
　

彼
等
が
妨
害
物
を
う
ち
捨
て
し
め
ん
と
こ
そ
せ
る
に
、

　
　

た
ち
ま
ち
梟
、
杜
鵑
、
騾
馬
、
猿
、
犬
に
い
た
る
ま
で
荒あ
ら

く
れ
て
喚
き
わ
れ
を
取
り
巻
く
、

　
　

そ
は
恰
も
蛙
に
変
ぜ
ら
れ
し
か
の
農
夫
等
が

　
　

後の
ち

に
は
日
輪
と
月
を
領
土
に
と
受
け
つ
げ
る

　
　

レ
ト
ナ
の
二ふ
た
ご子

を
嘲
り
し
時
の
ご
と
く
な
り
き
。

　
　

さ
れ
ど
わ
が
場
合
は
愚
か
し
き
気
紛
れ
に
て
自
由
を
怒
号
し

　
　

た
と
へ
真
理
が
彼
等
を
自
由
な
ら
し
め
し
暁
に
も
尚
反
抗
す
る
、

　
　

豚
の
群
に
真
珠
を
投
げ
与
へ
し
こ
と
に
よ
り
て
ま
ね
か
れ
た
り
、

　
　

彼
等
が
自
由
を
叫
ぶ
時
、
そ
は
破
格
権
を
意
味
す
な
り
、

　
　

ま
こ
と
や
そ
を
愛
す
る
も
の
は
先
づ
賢さ
か

し
く
善
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に

　
　

さ
れ
ど
い
か
ば
か
り
そ
の
善
き
印し
る
し

よ
り
遠
く

　
　

彼
等
の
へ
だ
た
り
あ
る
や
、
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わ
れ
そ
を
総
て
こ
の
富
の
浪
費
、
人
血
の
消
尽
の
ゆ
ゑ
も
て
見
る
な
り
。

　

ソ
ネ
ッ
ト
十
一
、十
二
は
同
じ
題
目
を
歌
へ
る
も
の
な
る
故
に
、
此
等
に
は
両
者
を
纏
め
て
研
究
す
る
事
と
し
た
。
此
等
の
詩
は
ミ

ル
ト
ン
の
第
二
の
詩
集
た
る
千
六
百
七
十
三
年
版
に
初
め
て
現
れ
て
居
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
千
六
百
四
十
五
版
の
印
刷
後
に
作
詞
さ

れ
た
も
の
と
見
て
差
し
支
へ
な
く
、
両
者
と
も
パ
チ
ソ
ン
に
よ
る
と
千
六
百
四
十
五
年
か
ら
六
年
へ
懸
け
て
の
作
品
で
あ
る
ら
し
い
。

『
或
る
論
文
』
と
は
千
六
百
四
十
三
年
に"T

he doctrine and discipline of divorce restored to the good of both sexes"

と

云
ふ
表
題
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
公
に
し
た
が
、
ピ
ュ
リ
タ
ン
や
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
の
社
会
よ
り
非
常
な
る
攻
撃
を
受
け
、
書
中
の
離

婚
に
対
す
る
自
由
思
想
は
一
般
の
物
議
を
醸
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ミ
ル
ト
ン
は
其
等
の
轟
々
た
る
世
論
の
的
と
な
り
な
が
ら
辟

易
す
る
ど
こ
ろ
か
、
反
っ
て
勇
敢
に
も
そ
の
中
に
突
入
し
、
最
初
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
論
旨
を
反
復
し
、
更
に
強
く
三
種
の
論
文
を
公

表
す
る
に
至
っ
た
そ
れ
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
今
其
等
の
題
目
を
あ
ぐ
れ
ば
、

　
（
１
） T

he judgm
ent of m

artin bucer concerning divorce.

　
（
２
） T

etrachordon: expositions upon the four chief places of scripture w
hich treat of m

arriage.

　
（
３
） Colasterion.

で
、
最
後
の
二
ツ
は
纏
め
て
一
と
し
、
千
六
百
四
十
五
年
の
三
月
の
四
日
に
出
版
さ
れ
て
居
る
。
マ
ッ
ソ
ン
の
説
に
よ
る
と
、
此
の
風

変
り
な
る
離
婚
の
教
義
は
社
会
の
驚
愕
を
惹
起
し
、
各
刊
行
物
を
通
し
て
攻
撃
さ
れ
、
治
安
法
に
触
れ
ん
と
す
る
危
険
も
あ
っ
た
程
で

あ
る
。
マ
ッ
ソ
ン
は
更
に
語
を
継
い
で
此
の
二
つ
の
ソ
ネ
ッ
ト
は
妻
メ
リ
ー
が
す
で
に
家
出
の
詑
を
な
し
許
さ
れ
て
和
解
が
成
立
し
た

後
、
即
ち
実
際
上
か
ら
見
て
も
離
婚
云
々
の
必
要
な
く
、
個
人
的
興
味
か
ら
見
て
も
作
意
の
熱
情
が
冷
却
せ
ん
と
し
つ
ゝ
あ
っ
た
折
だ

と
記
し
て
居
る
が
、
此
の
点
は
伝
記
記
者
中
に
あ
っ
て
も
異
論
あ
る
模
様
で
あ
る
。
此
処
に
は
煩
鎖
を
避
け
て
唯
如
何
に
ミ
ル
ト
ン
の

詩
が
実
生
活
と
有
機
的
関
係
に
あ
っ
た
か
を
銘
記
す
る
に
止と
ど

め
た
い
。　

　

ソ
ネ
ッ
ト
十
一
の
一
行
目
に
あ
る
テ
ト
ラ 

コ
ル
ド
ン
は
ギ
リ
シ
ャ
語
でT

he four-stringed
の
意
味
を
持
ち
、
そ
れ
を
ミ
ル
ト
ン



【資料紹介】岩橋武夫の卒業論文「ミルトンのソネット研究」（一）

209

は
聖
書
よ
り
の
四
ケ
所
の
引
用
句
に
も
ぢ
っ
て
用
ひ
た
も
の
で
あ
る
。
八
行
目
の
ゴ
ル
ド
ン
、
コ
ル
キ
ッ
ト
ー
、
マ
ケ
ド
ネ
ル
、
又

は
ガ
ラ
ス
プ
な
ど
此
等
の
個
有
名
詞
は
モ
ン
ト
ロ
ー
ス
の
配
下
に
あ
っ
て
、
千
六
百
四
十
四
年
か
ら
五
年
の
戦
役
に
指
揮
者
だ
っ
た

連
中
で
あ
る
。
マ
ッ
ソ
ン
に
よ
る
と
、
ゴ
ル
ド
ン
又
は
ゲ
オ
ル
ゲ
ー
は
ハ
ン
ト
リ
ー
侯
爵
の
長
子
で
、
他
の
三
つ
の
名
は
同
じ
人
物

即
ち
若
き
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー 

マ
ク
ド
ー
ナ
ル
ド
、
俗
に
云
ふ
若
き
コ
ル
キ
ッ
ト
ー
の
事
で
あ
る
。

　

ソ
ネ
ッ
ト
十
二
の
四
行
目
に
は
梟
、
杜
鵑
、
驢
馬
、
猿
、
犬
な
ど
の
動
物
名
が
並
べ
ら
れ
て
我
等
の
注
意
を
引
く
が
、
パ
チ
ソ

ン
の
説
に
よ
る
と
此
れ
は
イ
ス
パ
ニ
ア
に
居
た
ロ
ー
プ 

ド 

ベ
ー
ガ
と
云
ふ
詩
人
が
、
幼
年
時
代
に
犬
や
猿
や
そ
の
他
怪
物
に
取
り

巻
か
れ
た
人
を
現
し
た
絵
を
描
い
た
さ
う
で
、
そ
の
絵
を
ミ
ル
ト
ン
が
見
た
か
又
は
人ひ
と
づ
て伝
に
聞
い
た
ら
し
い
節
が
多
い
と
は
単
な
る

想
像
で
は
な
い
。
五
行
目
の"transform

ed to frogs, "

の
伝
説
は
オ
ビ
ッ
ド
に
よ
っ
て
歌
は
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
一
つ
で
あ
る

が
、
今
そ
れ
を
踈
述
し
て
み
や
う
。
レ
ト
ナ
ー
は
レ
ー
ト
ー
と
も
云
ひ
、
コ
ー
エ
ラ
ス
と
フ
ォ
エ
ー
ベ
ー
の
間
に
生
れ
た
闇
の
女
神
で
、

そ
の
眉み

め目
麗
は
し
き
為
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー
に
愛
さ
れ
ア
ポ
ロ
と
ダ
イ
ア
ナ
の
二
神
を
産
む
に
至
っ
た
（
ア
ポ
ロ
は
太
陽
の
男
神
、
ダ
イ

ア
ナ
は
月
の
女
神
と
し
て
詩
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
。）
然
る
に
、
嫉
妬
深
い
ジ
ュ
ー
ノ
ー
は
レ
ト
ナ
ー
を
地
上
に
追
放
し
、
剰
へ
命
じ

て
若
し
地
に
住
む
生
物
の
中
に
て
、
レ
ト
ナ
ー
に
憐
み
又
は
救
ひ
を
寄
す
る
も
の
あ
れ
ば
厳
刑
に
処
す
る
旨
を
云
ひ
渡
し
た
。
斯
く

し
て
疲
れ
果
て
た
哀
れ
な
レ
ト
ナ
ー
は
饑
渇
に
苦
し
み
つ
ゝ
池
に
近
づ
き
水
を
飲
ま
ん
と
し
た
が
、
居
合
せ
た
リ
シ
ア
の
農
夫
達
は

ジ
ュ
ー
ノ
ー
の
報
仇
を
恐
れ
て
レ
ト
ナ
ー
を
立
ち
去
ら
し
め
ん
と
一
工
夫
を
案
じ
、
池
に
飛
び
込
み
水
を
掻
き
廻
し
飲
め
ぬ
や
う
に

濁
し
て
仕
舞
っ
た
。
苦
し
み
極
ま
っ
て
レ
ト
ナ
ー
は
大
声
に
祈
り
農
夫
達
を
呪
っ
た
。
此
れ
を
見
た
ジ
ュ
ピ
タ
ー
は
憐
愍
の
情
に
堪

へ
か
ね
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
農
夫
達
を
大
き
な
青
蛙
に
変
ぜ
し
め
た
。
此
れ
を
ミ
ル
ト
ン
が
用
ひ
た
の
で
あ
る
。
九
行
目
の
説
明
に
パ

チ
ソ
ン
はdoctrine and discipline 

（
プ
ロ
ー
ズ 

ワ
ー
ク
の
二
巻
六
頁
）
中
の
句
を
引
用
し
て
此
れ
と
対
象
さ
せ
、
又
復
楽
園
の
三

巻
四
十
九
行
に
も
同
様
の
思
想
が
現
さ
れ
て
居
る
と
云
ふ
が
、
此
処
に
て
は
此
れ
以
外
の
説
明
は
省
く
つ
も
り
で
あ
る
。
十
二
行
目

の"W
ho loves that m

ust first be w
ise and good "

は
テ
ナ
ー 

オ
ブ 

キ
ン
グ
ス
（
プ
ロ
ー
ズ 

ワ
ー
ク
の
二
巻
四
百
五
十
頁
）

の
中
に
同
意
義
の
文
句
が
見
出
さ
れ
る
。『
何
人
も
身
自
ら
善
き
人
に
な
ら
ず
し
て
い
か
で
か
心
よ
り
自
由
を
愛
し
得
べ
き
。
此
れ
以

外
の
も
の
は
自
由
を
愛
せ
ず
し
て
暴
君
の
も
と
に
於
け
る
天
地
と
放
逸
よ
り
以
上
の
も
の
は
決
し
て
持
つ
事
な
き
破
格
権
を
愛
す
る
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に
過
ぎ
ず
。』
要
す
る
に
此
の
二
つ
の
ソ
ネ
ッ
ト
の
如
き
も
、
一
見
し
か
く
し
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
及
び
十
九
世
紀

の
浪
漫
派
詩
人
達
の
流
麗
に
し
て
温
雅
な
る
詩
調
に
比
ぶ
る
時
、
動や
や

も
す
る
と
詩
的
価
値
を
云
々
し
た
が
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
一
派
の
批
評

家
も
あ
る
模
様
で
あ
る
が
、
精
細
に
分
析
吟
味
し
て
読
め
ば
深
い
感
情
の
表
現
を
味
ひ
得
べ
く
、
恋
歌
と
し
て
の
ソ
ネ
ッ
ト
を
各
範
囲

に
用
ひ
や
う
と
し
た
ミ
ル
ト
ン
の
努
力
を
大
い
に
見
留
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
故
に
叙
情
纏
緜
と
し
て
尽
き
ず
と
云
っ
た
風
の
女

性
美
に
対
し
、
此
れ
は
男
性
美
の
現
れ
と
云
ひ
得
ら
れ
る
や
う
な
気
が
す
る
。

　

第
七
章 

ソ
ネ
ッ
ト
十
三
（
長
期
議
会
の
も
と
に
於
け
る
良
心
の
強
制
者
を
歌
へ
る
。）

　
　
　
　

SO
N

N
ET

  13.

　
　
　
　

O
n the new

 forcers of conscience, under the Long Parliam
ent.

　
　

Because you have throw
n off your pra マ

マlate lord,

　
　

A
nd w

ith stiff vow
s renounced his liturgy,

　
　

T
o seize the w

idow
ed w

hore plurality

　
　

From
 them

 w
hose sin ye envied, not abhorred;

　
　

D
are ye for this adjure the civil sw

ord

　
　

T
o force our consciences that c

マ
マ

an set free,

　
　

A
nd ride us w

ith a classic hierarchy

　
　

T
aught ye by m

ere A
.S., and Rutherford?

　
　

M
en, w

hose life, learning, faith, and pure intent,

　
　

W
ould have been held in high esteem

 w
ith Pan マ

マl,

　
　

M
ust now

 be nam
ed and printed heretics
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By shallow
 Edw

are

マ
マ

s and Scotch w
hat d'ye cal マ

マ

l:
　
　

But do w
e hope to find out all your tricks,

　
　

Y
our plots and packing, w

orse than those of T
rent;

　
　

T
hat so the parliam

ent

　
　

M
ay, w

ith their w
ho

マ
マ

olesom
e and preventive shears,

　
　

Clip your phylacteries, though ba マ
マlk your ears,

　
　

A
nd succour our just fears,

　
　

W
hen they shall red this clearly in your charge,

　
　

N
ew

 presbyter is but old priest w
rit large.

　
　
　
　

※
１
行
目　

pralate

→prelate 

　
　
　
　

※
６
行
目　

can

で
な
くChrist
で
あ
る

　
　
　
　

※
10
行
目　

Panl

→Paul

　
　
　
　

※
12
行
目　

Edw
ares

→Edw
ards  call 

はcall! 

と
な
っ
て
い
る
。　

　
　
　
　

※
16
行
目　

w
hoolesom

e

→w
holesom

e

　
　
　
　

※
17
行
目　

balk

→baulk

　
　

憎
悪
せ
ざ
る
の
み
か
、
反
っ
て
そ
の
罪
を
羨
む
者
等
よ
り

　
　

寡や
も
め婦
な
る
多
く
の
淫い
ん
ぽ
ん
を
ん
な

奔
女
を
捕
へ
ん
と
、

　
　

汝な

が
大
僧
正
を
投
げ
捨
て

　
　

頑
固
な
る
誓
も
て
そ
が
祈
祷
書
を
も
う
ち
捨
て
し
が
ゆ
ゑ
に
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汝
等
は
あ
へ
て
そ
が
た
め
自
由
な
ら
し
め
得
べ
き
我
等
が
良
心
を

　
　

匡き
ょ
う
せ
い正

す
る
内
乱
の
剱つ
る
ぎ

を
と
が
め

　
　

以
て
単
な
る
エ
イ
、
エ
ス
や
ル
ー
サ
ー
フ
ォ
ー
ド
に
よ
り
て
教
へ
ら
れ
し
、

　
　

陳
腐
極
ま
る
教
政
も
て
我
等
を
統
御
せ
ん
と
や
す
る
か
。

　
　

そ
の
生
活
、
学
識
、
信
仰
、
そ
の
純
潔
な
る
熱
意
の
高
き
価
値
を
ポ
ウ
ロ
と
並
び
保た
も

た
れ
し
な
ら
ん
人
々
が

　
　

浅
薄
な
る
エ
ド
ワ
ー
ド
輩
や
、
汝
等
が
呼
ぶ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
輩や
か
ら

に
よ
り
て
、

　
　

今
や
名
付
け
ら
れ
印
刷
さ
れ
て
、
異
端
者
よ
ば
は
り
さ
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
は
、

　
　

さ
れ
ど
我
等
は
死
者
の
三
十
日
祭
よ
り
も
悪
し
き

　
　

汝
等
が
策
略
、
計
画
、
防そ
な
へ備
ぶ
り
を
見
破
ら
い
で
は
を
く
べ
き
、

　
　

さ
こ
そ
議
会
が

　
　

そ
の
健
全
に
し
て
防そ
な
へ備
よ
ろ
し
き
鋏
も
て

　
　

耳
を
避
け
る
と
も
汝な

が
般ま

よ

け
若
経
を
ち
ぎ
り
取
り

　
　

我
等
が
ま
こ
と
な
る
恐
怖
を
和
げ
ん
こ
と
を
願
ふ
。

　
　

汝な

が
叱
責
の
う
ち
に
こ
を
明あ
き
ら
か亮

に
彼
等
読
む
と
き

　
　

新
し
き
長
プ
レ
ス
ビ
ー
タ
ー
老
と
は
、
た
だ
古
き
祭プ
リ
ー
ス
ト司
の
ギ
リ
シ
ャ
風
に

　
　

誇
大
化
さ
れ
し
に
す
ぎ
ざ
る
な
り
。

　

此
の
ソ
ネ
ッ
ト
は
千
六
百
四
十
六
年
、
三
十
八
才
の
作
で
あ
る
。
マ
ッ
ソ
ン
は
前
記
の
詩
と
同
日
に
書
か
れ
た
と
見
て
差
し
支
へ
な

く
、
若
し
然
ら
ず
は
四
十
七
年
な
ら
ん
と
云
っ
て
居
る
。
元
来
此
の
ソ
ネ
ッ
ト
は
問
題
の
作
品
に
し
て
批
評
家
の
意
見
も
多
い
模
様

で
あ
る
が
、
マ
ッ
ソ
ン
は
此
れ
を
一
つ
の
独
立
せ
る
ソ
ネ
ッ
ト
と
見
做
さ
ず
、
そ
の
詩
集
中
に
番
号
も
付
け
ず
ソ
ネ
ッ
ト
十
二
の
次
に

附
属
さ
せ
て
居
る
。
又
、
ト
ッ
ド
の
如
き
は
そ
の
千
八
百
九
年
編
纂
の
詩
集
中
に
此
れ
を
ソ
ネ
ッ
ト
の
部
類
よ
り
除
外
さ
へ
し
て
居
る
。
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斯
く
の
如
く
に
し
て
詩
形
上
よ
り
見
て
奇
怪
な
る
奇
形
児
で
あ
る
か
の
如
き
論
難
も
少
く
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
パ
チ
ソ
ン
は
研
究

の
結
果
、
新
し
い
見
解
を
立
て
ゝ
大
い
に
弁
護
し
て
居
る
が 

そ
れ
は
非
常
に
注
目
を
引
く
。
そ
の
意
見
に
従
ふ
と
此
の
ソ
ネ
ッ
ト
こ

そ
（
他
の
二
十
三
は
勿
論
だ
が
）
ミ
ル
ト
ン
が
如
何
に
イ
タ
リ
ヤ
の
モ
デ
ル
を
厳
重
に
守
っ
た
か
の
確
証
に
な
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

所
謂
コ
ラ 
コ
ダ
（Colla Coda

）
と
呼
ば
れ
る
詩
形
で
あ
る
。
此
の
形
式
は
十
五
世
紀
代
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
始
め
バ
ル
チ
エ

ロ
―
の
名
で
伝
は
っ
て
居
る
、
か
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
鋭
い
風
刺
作
家
に
よ
っ
て
愛
用
さ
れ
た
が
、
後
十
六
世
紀
に
至
り
遍あ
ま
ね

く
流
行

を
見
、
そ
れ
が
又
十
七
世
紀
の
初
頭
に
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
に
て
再
生
し
た
も
の
で
、
ミ
ル
ト
ン
が
外
遊
の
途
次
、
そ
の
風
刺
体
の
詩
形
が

歌
は
れ
つ
ゝ
あ
る
の
を
親
し
く
見
聞
す
る
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。
此
の
コ
ラ 

コ
ダ
な
る
ソ
ネ
ッ
ト
の
形
式
を
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー
の
上

か
ら
簡
単
に
解
せ
ば
、ソ
ネ
ッ
ト
の
体
の
如
く
厳
密
な
法
則
を
持
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
コ
ラ 

コ
ダ
と
は
尾
の
あ
る
ソ
ネ
ッ
ト
の
意
で
、

コ
ダ
（
尾
）
は
一
若
し
く
は
そ
れ
以
上
の
タ
ア
セ
ッ
ト
（
ソ
ネ
ッ
ト
の
セ
ス
テ
ッ
ト
を
構
成
す
る
三
行
一
組
）
か
ら
な
り
た
ち
、
各
タ

ア
セ
ッ
ト
の
最
初
の
一
行
は
ソ
ネ
ッ
ト
本
体
の
行
よ
り
短
縮
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
ソ
ネ
ッ
ト
が
デ
カ 

シ
ラ

ブ
ル
な
ら
ば
、
タ
ア
セ
ッ
ト
最
初
の
行
は
六
シ
ラ
ブ
ル
で
あ
る
事
及
び
、
そ
の
最
初
の
行
は
ソ
ネ
ッ
ト
本
体
十
四
行
目
と
相
韻
す
る
事
、

然
し
て
タ
ア
セ
ッ
ト
の
残
れ
る
二
行
は
ソ
ネ
ッ
ト
中
に
用
ひ
ら
れ
ざ
る
別
の
相
韻
を
な
す
事
、
以
上
は
重
な
る
法
則
で
あ
る
。
斯
く
し

て
タ
ア
セ
ッ
ト
の
数
を
増
す
事
に
よ
り
、
ソ
ネ
ッ
ト
は
適
宜
に
増
大
し
得
る
の
で
あ
る
。
今
ミ
ル
ト
ン
の
用
ひ
た
コ
ラ 

コ
ダ
を
見
る

に
以
上
の
法
則
は
綿
密
に
守
ら
れ
て
あ
る
。
即
ち
二
の
タ
ア
セ
ッ
ト
が
添
附
さ
れ
て
居
る
。

　

さ
て
内
容
か
ら
此
の
ソ
ネ
ッ
ト
を
研
究
し
て
み
る
と
、
当
時
ミ
ル
ト
ン
が
抱
い
て
居
た
思
想
の
傾
向
を
窺
う
事
が
出
来
る
。
此
処
に

マ
ッ
ソ
ン
の
意
見
を
抜
粋
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。『
一
部
は
離
婚
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
対
し
、
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
等
の
社
会
か

ら
あ
げ
ら
れ
た
喧
轟
の
声
に
向
っ
て
の
自
己
の
不
屈
な
弁
護
か
ら
、
他
の
一
面
に
あ
っ
て
は
更
に
全
体
的
な
思
想
の
相
違
か
ら
必
然
的

に
彼
等
と
袂
を
分
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
状
態
に
あ
っ
た
。
で
当
時
ク
ロ
ム
エ
ル
の
主
張
と
見
做
さ
れ
た
る
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト
の
団

体
に
、
若
し
く
は
其
等
団
体
の
思
想
主
義
に
於
て
結
合
一
致
せ
ん
と
し
た
。
そ
の
眼
目
と
す
る
と
こ
ろ
は
長
期
議
会
に
よ
り
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
流
に
、
エ
ピ
ス
コ
ー
パ
シ
ー
の
廃
棄
と
共
に
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
の
教
会
政
治
や
教
会
教
育
の
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
す

で
に
一
部
分
効
を
修
め
つ
ゝ
あ
る
事
に
対
す
る
根
本
的
な
反
対
に
あ
っ
た
。』
約
言
す
れ
ば
飽
迄
真
実
で
あ
ら
う
と
す
る
ミ
ル
ト
ン
の
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論
理
的
傾
向
が
、
ロ
ー
レ
ー
の
言
葉
を
借
れ
ば
プ
ラ
ト
ー
の
レ
パ
ブ
リ
ッ
ク
か
ら
演
繹
し
て
、
殊
に
そ
の
政
治
的
及
び
法
律
的
自
由
の

主
張
に
於
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
国
家
を
理
想
と
せ
る
（
ロ
ー
レ
ー
の
ミ
ル
ト
ン
研
究
よ
り
）
彼
の
心
的
傾
向
と
し
て
は
、
プ
レ
ス
ビ

テ
リ
ア
ン
よ
り
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト
に
移
り
行
っ
た
の
は
当
然
の
結
果
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
確
に
ミ
ル
ト
ン
の
思
想
、
殊
に
歴
史

観
に
は
ダ
ン
テ
の
そ
れ
に
あ
っ
た
如
く
、
偉
大
な
コ
ス
ミ
ッ
ク
の
自
由
愛
（
譬
へ
そ
れ
は
カ
ン
ト
以
後
の
近
代
的
な
も
の
で
な
い
に
し

て
も
）
の
含
ま
れ
て
居
た
事
が
測
知
さ
れ
得
る
。
動や
や

枝
葉
に
亙
る
が
か
の
時
代
の
一
般
思
想
の
説
明
と
し
て
一
例
を
あ
ぐ
れ
ば
、
ラ
テ

ン
及
び
ギ
リ
シ
ャ
語
を
学
校
に
て
教
へ
る
事
の
不
可
な
る
議
論
が
起
こ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
斯
か
る
言
語
は
帝
王
政
治
を
破
壊
す

る
自
由
思
想
を
伴
ふ
故
だ
と
あ
っ
た
。
此
の
点
に
関
し
て
ロ
ー
レ
ー
は
島
国
根
性
的
思
想
、
即
ち
後
年
ア
ー
ノ
ー
ル
ド
が
プ
ロ
ビ
ン

シ
ャ
リ
ズ
ム
と
云
っ
て
厭
悪
し
た
排
他
鎖
国
主
義
に
対
し
、
と
て
も
ミ
ル
ト
ン
の
広
い
新
し
い
自
由
思
想
は
我
慢
が
な
ら
な
か
っ
た
と

云
ふ
風
に
書
い
て
居
る
。
以
て
如
何
に
時
代
の
混
迷
な
る
重
荷
を
ミ
ル
ト
ン
が
そ
の
足
に
引
き
ず
っ
て
居
た
か
は
察
す
る
に
余
り
が
あ

る
。
序
説
に
於
て
予
め
述
べ
て
お
い
た
如
く
、
斯
く
て
こ
そ
ミ
ル
ト
ン
の
二
十
年
に
亙
る
散
文
時
代
も
無
意
義
な
ら
ざ
る
多
く
の
理
由

と
活
発
な
る
例
証
と
を
我
等
に
指
し
示
し
て
居
る
訳
で
あ
る
、
斯
く
し
て
我
々
は
ソ
ネ
ッ
ト
十
一
、十
二
、十
三
と
順
を
重
ね
て
特
に
論

理
的
だ
っ
た
詩
人
の
性
格
の
跡
を
偲
び
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
論
争
と
縁え
ん
こ故

深
き
詩
的
作
品
を
瞥
見
し
得
た
訳
で
、
我
等
は
此
等
の
詩
句

の
中
に
、
そ
の
調
子
に
、
ミ
ル
ト
ン
の
怒
号
の
響
を
補
へ
得
る
や
う
な
気
が
す
る
で
は
な
い
か
。
ベ
ー
コ
ン
の
理
想
を
抽
象
と
し
て
で

は
な
く
、
現
実
の
問
題
と
し
て
教
会
、
宗
教
、
教
育
、
社
会
の
上
に
迄
適
用
し
や
う
と
し
て
、
教
会
ピ
ュ
リ
タ
ン
か
ら
プ
レ
ス
ビ
テ
リ

ア
ン
に
、
或
ひ
は
又
ロ
イ
ヤ
リ
ス
ト
と
し
て
、
そ
れ
か
ら
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト
に
、
次
に
は
ク
ロ
ム
エ
リ
ア
ン
と
し
て
、
遂
に
オ
リ
ベ

リ
ア
ン
に
至
る
ま
で
変
っ
て
行
っ
た
。
外
見
無
節
操
の
如
く
見
ゆ
る
思
想
、
主
義
の
推
移
を
静
か
に
眺
む
る
時
、
ミ
ル
ト
ン
の
内
的
苦

悩
に
対
し
我
等
は
襟
を
正
し
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
飽
く
事
な
き
真
実
、
自
由
の
探
求
に
対
す
る
情
熱
と
を
本
質
に
於
て
見

落
す
時
、総
て
の
批
評
は
徒
労
の
す
ぎ
ざ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
此
れ
に
就
い
て
思
ひ
出
す
は
ニ
イ
チ
ェ
の
言
葉
で
あ
る
。『
も

し
誰
か
が
お
前
は
そ
の
主
義
主
張
を
持
っ
て
居
る
か
ら
と
云
っ
て
、
私
を
十
字
架
に
つ
け
や
う
と
す
る
な
ら
、
私
は
逃
げ
る
か
も
知
れ

な
い
。
然
し
若
し
私
が
あ
の
主
義
か
ら
此
の
主
義
へ
変
っ
た
か
ら
と
云
っ
て
十
字
架
に
つ
け
た
が
る
な
ら
、
私
は
喜
ん
で
か
ゝ
ろ
う
。』

此
れ
は
な
ん
と
含
蓄
の
多
い
言
葉
で
あ
ら
う
。
今
私
は
ロ
ー
レ
ー
が
そ
の
親
切
な
研
究
に
於
て
分
類
し
て
居
た
ミ
ル
ト
ン
の
自
由
思
想
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を
、
重
に
散
文
作
品
の
中
か
ら
摘
出
し
て
み
や
う
。

　
　

一
、
宗
教
的
自
由
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
自
由
離
婚
、

　
　

二
、
家
庭
的
自
由　

二
、
出
版
の
自
由
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
教
育
の
自
由
、（
特
に
児
童
の
百
科
辞
典
的
つ
め
こ
み
主
義
に
対
し
）　

　
　

三
、
内
治
的
自
由
、

斯
く
て
こ
そ
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
僧
団
を
中
心
と
す
る
厳
格
な
る
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
は
最
早
真
の
自
由
な
き
事
を
発
見

し
、
そ
れ
に
対
す
る
反
抗
を
始
め
た
最
初
の
烽の
ろ
し火
こ
そ
此
の
ソ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
事
を
知
る
時
、
無
量
の
興
味
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

　

今
、
用
語
上
の
説
明
す
れ
ば
第
一
行
のprelate lord 

の
廃
棄
は
歴
史
上
の
事
実
と
し
て
一
六
四
六
年
十
月
九
日
の
エ
キ
ス
コ
ー
パ

シ
ー
（
僧
正
統
治
）
の
法
律
的
廃
棄
を
意
味
し
、
第
二
行
目
に
リ
タ
ー
ジ
ー
（
祈
祷
書
）
の
廃
棄
は
千
六
百
四
十
五
年
一
月
三
日
と
記

録
さ
れ
て
あ
る
。
八
行
目
のA

. S.

は
ア
ダ
ム
ス
チ
ュ
ー
ワ
ー
ト
を
指
し
、
此
の
人
は
パ
ン
フ
レ
ッ
テ
ィ
ア
ー
と
し
て
有
名
で
、
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
新
し
い
教
派
、
信
仰
を
攻
撃
し
た
。
同
じ
行
の
サ
ム
エ
ル 

ル
ー
サ
フ
ォ
ー

ド
は
セ
ン
ト 

ア
ン
ド
ア
ル
ー
ス
大
学
の
神
学
教
授
で
、
後
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー 

ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
の
一
員
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

十
二
行
目
のshallow

 

な
る
形
容
詞
が
エ
ド
ワ
ー
ド
に
加
へ
ら
れ
て
あ
る
が
、
此
の
形
容
詞
は
七
行
目
のclassic 

と
共
に
、
勿
論
侮

蔑
的
風
刺
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
た
も
の
で
、
特
に
此
のshallow

 
は
ミ
ル
ト
ン
が
好
ん
で
用
ひ
た
エ
ピ
セ
ッ
ト
で
、
す
で
に
ソ
ネ
ッ
ト

第
一
に
も
あ
っ
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
は
千
六
百
四
十
六
年
代
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
盛
に
出
版
し
た
も
の
で
そ
れ
に
習
ふ
も
の
も
甚
だ
多

か
っ
た
。
ミ
ル
ト
ン
は
こ
の
連
中
に
よ
っ
て
異
端
者
の
部
類
に
数
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
同
行
のscotch w

hat d'ye-call 

は
四

人
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
れ
の
教
父
達
を
意
味
し
、
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー 
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
―
に
座
っ
た
の
は
前
に
あ
げ
た
サ
ム
エ
ル 

ル
ー
サ
ー
フ
ォ
ー
ド
と
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー 

ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
ゲ
オ
ル
ゲ 

ギ
ル
レ
ス
ピ
ー
と
ロ
バ
ー
ト 

ベ
ー
リ
ー
で
あ
っ
て
、
ミ
ル
ト

ン
の
矢
さ
き
に
懸
か
っ
た
の
は
多
分
ベ
ー
リ
ー
だ
と
云
ふ
説
が
多
い
。
マ
ッ
ソ
ン
も
パ
チ
ソ
ン
も
そ
れ
に
一
致
し
て
居
る
。
と
云
ふ
の

は
ミ
ル
ト
ン
が
離
婚
の
論
文
に
よ
り
こ
の
宗
教
家
よ
り
手て
ひ
ど強
き
攻
撃
を
受
け
た
の
が
、
有
力
な
根
拠
と
見
做
さ
れ
て
居
た
か
ら
で
あ
る
。
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第
八
章　

ソ
ネ
ッ
ト
十
四
（
エ
ッ
チ 

ロ
ー
エ
ス
君
に
寄
せ
て 

そ
の
歌
曲
を
歌
ふ
。）

　
　
　
　

SO
N

N
ET

 14.

　
　
　
　

T
o M

r. H
. Law

es, on his airs.

　
　

H
arry, w

hose tuneful and w
ell-m

easured song

　
　

First taught our English m
usic a マ

マow
 to span

　
　

W
ords w

ith just note and accent, not to scan

　
　

W
ith M

idas'ears, com
m

itting short and long,

　
　

T
hy w

orth and skill exem
pts

マ
マ

 from
 the throng,

　
　

W
ith praise enough for envy to look w

an;

　
　

T
o after age thou shalt be w

rit the m
an,

　
　

T
hat w

ith sm
ooth air couldst hum

our vest our tongue.

　
　

T
hou honourst verse and verse m

ust send her w
ing

　
　

T
o honour thee, the priest of Pho

マ
マ

evus' quire,

　
　

T
hat tunest their happiest lines in hym

n or story.

　
　

D
ante shall give fam

e leave to set thee higher

　
　

T
han his Casa マ

マlla, w
ho マ

マ he w
ooed to sing,

　
　

M
et in the m

ilder shades of Purgat マ
マ

ry. 

　
　
　
　

※
２
行
目　

aow

→how

　
　
　
　

※
５
行
目  exem

pts

とfrom

の
間
にthee 

が
入
っ
て
い
る

　
　
　
　

※
10
行
目 Phoevus

→Phœ
vus　

　
　

　
　
　
　

※
13
行
目Casalla

→Casella　

w
ho

→w
hom
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※
14
行
目Purgatry

→Purgatory
　
　

ハ
ー
リ
ー
、
お
身
の
調
和
あ
り
按
排
に
適
へ
る
歌
曲
は

　
　

わ
が
イ
ギ
リ
ス
の
音
楽
に
マ
イ
ザマ
マ

ス
の
耳
を
も
て
聞
き
た
だ
す
に
は
非
ず
し
、

　
　

正
し
き
調
べ
と
抑
揚
に
よ
り
長
短
の
韻
を
伴
ひ
て
は

　
　

我
等
が
言
葉
を
如
何
に
量
る
べ
き
や
と
教
へ
し
最
初
の
も
の
よ
、

　
　

お
身
が
価あ
た
ひ値

、
お
身
が
妙
技
は
、
お
身
を
衆
群
よ
り

　
　

誹
謗
者
を
し
て
色
な
か
ら
し
む
ほ
ど
の
称
讃
も
て
抜
き
ん
ぜ
し
め
、

　
　

後
世
な
め
ら
け
き
歌
に
て
優
れ
し
我
等
が
言
葉
の
面
白
さ
を
現
せ
る

　
　

そ
の
人
よ
と
書
き
記
さ
れ
ん
は
必
定
な
り
、

　
　

お
身
は
詩
を
あ
が
め
詩
の
女
神
も
ま
た
そ
の
翼
を
送
る
べ
き
な
り
。

　
　

お
身
こ
そ
、
幸
ふ
か
き
歌
を
、
讃
美
歌
に
は
た
物
語
に
と
か
な
づ
る

　
　

か
の
ア
ポ
ロ
の
神
に
集
ふ
合
唱
団
の
牧
者
。

　
　

ダ
ン
テ
も
ま
た
焦
熱
地
獄
の
和な
ご
や

け
き
樹
蔭
に
て
巡
り
逢
ひ
、

　
　

歌
も
が
な
と
愛
恋
せ
し
カ
ー
セ
ラ
に
も
優
り
て
高
く

　
　

お
身
に
名
声
を
与
へ
ん
と
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
。

　

此
の
ソ
ネ
ッ
ト
も
十
三
と
同
じ
く
千
六
百
四
十
六
年
の
作
だ
と
は
パ
チ
ソ
ン
も
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
の
遺
稿
に

は"T
o m

y friend M
r. H

. Law
es, on the publishing of his aires."

と
あ
る
。
マ
ッ
ソ
ン
は
千
六
百
四
十
五
年
を
主
張
し
て
居

る
が
、
パ
チ
ソ
ン
と
い
づ
れ
が
正
し
い
か
は
私
に
は
解
ら
な
い
。
ロ
ー
エ
ス
は
そ
の
当
時
非
常
に
愛
好
さ
れ
た
作
曲
家
に
し
て
年と
し

は
八
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才
年
長
で
あ
っ
た
が
、
幼
年
期
よ
り
ミ
ル
ト
ン
と
は
親
し
い
友
情
関
係
を
結
ん
で
居
た
。
か
の
仮
面
劇
コ
マ
ス
を
ル
ー
ド
ロ
ー
城
に
て

上
場
の
際
、
歌
曲
を
付
け
親
し
く
舞
台
監
督
を
し
た
の
も
、
後
千
六
百
三
十
七
年
そ
れ
を
印
刷
に
し
て
刊
行
し
た
の
も
そ
の
人
で
あ
っ

た
。
此
の
ロ
ー
エ
ス
に
は
そ
の
他
当
時
の
名
あ
る
詩
人
、
譬
へ
ば
カ
リ
ュ
ー
、
ヘ
リ
ッ
ク
、
ウ
オ
ラ
ー
、
カ
ー
ト
ラ
イ
ト
等
の
詩
の
作

曲
数
篇
も
あ
る
。
ミ
ル
ト
ン
は
一
千
六
百
四
十
五
年
の
版
に
此
う
ロ
ー
エ
ス
に
呼
び
懸
け
て
居
る
。『
キ
ン
グ
ス
チ
ャ
ペ
ル
の
紳
士
に

し
て
、
陛
下
の
親
し
き
楽
手
の
一
人
な
る
云
々
。』
と
こ
ろ
が
此
の
ロ
ー
エ
ス
は
王
党
の
キ
ャ
バ
リ
ア
ー
で
、
千
四
百
四
十
八
年
に
自

ら
出
版
し
た
選
讃
美
歌
集
の
如
き
は
、
当
時
幽
囚
の
身
で
あ
る
王
に
捧
本
さ
れ
て
居
る
に
照
ら
し
み
て
も
解
る
ほ
ど
、
ミ
ル
ト
ン
と
は

社
会
関
係
上
全
然
反
対
の
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
此
う
し
た
二
人
の
友
情
を
考
へ
る
時
、
我
等
は
ま
こ
と
に
麗
は
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
指
し
示
さ
れ
る
次
第
で
、
如
何
に
政
治
的
環
境
や
思
想
的
立
場
が
異
れ
ば
と
て
、
竹
馬
の
思
ひ
出
と
音
楽
に
対
す
る
共
通
な
情
熱

が
、
一
言
に
云
へ
ば
、
如
何
に
芸
術
が
総
て
を
超
越
さ
せ
て
居
る
か
を
教
へ
て
居
る
で
は
な
い
か
。
此
処
に
言
葉
を
新
に
す
る
ま
で
も

な
く
、
ミ
ル
ト
ン
が
音
楽
を
愛
し
オ
ル
ガ
ン
や
ビ
オ
ラ
を
巧た
く
み妙

に
弾
奏
し
得
た
事
は
何
人
も
知
っ
て
居
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

第
四
行
目
の
マ
イ
ダ
ス
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
か
ら
取
っ
た
も
の
で
、
そ
の
話
は
此
う
で
あ
る
。
曾
て
ア
ポ
ロ
の
神
と
マ
ー
シ
ァ
ス
の
神

（
後
パ
ン
の
神
）
と
が
音
楽
の
競
技
を
争
っ
た
折
、
マ
イ
ダ
ス
が
二
者
の
う
ち
一
人
が
勝
つ
事
を
横
合
よ
り
提
言
し
、
そ
の
結
果
二
神

よ
り
呪
は
れ
耳
が
驢
馬
の
耳
に
変
じ
た
。
其
処
で
マ
イ
ダ
ス
は
そ
れ
を
頭ず
き
ん巾
で
覆
ひ
隠
し
て
居
た
が
、
は
し
な
く
此
の
秘
密
は
散
髪
師

の
為
に
発
見
さ
れ
た
。
散
髪
師
は
秘
密
を
包
み
か
ね
て
地
に
穴
を
開
け 

そ
の
中
へ
『
マ
イ
ダ
ス
の
耳
は
騾
馬
の
耳
』
と
獨
語
し
穴
を

埋
め
た
。
然
る
に
其
処
よ
り
一
本
の
木
が
生
じ
て
そ
の
秘
密
が
後
の
世
ま
で
も
伝
は
る
に
至
っ
た
。
此
の
マ
イ
ダ
ス
の
耳
に
関
し
ト
ッ

ド
は
ナ
ッ
シ
ュ
の
ピ
エ
ル
セ 

ペ
ン
ニ
レ
ス
に
次
の
や
う
な
句
の
あ
る
事
を
あ
げ
て
居
る
。

　
　

添
作
も
さ
れ
ず
し
て
返
り
見
ら
れ
ざ
る
わ
が
詩
文
の
か
こ
つ
を

　
　

マ
イ
ザマ
マ

ス
の
耳
は
そ
の
嘆
き
を
ば
う
ち
沈
め
ん
と
も
せ
ず
。

同
行
のcom

m
itting 

は
、
パ
チ
ソ
ン
の
注
解
に
よ
る
と
ラ
テ
ン
語
のcom

m
ittere 

の
意
に
し
て"to m

atch, to pair, to bring 
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together."

と
訳
さ
れ
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
私
は
単
に
『
と
も
な
ひ
て
』
と
訳
し
た
。
十
三
行
目
の"his Casella"

と
あ
る
は
、
ダ

ン
テ
が
地
獄
篇
二
巻
九
十
一
に
、"Casella m

ia,"

と
呼
び
懸
け
て
居
る
と
こ
ろ
か
ら
取
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
カ
ー
セ
ラ
は
そ
の
妙

技
を
歌
は
れ
し
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
音
楽
家
に
し
て
、
ラ
ン
デ
イ
ノ
ー
の
音
楽
史
に
は
ダ
ン
テ
と
カ
ー
セ
ラ
の
交
り
が
書
か
れ
て
あ
る
。

曰
く
『
勉
学
に
倦
み
疲
れ
た
魂
を
再
生
せ
し
め
ん
と
し
て
、
ダ
ン
テ
は
よ
く
カ
ー
セ
ラ
の
仲
間
と
な
っ
た
。』

　

第
九
章　

ソ
ネ
ッ
ト
十
五
（
千
六
百
四
十
六
年
十
二
月
十
六
日
に
身
罷
れ
る
わ
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
友
、
カ
セ
リ
ン 

ト

　
　
　
　
　

ム
ソ
ン
夫
人
の
宗
教
的
思
ひ
出
を
歌
へ
る
。）

　
　
　
　

SO
N

N
ET

 15.

　
　
　
　

O
n the religious m

em
ory of M

rs. Catherine

　
　
　
　

T
hom

son, m
y Christian friend, deceased 16 D

ec. 1646 

　
　

W
hen fath and love, w

hich parted from
 thee

マ
マ

nevere,

　
　

H
ad ripened thy just soul to e

マ
マ

w
ell w

ith God,

　
　

M
eekly thy didst resign this earthly load

　
　

O
f death, called life, w

hich us from
 life doth sever.

　
　

T
hy w

orks and alm
s, and all thy good endeavour,

　
　

Stayed not behind, nor in the grave w
ere trod;  

　
　

But, as faith pointed w
ith her golden rod,

　
　

Follow
ed thee up to joy and bliss for ever.

　
　

Love led them
 on; and faith, w

ho knew
 them

 best

　
　

T
hy handm

aids, clad them
 o'er w

ith purple beam
s
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A
nd azure w

ings, that up they flew
 so drest,

　
　

A
nd speak the truth of thee on glorious them

es

　
　

Before the Jadge; w
ho thenceforth bid thee rest,

　
　

A
nd drink thy fill of pure im

m
ortal stream

s.

　
　
　
　

※
１
行
目　

theenevere

→thee never

　
　
　
　

※
２
行
目　

ew
ell

→dw
ell

　
　

曾
て
お
身
よ
り
去
り
し
事
な
き
信
仰
と
愛
が

　
　

神
と
共
に
住
む
為
に
や
、
お
身
が
正
し
き
御み
た
ま霊

を
実み
の

ら
せ
し
折
し
も
、　

　
　

世
の
命
て
ふ
真ま
こ
と実

は
命
よ
り
我
等
を
引
き
は
な
つ

　
　

地
上
な
る
死
の
重
荷
を
し
と
や
け
く
も
打
ち
捨
て
し
こ
と
よ
。

　
　

お
身
が
勲
い
さ
を
し

、
捧
げ
も
の
、
は
た
す
べ
て
の
善
き
奉
仕
は
、

　
　

お
身
が
後し
り
え方
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
た
墓
場
に
て
踏
み
に
ぢ
ら
れ
ざ
る
の
み
か
、

　
　

信
仰
が
そ
の
黄こ
が
ね金

の
杖
も
て
指
し
示
す
ま
ゝ
に
、

　
　

お
身
に
従
ひ
て
は
永と
こ
と
は遠

歓
喜
と
万
福
を
指
し
て
昇
り
ゆ
か
ん
。

　
　

愛
は
そ
れ
を
導
き
信
仰
は
ま
た
お
身
が
侍は
べ
り
ご女

な
る
其
等
の
も
の
を
会
得
し
、

　
　

紫
の
光
り
緑
こ
き
翼
も
て
飾
り
、

　
　

か
く
て
も
や
彼
等
は
装
ひ
て
高
く
飛
び
あ
が
り

　
　

裁さ
ば
き判
の
場
に
て
栄
光
の
話
題
に
つ
き
、
お
身
が
真ま
こ
と実
を
ぞ
述
べ
伝
へ
ん
、

　
　

し
か
る
時
大お
ほ
か
み神

は
お
身
に
憩
ひ
て
穢
れ
な
き
不
死
の
流
を
心
の
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か
ぎ
り
掬き
く

せ
ん
こ
と
を
ぞ
命
じ
給
ふ
。

　

此
れ
も
前
者
と
同
時
代
の
作
品
で
あ
る
。
そ
の
頭
書
き
は
千
六
百
七
十
三
年
版
に
は
現
れ
て
居
な
い
の
で
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
の
遺
稿

中
よ
り
取
っ
た
も
の
で
あ
る
と
パ
チ
ソ
ン
は
云
っ
て
居
る
。
主
人
公
の
カ
セ
リ
ン 

ト
ム
ソ
ン
が
何な
ん
び
と人
で
あ
る
か
に
就
い
て
の
探
索
は

記
録
が
残
っ
て
居
な
い
為
、
全
く
解
ら
な
い
が
、
マ
ッ
ソ
ン
は
詩
人
の
甥
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
書
き
残
せ
る
手
蔓
か
ら
此
れ
丈
の
事
を
判

断
し
て
居
る
。
即
ち
一
千
六
百
四
十
九
年
頃
に
ス
プ
リ
ン
グ 

ガ
ー
デ
ン
に
打
ち
開
け
て
居
る
ヴ
ー
バ
ル 

ヘ
ッ
ド 

タ
バ
ー
ン
の
隣
な
る

チ
ャ
ー
リ
ン
グ 

ク
ロ
ス
と
云
ふ
某
ト
ム
ソ
ン
の
家
に
住
ん
で
居
た
事
あ
り
。
カ
セ
リ
ン 

ト
ム
ソ
ン
は
此
の
チ
ャ
ー
リ
ン
グ 

ク
ロ
ス
家

族
の
一
員
に
非
ず
や
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
然
し
此
れ
は
想
像
に
す
ぎ
な
い
。
此
れ
を
ソ
ネ
ッ
ト
三
、五
、
及
び
十
、
と
比
較
す
る
時
に
、

ミ
ル
ト
ン
の
婦
人
に
対
す
る
考
へ
方
、
広
く
云
へ
ば
美
の
思
想
の
変
化
を
知
る
に
便
利
で
あ
る
。
上
述
の
も
の
は
総
て
婦
人
を
主
題
と

し
て
歌
っ
た
も
の
で
、
皆
ペ
ト
ラ
ー
ク
風
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
な
婦
人
観
が
多
く
現
れ
て
居
る
。
十
五
に
於
て
は
魂
の
美
に
専
ら
ス
ト
レ
ス

が
置
か
れ
て
、
教
育
の
程
度
と
か
外
貌
の
優
雅
な
ど
と
云
っ
た
問
題
が
精
神
的
な
も
の
と
置
き
代
へ
ら
れ
て
居
る
。
さ
ら
ば
と
云
っ
て

此
の
事
実
が
詩
人
の
美
的
官
能
や
感
受
性
の
減
退
せ
る
も
の
と
見
做
す
の
は
早
率マ
マ

で
あ
る
。
然
し
兎
に
角
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
キ
ァ
バ

リ
ア
ー
的
の
要
素
が
、
ピ
ュ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
て
道
徳
上
の
判
断
に
傾
い
て
行
っ
た
事
は
確
な
事
実
で
あ
る
。
此
の
点
に
関

し
テ
ー
ン
の
説
を
踈
述
せ
ば
此
う
で
あ
る
。
即
ち
ミ
ル
ト
ン
の
作
品
に
は
二
つ
の
英
国
気
質
が
現
れ
て
居
る
。（
此
う
云
ふ
と
こ
ろ
が

フ
ラ
ン
ス
風
な
批
評
振
り
か
も
知
れ
ん
が
、
強
ち
英
国
気
質
と
云
ふ
に
は
及
ぶ
ま
い
。）
一
は
美
に
対
す
る
熱
情
で
飽
迄
純
粋
な
創
造

的
幻
想
や
官
能
を
裸は
だ
か体
の
儘
に
、
自
然
の
儘
に
求
め
や
う
と
す
る
。
そ
れ
ら
を
除
い
て
は
如
何
な
る
法
則
も
宗
教
も
無
い
と
云
ふ
自
然

信
仰
を
有
し
、
し
ば
し
ば
不
道
徳
な
要
素
を
交
へ
る
ほ
ど
飽
迄
パ
ー
ガ
ン
た
ら
ん
と
す
る
傾
向
に
し
て
、
ベ
ン 

ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ビ
ュ
ー

モ
ン
ド
、
ペ
レ
ッ
チ
ャ
ー
、
セ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
ー
、
ス
ペ
ン
サ
ー
等
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
て
居
る
。
第
二
は
実
験
的
宗
教
に
よ
っ
て
堅
く

守
ら
れ
た
現
実
主
義
、
即
ち
感
じ
得
る
も
の
、
有
要
な
る
も
の
と
云
っ
た
家
族
道
徳
を
賞
讃
す
る
厳
粛
な
倫
理
生
活
の
主
張
で
あ
る
。

要
す
る
に
ミ
ル
ト
ン
の
う
ち
に
は
ラ
レ
グ
ロ
ー
と
イ
ル 

ペ
ン
セ
ロ
ソ
ー
の
二
方
面
、
即
ち
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
が
あ
っ
た

と
云
ふ
事
に
皈
着
す
る
。
ロ
ー
レ
ー
も
云
っ
て
居
る
。
ミ
ル
ト
ン
は
あ
の
豊
麗
な
コ
マ
ス
を
最
後
と
し
て
堅
い
荘
厳
な
詩
の
世
界
へ
這
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入
っ
て
行
っ
た
。
我
等
は
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
失
楽
園
に
於
て
見
る
が
、
其
処
に
は
矢
張
り
コ
マ
ス
の
響
が
潜
ん
で
居
る
事
も
否

め
な
い
と
。
兎
に
角
思
想
が
非
常
に
論
理
的
と
な
っ
て
行
っ
た
一
方
、
情
操
も
そ
の
変
化
を
受
け
て
霊
化
さ
れ
抽
象
化
さ
れ
た
事
は
確

で
あ
る
が
、
前
に
も
云
っ
た
如
く
此
れ
を
以
て
人
間
味
の
多
い
美
的
鑑
賞
が
消
尽
し
た
と
見
る
は
誤
り
に
し
て
、
矢
張
り
パ
チ
ソ
ン
の

云
っ
た
ご
と
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
官
能
性
が
姿
を
変
じ
た
と
見
る
の
が
至
当
の
や
う
に
思
は
れ
る
。

　

二
行
目
のripened

は
ミ
ル
ト
ン
が
好
ん
だ
用
語
の
一
つ
で
、
肉
体
上
の
発
育
発
達
を
示
す
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
は
コ
マ
ス
の

五
十
九
行
、
徳
の
円
満
な
象
徴
と
し
て
は
復
楽
園
の
三
巻
三
十
一
及
び
、
す
で
に
研
究
し
た
ソ
ネ
ッ
ト
二
の
七
行
目
に
現
れ
て
居
る
。

七
行
目
のgolden rod
は
オ
デ
ッ
セ
の
十
六
巻
百
七
十
二
行
に
信
仰
は
門
番
と
し
て
人
格
化
さ
れ
、
そ
の
役
目
は
霊
を
金
の
杖
に
導

き
案
内
す
る
と
云
ふ
と
こ
ろ
か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
此
れ
は
ラ
テ
ン
の
詩
人
や
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
タ
イ
タ
ネ
ス 

ミ
ュ
ー
タ
ー
ビ

リ
テ
ィ
ー
に
模
倣
さ
れ
、
又
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
『
希
望
の
喜
び
』
第
一
巻
に
、
又
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
『
聖
者
に
寄
す
』
の
中
に

白
銀
の
杖
と
な
っ
て
歌
は
れ
て
居
る
。
此
等
は
皆
パ
チ
ソ
ン
の
研
究
で
あ
る
。
十
二
行
目
のspake

と
な
っ
て
居
る
の
も
少
く
な
い
模

様
で
あ
る
が
、
マ
ッ
ソ
ン
は
そ
れ
の
誤
り
な
る
こ
と
を
云
っ
て
居
る
。
十
四
行
目
は
讃
美
歌
三
十
六
、八
行
目
の
『
汝
は
汝
の
喜
び
川

よ
り
彼
等
に
飲
ま
し
め
ん
。』
か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。


